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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第一章　城跡　Joseki







　　　　一






８月17日

　きのう、大学病院で、瑞みず穂ほさんに、最近自分のことがよくわからないのだと言ったら、自分と会話するつもりで文章に書いてみるといいよと言われた。だれかに見せる必要はなく、本人の気づきのために書くんだそうだ。

　だから、ちょっと書いてみる。

　久しぶりで脳波の検けん診しんを受けたのに、ほんのうわべしか状じよう況きようを話せなかった。姫ひめ神がみのこともぜんぜん話せなかった。それなのに瑞穂さんは、いらっとなどしなかった。もっと打ちとけてほしかっただろうと思うけど、わたしにはそう言わないところ、やっぱり瑞穂さんは先生なんだなと思う。

　玉たま倉くら山やまへ帰ってきて、今日が３日目だ。

　家に着いた日は、もう午後になっていて、きのうは大学病院へ行ってきたから、朝から何もしない日は今日がはじめてだ。でも、急にヒマで、びっくりするくらいヒマだ。寮りようで決められた生活にいつのまにか慣れていたって、はじめて気がつく。前はこれがふつうだったというのに。

　玉倉神社って、こんなに何もないところだったんだ。

　深み行ゆきくんは、野の々の村むらさんと古道を歩いている。きのうの朝からずっとだ。

　夏の登山客みたいな服装で出かけたけど、今までよりずっと山やま伏ぶしっぽい顔をしている。

　瑞穂さんにあまり話せなかったのは、相楽さがらさんが付き添そっていたせいだった。相楽さんに病院へつれていってもらうこと、これまで気にもしなかったのに、今回そうもいかなかった。戸と隠がくし山やまで起こったことを、相楽さんにはぜったいしゃべるなと、深行くんが何度も念をおしたからだ。

　相楽さんが玉倉山に顔を出すことは、東京を離はなれる前からわかっていたらしい。

　言うなというのは、戸隠山の現実とはちがう層のことだ。深行くんが錫しやく杖じよう経きようをとなえて、光る蛇へびを追い払はらったりしたこと。だけど、言われなくたって、わたしから話したりしない。なぜ、そういうことになったのか、わたしにもさっぱりわからないんだもの。

　深行くんが、自分のお父さんに話すこと以上を、わたしから言えるはずもない。

　どうしてそんなに秘密が好きかなーと、ちょっと思う。

　わたしのまわりの人、みんなが秘密が好きで、いろいろ隠かくして当たり前にしているから、わたしが質問することのへたな人間に育ったんじゃないかと、急に思ってしまうくらいだ。

　でも、深行くんは、けっこう機き嫌げんがよかった。お父さんに秘密ができたからみたいだった。そして、わたしにはそう言いながら、野々村さんに自分から話しているみたいだった。お山にきてから、ずっと野々村さんべったりだ。

　……書いたことを読み返してみた。

　自分のことを書くはずなのに、深行くんのことを書いてしまった。

　自分との対話って、どのあたりまで自分の説明をするものだろう。当たり前のことを書くのは、自分相手なのにうんざりする。それでもするべきなんだろうか。

　わたしは鈴すず原はら泉水いずみ子こです。

　鳳ほう城じよう学園高等部１年生です。

　15歳です。

　誕生日は３月21日です。

　血液型はＯ型Rh＋です。

　趣しゆ味みは




　……かなり長いあいだ止まって考えたけど、やっぱり説明はうんざりだ。説明しておもしろい人物じゃない。わたしは、たいていのクラスメイトが自分より大人っぽく見えてしまうけど、３月生まれのせいかな。深行くんは16歳になっていると、最近知ったばかりだ。４月生まれだったりするんだろうか。




　戸隠で起こったことは、あまりふつうのものごとじゃなかった。

　わたしがしたこともふつうじゃなかった。真ま響ゆらさんや真ま夏なつくんがしたこともふつうじゃなかった。わたし、そういう事実から目をそむけたいだけかも。

　今でも、何より目に浮うかぶのは、黒い鳥の翼つばさが白い蛇をさえぎったことだ。あの羽がわたしを守ってくれたこと、すごくはっきりとよくわかったのだ。羽は、深行くんの背中にはえているように見えたけれど、本人は気のせいだと言う。気のせいで見たとは、ぜんぜん思えないのに。

　でも、よく考えると、あれは高たか尾お山さんの薬やく王おう院いんで見てきた、天てん狗ぐの銅像のイメージだったかもしれない。山伏装しよう束ぞくを着た天狗の背中に、あんなふうに鳥の翼がはえていたのだ。深行くんが錫杖をもっていたから、わたしが当てはめてしまったんだろうか。







８月18日

　深行くんと野々村さんは、まだ山から帰ってこない。

　戸隠山の深層で、深行くんが急に力を発揮した理由を、玉倉山に帰ってからちゃんと話すと言ったくせに、約束はいったいどうなるのよ。説明はあとだと言ったそれっきりで、もうこんなに日が過ぎている。このままずるずるとすませようって気なら、この先ぜったい信用などしてやらない。本気でそのつもりだ。




　午後になって、また書いている。

　せっかくうちに帰ってきたのに、どうしてこうもヒマに感じるのかわけわからない。

　春からずっと、お山でのんびりすることに、ひたすら憧あこがれていたのに。

　時間がたくさんあると、真響さんはどうしているかなと考えてしまう。こういうとき、ふつうの人なら、ケータイでちょっとメールしたりするのにと思うと、できない自分が悲しくなる。

　でも、真響さんがすごく真しん剣けんな顔つきで、今回戸隠で起こった事件を、９月に学校がはじまる前によく考えておくと言ったことを思い出すと、今どうしてる？　などと、気やすく連れん絡らくしてはいけないような気もする。

　それに、わたしはわたしで、よく考えておかないといけないのだ。




　夜８時ごろ、相楽さんが帰っていった。

　これからカリフォルニアへ飛んで、そのあとニューヨークへも行くそうだ。

　カリフォルニアでお父さんに会うというから、佐さ和わさんといっしょに、わたしてほしいふるさとの味をいろいろ詰つめ合わせたら、ちょっと相楽さんにもうしわけない重さになってしまった。

　野々村さんと深行くんは、午後にはもどってきて、ちゃんと相楽さんを見送った。

　別につんつんすることもなく、ふつうに親子の会話をしていた。おじいちゃんや佐和さんの手前だからだと思うけど、なごやかだったのでほっとした。

　でも、相楽さんが深行くんのお父さんっぽい口をきくと、本当に似合ってない。見た目と落差がありすぎる。タメ口をきいているほうが似合う。佐和さんでもそう言っていた。

　うすうすそんな気がしていたけれど、深行くんは、雪ゆき政まさが帰ったからこれで話せると言った。明日、野々村さんと３人で山頂で話をすることになった。

　どういう話になるか、どきどきする。

　戸と隠がくしで疑問だったことを、きちんと深行くんから聞いておかないと、わたしがわたしのことを考える上でもうまくいかないと、今ではよくわかったのだ。







８月19日

　すごくショックなことを聞かされた。

　予想できないことを言われると、覚かく悟ごしていたはずだったのに、やっぱり予想外でありすぎた。頭がぐるぐるして、どこが一番衝しよう撃げき的だったか考えてもうまくつかめない。

　和わ宮みやくんはまだいるとわかったことかもしれない。でも、その和宮くんが、わたしの前には出てこないで、深行くんと通じていたことだったかもしれない。

　もう少し気持ちをしずめて、もう少しはじめから書いてみる。

　頂上で舞まいを舞まって、和宮を呼んでみてくれと言われたときから、なんだか変なことになっていると思いはしたのだ。和宮くんはもう消えたよと言ったら、それは知っているけれど、確かく認にんのために舞ってほしいと言うのだ。

　結局、舞わなかったけど。

　落ち着いて舞う気になどなれなかった。野々村さんも見ているし。

　しばらく、ああだこうだと言いあってから、深行くんはあきらめて話し出した。

　学校の男子寮にカラスが飛んで来て、和宮くんの声と態度でしゃべったのだそうだ。

　協力しようというようなことを。

　そのとき、カラスが、東京で過ごすには人間になるほど力がないし、鈴原さんはこのことを知らないほうがいいと言ったそうだ。わたしが動どう揺ようしやすいからだそうだ。

　その後も、何回かは窓まど枠わくに飛んで来てしゃべっていったらしい。でも、役に立つ内容じゃなかったと言っている。意味のない、からかいにきたみたいなことだそうだ。

　戸隠でいろいろ変なことが起こったとき、深行くんがなんだか平然としているように見えたのは、つまり、深行くんのほうがわたしより、最近は人間じゃないものとしゃべることに慣れていたせいなのだ。はじめてわかった。

　和宮くん（神しん霊れいのカラスをどう呼んでいいかわからないから、やっぱり和宮くんと呼ぶことにする）には、何かたずねても役に立たないと、深行くんは言っている。東京まで出てきて霊れい力りよくが弱いせいだろうと思って、深行くんも、和宮くんが戸隠までついて来られるとは思わなかったそうだ。

　けれども、そうじゃないとわかったのは、合宿で生徒会長が踊おどりを披ひ露ろうした、あの夜だったそうだ。

　如月きさらぎさんが、この中に何かが憑ついている人がいると言ったのは、深行くんのことだったかもしれないと言うので、びっくりしてしまった。深行くんもあの場所にいられなかったのだそうだ。

　今になって考えてみると、たしかに、真ま澄すみくんはまるごと神霊体なのだから、真夏くんに憑いているとは言えないものだった。

　二人が消えたように見えたのは、やっぱり真澄くんが現実の層を変えたからで、真澄くんが深行くんの肩かたをたたいて、おれのほうが強いから、ここはしらばっくれても大だい丈じよう夫ぶだよと言ったのだそうだ。

　あのとき話してくれたらよかったのにと言ったら、深行くんはいやな顔をした。

　すぐに理路整然と話せるようなことじゃないだろ、と言われた。

　けれども、それで、わたしにもだんだんのみこめてきた。深行くんに黒い翼がはえて見えた理由。あれは、カラスの和宮くんが深行くんに憑いていたということなのだ。

　のみこめたからといって、ぜんぜん気持ちよくなどなれないけど。

　深行くんは翌朝早く、和宮くんとしゃべることができるかどうか、宿のまわりを歩いてみたけれど、現れなかったそうだ。姿を見せたのはもっと後で、林でわたしが消えたときなのだそうだ。

　わたしには、深行くんが消えたように見えたけど、深行くんにはわたしが消えたと見えて当然だった。でも、何が起こったのか、だいたい予想がついたと言う。そしたら、カラスの和宮くんが現れて、このままだと鈴原さんは帰ってこないかもしれないが、追いかける気があるなら、いろいろ力を合わせないといけないと言ったのだそうだ。

　真響さんを呼びに行ったのは、だからだったのだ。真響さんが真夏くんのもとへ行こうとする力があれば、戸隠で和宮くんの力が弱くても、たどりつくことができるからだそうだ。

　あと、現実と異なる場所では、自分にできることを必ずできると思いこまないとうまくいかないのだそうだ。そのくらいしか言わないので、ほとんどアドリブだったと、深行くんは不満そうに言っていた。細かいことを教えてくれないので、やり方が正しいかどうか、半信半疑だったそうだ。

　そのとき、野々村さんが、アドリブは大事だよと言った。

　山やま伏ぶし修しゆ行ぎようは、そういうときに、自分を信じる力を身につけるための修行なのだそうだ。

　少ししかしゃべらない野々村さんが言うと、ずいぶん重みがあると思った。

　３人で話したことは、まだ他ほかにもあるのだが、今はこれだけしか書けない。これだけでも、十分とんでもない話だと思う。







８月20日

　今日、頂上で舞を舞ってみた。

　和宮くんだったものが、わたしには顔を見せず、深行くんの前には現れるということが、どうしても納なつ得とくできなかったからだ。

　深行くんにはいっしょに来てもらった。和宮くんの姿を解いた舞のとき、深行くんもその場にいたから、同じ条件のほうがいいかと思ったのだ。

　でも、ひととおり舞い終えても、何も起こらなかった。つまり、わたしはその後の和宮くんとはしゃべれないのだ。わかってみると、これが一番のショックだった。

　前日、野々村さんと３人のときにも、ちょっとだけこの話は出た。だけど、わたしはぜんぜん信じなかった。

　深行くんが言うには、わたしが真澄くんと仲よくしたせいで、和宮くんがひがんだのだそうだ。神霊が焼きもちをやくなんて、そんなの信じられるわけがない。

　そんなに人間っぽいなんてあり得ないと、わたしはがんばったけど、野々村さんがまじめな顔で、どんな決めつけもできないと言った。

　神霊のふるまいを理解できると思うほうがおこがましく、われわれにできるとしたら、事後の対処だけなのだそうだ。

　人間に強い気持ちがあると、それに添そって働くこともあるが、個人に都合よく何かするものではないそうだ。

　深行くんでさえ、玉倉山に帰って来れば、ここは和宮くんのねじろの山なのだから、もっとまともに話し合えると考えていたそうだ。それで、野々村さんといっしょに山を歩いてみたけれど、カラスの和宮くんが出てきて、鈴原さんとはまだまだ話せないと言ったそうだ。

　試ためしてみて、本当に話せないとわかった。

　わたしには、和宮くんを思い通りになどできない。

　すごくショックをうけていたら、深行くんに、おじいちゃんと佐和さんにこのことを相談する勇気はあるかと聞かれた。この際、何か参考になることを言ってくれるかもしれない、と。

　いいけど、おじいちゃんたちに話したら、そのまま相楽さんに伝わっちゃうよと言ったら、承知していると言われた。野々村さんに話したときから、もう覚悟しているって。

　このあたりが、深行くんのよくわからないところだ。つまり、自分からは相楽さんに話したくないと、態度で見せつけておきたいということかな。

　参考になる話なら、相楽さんだってたくさん持っていそうな気がするのに。

　わたしがそう言ったら、参考になるはずがない、ミスリードされるに決まっていると、そればっかりだった。




　夕ご飯がすんでから、おじいちゃんに話した。

　佐和さんは、片づけたりお茶を入れたりしていたけど、ちゃんと聞いていたようだ。最後のほうでは話に加わった。

　最初のうち、深行くんがひとりで話した。そして、わたしがびっくりするくらい率そつ直ちよくに話した。もう少し、自分に都合のいい話をするのかと思っていた。

　中学校で起こったことから話して、野々村さんの車がお山の道から落ちたとき、和宮くんの姿をはじめて見て、たち打ちできないと感じたことや、カラスになった和宮くんに再会しても、なじんだ気はしないし、修行して対処できるようになるとも思えないということまで、隠かくさずにしゃべった。何一つかっこよくは言わなかったし、ごまかし笑いもしなかった。

　あったことをそのまま話すには、途と中ちゆうで姫神や真澄くんに触ふれずにはいられないので、わたしもそのときはいっしょに話した。

　姫神になるのは、いやでしかたないということまで言うことができたのは、深行くんの話し方のせいかもしれないと思う。自分のだめなところを隠そうとしなかったからだ。

　わたしひとりでは、こんなふうにぜんぶ説明することなんて、とうていできなかった。言えたらなんだかすごくスッとした。

　気どったり、秘密にしてばかりいるのは、本当はわたしのほうだったのかもと、ちょっと考えた。本音で何か言うことがすごく少ないのは、わたしのほうなのかも。

　それは、わたしが、ひとがどう思うかを気にしてばかりいるからだ。家族にさえ、思ったままを言うときらわれる気がして、言い出せなくなることがある。

　でも、深行くんが率直になれるのは、見た目も頭もよくて自信があるからだという気もする。だめな部分を自分から言っても好かれることを、あらかじめ承知しているような気もするのだ。

　おじいちゃんは、かなり長く考えこんでいた。あんなふうに眉まゆをよせてずーっと考えているのは、将しよう棋ぎをさすときくらいしか見たことがない。

　だけど、深行くんが、和宮くんが玉倉山の神霊なら姫神はどこの神霊なのかとたずねたら、急に話し出した。全国各地の修しゆ験げんの奥おう義ぎには、どこにも必ず姫神の力があるそうで、呼び名はいろいろでも、英彦ひこ山さんでも白はく山さんでも出で羽わ三さん山ざんでも、霊れい場じようの根本には姫神と同じものを秘ひめているそうだ。もう、千年以上も昔から。

　だから、どこの神霊かという話はできない──というか、それはだれも知らない。

　姫神を出現させる血筋として、今の代ではお母さんやわたしが玉倉山にあずけられたという、それだけのことだそうだ。

　おじいちゃんは、玉倉山に神霊がいることは承知するけれども、自分は和宮くんを見ることができないだろうと言った。姫神の力は、一山の力よりも上位にある力であって、それが関かかわったからこそ、わたしや深行くんにその姿が見えたらしい。

　わたしはお母さんから、姫神が憑ひよう依いする体質を受け継ついでいる。これは、女の子しか受け継がない体質なので、生まれたときにはわかっていたそうだ。だから、みんな、とても慎しん重ちようになったそうだ。お母さんほど、姫神を思うように扱あつかえる強い女性は、これまでなかなか現れなかったからだ。たいていは姫神が強きよう烈れつすぎて、体をこわすか精神をこわし、自立できない人が多かったのだそうだ。

　神霊はどんな形態でもとれるけれど、器うつわがどういうものかは重要らしい。一度とった姿が長く影えい響きようを続けるからで、ときには何百年も性質が変わらないそうだ。

　だから、和宮くんの姿がカラスに変わったというなら、そう簡単に人間にはもどらないだろうと、おじいちゃんは言った。そうそう便利に変わるものではないそうだ。深行くんと話すようになったのが、そうとう特別なことなのだ。

　現れたきっかけは姫神の力だけど、その後の和宮くんは、深行くんの心情に親和したんだろうと、おじいちゃんが言ったものだから、深行くんは困ったみたいだった。

　今から修行して、どうこうできるものなのかと聞いていた。

　おじいちゃんは、覚かく悟ごが決まらないまま修行をしてもむだだと答えた。

　わたしにしても深行くんにしても、今はまったく中ちゆう途と半はん端ぱなのだそうだ。けっこう厳しい言い方だった。

　その後、佐和さんが座って、少しだけお母さんの話をした。

　お母さんがわたしに、姫神を扱う方法をちっとも教えないのは、器が重要だということに関わるからだ。神しん霊れいは、人間のような考え方をもたないだけに、人間にとって一番弱点となる部分で形をとるかもしれないのだ。

　教わって、頭でそうしようと考えていても、だめなのだそうだ。自分にはわからない無意識の自分がいるもので、それが暴走するなら神霊も暴走してしまう。

　危険を避さけるには、自分で自分を鍛きたえ、最適な方法をつかむしかないのだそうだ。お母さんのものまねをしようと思わずに。

　わたしのこと、少し大事に育てすぎたかもしれないと、佐和さんは言った。

　知ってるよ。そのくらい、わたしだって。

　中途半端か……

　それはやっぱり、わたしが姫神になりたくないと思っていることを指すんだろうな。







８月21日

　深行くんに、真響さんからパートナー枠わくで入学したと言われたとき、どう思ったかと聞かれた。

　おれをパートナーだと思っているか、とも聞かれた。

　答えるのはずいぶん難しい質問のような気がした。

　でも、わからないと答えたら、卑ひ怯きようになるのはたしかで、そんなふうに逃にげていては、軽べつされるだけだと思った。

　とはいっても、ぎりぎりまで自分に正直になって、パートナーだと思えるところもあるし、思えないところもあるという線だった。

　姫神や和宮くんのことを話せるのは、深行くんだけだ。深行くんがいなかったら、わたしは鳳城学園で辛しん抱ぼうできなかっただろうと思う。たとえ、真響さんや真夏くんがそばにいたとしてもだ。

　だけど、わたしは深行くんと仲がいいとは言えない。深行くんがわたしにもっている壁かべを、いつも感じてしまう。

　無理やり、こういうことになってしまったという、好きでいっしょにいるんじゃないのにというものを、いつも感じてしまうのだ。

　おれの覚悟が決まっていないことは認めると、深行くんは言った。

　進学先に、鳳城学園高等部を選んだときは、山伏の奥義にもっと近づいて、自分もそれを身につけようと思ったのだそうだ。相楽さんの思おも惑わくに逆らってばかりいても、むだが多いとわかったからだそうだ。けれども、そのころはまだ、学園の内情も特とく殊しゆ能力のある生徒のことも、ほとんどわかっていなかった。

　実態を知れば知るほど、極きよく端たんな才能をもつ学生がしのぎを削けずっていることが見えてきて、付け焼き刃ばでは何もできないとさとったそうだ。こういうことなら、すっぱり手を切って、別の進路を選ぼうと考えるところまで行ったらしい。

　けれども、そんなところに、カラスになった和宮くんが現れて、また、どうすればいいのかわからなくなったのだそうだ。

　深行くんは、和宮くんは今でも姫神のためにいて、同じくわたしのためにいるのだと言っている。

　わたしの前に出てこないで、よそへ現れたり、力の弱いところがあるのは、わたしが、まだきちんと姫神の自覚をもたないからだそうだ。

　少し口げんかをした。

　姫神が「わたしを生じさせないで」と言ったことをどう思っているんだと聞いたら、深行くんが、わたしがしっかりしていればすむようなことを言うので、それがめちゃくちゃだったから頭にきたのだ。

　でも、後から冷静になって考えると、ただのなすり合いのけんかだったかも。つまり、わたしたちは二人とも、覚悟ができていないし、中途半端なのだ。




　正直に書いてみる。

　わたしは、たぶん、自信がない。

　深行くんに好かれる自信がないのだと思う。

　最初に会ったときから、深行くんは、わたしにきらわれてもぜんぜん平気だったけど、わたしは、深行くんからきらわれたくなかった。つまり、そういうことなのだ。

　パートナーというのは、相手のよさを両方で認め合ったときになるものだと思う。

　深行くんがわたしを認めるためには、ふつうの関係より、乗り越こえるものがたくさんある。

　相楽さんの強制やら、和宮くんの強制やら、いくつも重なった押しつけがある。そのことが、わたしのほうでもよくわかってしまうのだ。

　そして、わたしは、そうまで自分から望まなかったことを、深行くんが決心するとは思えないのだ。深行くんをそんなふうに信用できないというか……自分をそんなふうに信用できない。そこまでさせる人物とは思えない。

　言いたくないことだけど、やっぱり言ってしまうと、わたしが真響さんみたいな強くて賢かしこくてきれいな女の子だったら、すべてが変わってくるのにと、どうしても考えてしまうのだ。







８月22日

　東京へもどる日が来てしまった。過ぎてみればあっというまだった。

　よく眠ねむれなくなって、今、午前２時に起き出して書いている。

　わたしはこの先、将来どうなっちゃうんだろう。

　考えているとすごくユーウツだ。

　深行くんは、降りようと思えば降りられる。けれども、わたしの場合はそうはいかない。お母さんの娘むすめだということを、どうしても取り消すことができない。

　この、長いお下げ髪がみのまま、ずーっと泉水子をやらないといけないのだ。

　姫神の力は、本人にとって迷めい惑わくなものだという気が、最初からしていたけど、思ったよりもさらに大変だという気がしてきた。お母さん方のおばあちゃんは、はたちそこそこの若さで亡なくなってもいる。

　おばあちゃんは、お母さんを産んですぐに死んでしまったそうだ。わたしだって、長生きできない器かもしれない。お母さんみたいに強くはないし。

　……わたしの人生が短いとしたら、やりたいことをやれるかぎりやっておかないと、悔くいが残るのかもしれない。ぼやぼやしていられないのかも。

　高１の女子としても、他ほかの子よりできていないことが多すぎると思うもの。

　鳳城学園へもどったら、すぐに執しつ行こう部ぶで忙いそがしくなるんだろうな。

　如月さんも、もう、手ぬるいことは言ってくれないだろうし。まったくどうして、あれほど大ごとな学園祭を企き画かくするんだろう。あきれるくらいに大変だとひそかに思う。

　でも、学校へもどることが、いやじゃないのが救いだ。

　せわしくてまごまごするけれど、夢中で毎日が過ぎるような日々にもどりたい気持ちもあるのだ。

　玉倉神社に帰ってきて、のほほんとできるかと思ったら、そうじゃなかったせいもある。今は、東京へもどらずにずっとお山に居続けたいとは、あんまり思っていないのだ。

　わたしが……わたしの中の姫神が、玉倉山にそれだけのことをしでかしてしまったことが、今となってははっきりわかるからだ。和宮くんをつくった責任は、ずっとわたしについて回る。

　やり方などわからないけど、もう一度、わたしは和宮くんと関係できるようにならないといけないのだ。でないと、育ったお山に顔向けができない。そんなふうに感じる。

　ずっと先のことを、悲観してもしかたないのだ。

　今、できることから見すえていこう。

　……あれ、意外に前向きなことを書いている。瑞穂さんが書くといいと言ったのは、こういう効果のことなのかな。

　真響さんと陰おん陽みよう師じの高たか柳やなぎくんが、今度の学園祭で決着をつけるというなら、何でもいいからとにかく真響さんの味方をしようと思う。

　和宮くんの顔が高柳くんに似ていることなんて、関係ないじゃん。まったくもう。








　　　　二




　八月も下げ旬じゆんに入ると、急に晩夏を感じさせる。

　色いろ濃こく密生した木こ立だちがどことなく色あせて見え、蟬せみの声も調子を変え、暑さが残暑に思えてくる。

　とはいえ、丘おかに囲まれた鳳城学園のキャンパスでは、今もうるさいほど蟬が鳴いていた。アスファルトを敷しいた道に熱がこもり、夕方の涼すずしさはかけらもない。九月になってもまだまだ暑さがこたえるだろうと、思い知らされるばかりだった。

　電車とバスを乗り継つぎ、ようやく学園にたどり着いて、けだるく正門までのスロープを上ってきた泉水子は、ふいにつぶやいた。

「あれ……なんだか」

　大きなスポーツバッグを肩かたにかけた深行が、けげんそうにふり向いた。

「どうした」

「鳳城学園って、こんなところだっけ」

　錬れん鉄てつ製の門を入ったところで足を止め、深行もキャンパスを見回した。夏休み明けにはまだ一週間ほどあり、日の照りつける場所には人ひと影かげも見えない。青せい灰かい色しよくの校舎も講堂も、講堂の背後に小高く見える寮りようの建物も、取り立てて変わったところは見られなかった。

「何か変なものがいるのか」

「そうじゃなくて……」

　泉水子はタオルハンカチで額の汗あせをおさえ、言葉を探したが、うまく出てこなかった。何か予想とちがう気がしただけで、感じたものはすぐに飛び去ってしまったのだ。

「あ、やっぱり気のせいかも」

　深行はふと眉まゆをひそめた。

「玉倉山に帰る前と、いいほうにちがうのか悪いほうにちがうのか、そのくらいは言ってみろよ」

「それもよくわからない。あれっと思っただけ。匂においだったかも……悪い感じとまで言えないような」

「もう、驚おどろかないけどな。この先、学園で何があろうと」

　ぼやくように言って、深行は再び歩きはじめた。

「自分に都合のいい方向か悪い方向かくらいは、見み極きわめがつくようにしておけよ。だれのしわざにしてもだ。術が使えるやつらのことで気を抜ぬいてはだめだ」

　泉水子は深行を見やった。

「今でもまだ、真響さんたちを味方とは決めていないの？」

「宗そう田だきょうだいばかりじゃない。本当の敵になるのは、おれたちを試ためしてかかる連中なのかもしれないし」

「それって、穂ほ高だか先せん輩ぱいや生徒会のこと？」

「その前に、鈴原は、雪政たち山やま伏ぶしのもくろみを心底信用できるのか？　おれたちをここへ放ほうりこんで試しているのは、だれより先にあいつらなんだぞ」

　深行の言葉にぎょっとして、泉水子はしばらく黙だまった。けれども、言わずにいられなくなり、寮への坂道の途と中ちゆうで言った。

「わたし、そんなふうに、だれもかれも疑ってかかるのはいや。だれひとり信用しないのなんて、気持ちが暗くなるばかりだもん。毎日が楽しくなくなっちゃう」

　深行はため息をついたようだった。

「……いいけど、おかしなことを感じたら、それが不確かでもおれに言えよ。式しき神がみも神しん霊れいもどんどん出てくる場所だってことが、今じゃはっきりしているんだ。学祭に向けて、陰陽師が何かたくらんでいることも、もうはっきりしているし」

「うん……」

「少なくとも、高柳一いち条じようのすることくらいは疑えよ。毎日が楽しくなかろうと」

（やっぱり、根にもっている……）

　こっそり泉水子は考えた。高柳が誘さそいをかけてきたことを、泉水子がすぐに伝えなかったせいで、深行はいつまでもそのことを当てこするのだ。

「そのかわり、相楽くんだって、カラスが出てきて何か言ったときには、必ずこっちにも教えてよ」

　泉水子が言うと、深行は前よりはっきりため息をついた。

「……出てきたらな」

　そんなに、処置なしという顔をしなくてもいいのに──と思ったが、泉水子にも文句は言えなかった。彼とて、和宮が取り憑ついたことを負担に思わないはずがないのだ。

「わたし、もう一度和宮くんと話せるようになるよう、努力するから。そう思っていれば、いつか話せるようになるかもしれないし」

　男子寮と女子寮の分かれ道まで来ていた。泉水子が足を止めて言うと、深行はあいまいな態度で片手を振ふった。

「一応、期待している。神霊は、そうそう人間に都合よく扱あつかえるものじゃないらしいけどな」

　立ち去る姿をながめて、泉水子は、お互たがいわずかずつ歩み寄ってはいるのだと考えた。完全にではないが、つっぱねられたという気はしなくなっている。共きよう闘とうが必要だと、どちらも以前より強く意識しているのだ。

（都合よく扱えないと言えば……真澄くんときょうだいの関係は、どうなったんだろう）

　神霊の真澄は、これからもきょうだいの前に姿を現すだろうかと考えながら、泉水子は女子寮の玄げん関かん扉とびらをくぐった。







「あっ、お帰り、泉水子ちゃん。元気だった？」

　２０８号室のドアを開けるとすぐに、さわやかな声が響ひびいた。窓ぎわの机にもたれていた真響が、デニムのショートパンツ姿で、ヘッドホンをはずしていすを回転させる。

　深行と宗田きょうだいは、携けい帯たいメールをやりとりしていたので、彼らが一足早く学園にもどっていることは、泉水子も聞き知っていた。だが、二人がどんな具合かは、自分の目で見るまでわからないと思っていた。

「真響さん、元気そう。日に焼けた？」

「わかる？　じつは、久々に乗馬クラブで馬に乗っちゃって」

　ポニーテールにした首筋や、卵形のあごの線がうっすら小麦色になり、真響は生き生きと輝かがやいて見えた。真夏の失しつ踪そうで受けたダメージからは、すっかり回復しているようだ。

「泉水子ちゃんは、なんだかバテ気味？」

「ああ、うちにいるあいだはよかったんだけど、都心を通ってくるのがやっぱり苦手で」

「空気、汚よごれているものね」

　真響は同情して言った。

「シャワールームで洗い流してくるといいよ。その後で、夕飯を食べに行こう。真夏も会いたがっていることだし」

「真夏くん元気？」

「元気元気。もとのとおりよ」

　泉水子はシャワー室へ向かいながら、真響が乗馬をしたという事実に、ひとりで思わずほほえんだ。

（……真夏くんが馬に夢中だからって、自分はぜったい乗ろうとしなかったくせに）

　愛馬が死んだ一件で、真響も考えを改めたようだった。真夏を慰なぐさめるために、いっしょに乗ったのかもしれない。たとえきょうだいの間あいだ柄がらでも、お互いの距きよ離りのとり方には試行錯さく誤ごがあるのだと、泉水子はしみじみ考えた。

　シャワーを浴びてしまうと、かなり気分がすっきりして、長ちよう距きよ離り移動の疲つかれも違い和わ感かんもいくらか薄うすれたようだった。真響とともにカフェテリアへ出向き、またこの生活がはじまるという実感がわいてきた。

　真夏の顔をひと目見れば、心配いらないことはすぐにわかった。真響の比でなく日に焼け、山ではなく海辺で過ごしたかのようだ。宗田きょうだいのタフさと立ちなおりの早さが、まわりにも活力を分けてくれるような気がして、泉水子はなんだかうれしかった。

　カフェテリアに座っている人数は、お盆ぼんの前よりはぐっと増えていたが、それでも空いていると言える。着き替がえをすませた深行が入ってきたことは、すぐに目についた。

　真夏が当然のように声をかけた。

「シンコウ、こっちこっち」

　今は深行も、真夏に呼ばれてためらうものではなかったが、トレイをもつ一方の手で拝む手つきをした。

「わるい。先に先輩につかまっちまった」

　大おお河内こうちと星ほし野のが、拉ら致ちする態度で深行を自分たちのテーブルへつれていく。どうやら、さっそく業務の伝達をするようだった。

　見送った真響が言った。

「まあねー、執しつ行こう部ぶメンバーで、最後にもどったのが相楽と泉水子ちゃんだもの。相楽の場合、やることが立てこんで当然」

「如月さんたち、もう、がんがん進めているの？」

「合宿直後から動いていたからね、あの人たちは」

「仕事が好きなんだよな、結局、執行部の人間って」

　泉水子は、執行部の戦力とされる深行とされていない自分の差を感じたが、くつろいで宗田きょうだいと食べるほうがいいに決まっていた。真響は以前よりのんびりして見え、そのせいで、真夏もいっそう気楽な様子だった。

　女子寮へもどってから、泉水子は改めて真響にたずねてみた。

「真夏くんと話し合ってみたの？　真澄くんのこと」

「ああ、うん……話し合ったというのとは、ちょっとちがうけどね」

　真響は少し肩をすくめ、照れるようにほほえんだ。

「生まれたときからいっしょだと、改まって口にしなくても、そばで過ごせばわかっちゃうものなのよ。話し言葉には必ず取りこぼしがあるけれど、それ以上のことが伝わるの。それで、私たち、今すぐどうこうしなくても、もう少しこのままでいられるって了りよう解かいしたわけなのよ」

「真澄くんと、このままでいいって？」

　泉水子が確かく認にんすると、真響はうなずいた。

「私たちがこのままなら、真澄は真澄のままよ。もちろん、この夏に戸隠で知ったことは、知らなかった昔にはもどせないし、真夏があのとき、何を考えていたかもわかる。でも、そのことを含ふくめて全部のみこんでしまえば、今すぐ何かを変えなくてもいいの」

　泉水子は感心した。

「強いね、真響さん」

「私には、それだけ真夏と真澄が大事だということ。真夏にある迷いは、私には初めからないものなのよ。それが真夏にもわかったはず」

　真響はきっぱり言った。こういうとき、真響の顔はりりしく美しくなる。まっすぐな眉をかすかにひそめて一点を見すえると、ぞくりとさせるようなものがある。

「真夏くん、安心したんだね。のんきな真夏くんにもどっていたもの」

「もっとも、期限つきかもしれないけどね。でも、それでもいいと思っているの」

　ふっと笑って、真響はさりげない口調になった。

「私には待てるし、真夏を困らせないようにすることも知っているから」

　泉水子には、その意味がはっきりしなかったが、どことなく聞き返すのはためらわれた。他人には安易に踏ふみこめない、深い部分で語っているような気がしたからだ。

　今度は真響がたずねた。

「泉水子ちゃんはどうなの。相楽といっしょに実家に帰って、前より仲よくなれた？」

「少しは……なれたかな」

　とたんにはにかんでから、泉水子はもう少し打ち明けた。

「思ったことを、もっとはっきり言い合おうって、そういう話になったの。真響さんたちみたいに、言わなくても通じる間柄とは比べものにならないけど、今まで、そういうこともしなかったから」

　真響は、ふいにまじめな調子になった。

「私、相楽のこと、泉水子ちゃんの能力を利用している人だと思っていた。けれど、そうじゃなかったのね。そのことだけはよくわかったつもりなんだ」

「ああ……うん」

「相楽は、煙えん幕まくなのね」

　泉水子はびっくりして真響を見た。

「え、どういうこと」

「相楽って、どうしてあんなに優ゆう秀しゆうに見えるのかな。結局、本当に優秀ってことなのかな。だれでも相楽のほうに目がいって、泉水子ちゃんをよく見ようとする人がいないものね」

　真響がひとり言のように続けるので、泉水子は居い心地ごこちが悪くなった。

「そりゃ、相楽くんはよくできる人で目立つし、わたしとはちがうけど」

「イケメンのレベルだしね」

「相楽先生ほどじゃないけど」

　うっかり口をすべらせてから、泉水子は自分の舌をかみたくなった。雪政と深行が親子だという事実は、学園のだれにも気づかせてはならないことだったのだ。

「名字つながりで言ってるの？　あの人はちょっと別格だけどね」

　ありがたいことに、真響は気づかないようだった。笑って言葉を続けた。

「相楽の場合は、あの先生みたいにオーラのあるモテ男のタイプじゃないけど、目をつけている女子はたくさんいるよ。泉水子ちゃんも、それは知っておいたほうがいい」

「知ってるよ。中三からそうだったもの」

　憤ふん慨がいした口調で返すと、真響はなぜかまた笑った。

「それなら、そんなに悠ゆう長ちようにかまえている場合じゃないかもよ。学祭って、カップルがぞくぞくと成立する時期なんだから」

　泉水子はまばたきした。

「相楽くんに彼女ができるって言っているの？」

「女子のアタックは必ずあるね。だれもが泉水子ちゃんみたいに考える女の子じゃないのよ。もっとサクサク進めるよ」

　泉水子が黙だまりこんでしまうと、真響は、気づかう口調になりながらも言った。

「いっしょに実家で夏を過ごしたっていうのは、かなりの既き成せい事じ実じつだと思うよ。泉水子ちゃんさえ強気で、相楽の彼女宣言をしてしまえば、あんがい通用するかもよ」

　もうしばらく黙ってから、泉水子はぽつりと言った。

「できない」

「どうして？」

「だって……似合わないし」

　真響はポニーテールをゆすった。

「私も、はっきりわかっているわけじゃないけど、泉水子ちゃんが特別大きな力をもっていることは、戸隠の一件でずいぶんわかった。そして、相楽がそれを隠かくしたがっていることもわかった。泉水子ちゃん、相楽との関係を表に出してはならないって、そう思っているの？」

　ためらってから、泉水子はうなずいた。

「うん、学校のみんなには言えない。それに、わたしと相楽くんがどういう関係なのか、納なつ得とくしていないことがありすぎるし」

　真響は冷静な声でたずねた。

「泉水子ちゃんが認められないのは、自分が相楽より、できる能力の持ち主だということ？」

「できていないもの。わたし、そういう子じゃないもの」

　思わずきつく言い返してから、泉水子は小声でつけ加えた。

「……いやなの。相楽くんに迷めい惑わくなのが」

　腕うでを組んでしばらく見つめてから、真響は少しあきれたように評した。

「泉水子ちゃんの場合、性格が奥ゆかしすぎて、それがただの遠えん慮りよなのか、相楽の彼女になれないほど気が合わないからそう思うのか、どっちとも言えないものがあるね。自分でもよくわかっていないとか？」

　泉水子は首をすくめた。

「もしかしたら、わかっていないかも」

「じゃあ、方向を変えてみれば。泉水子ちゃんが先に彼氏を見つける努力をすればいいんだよ。それで、だれか好きになる人ができたら、相楽がどの程度の相手だったのか、すぐに判明するから」

　真響の提案は思いがけないものだった。泉水子は目を見はってしまった。

「彼氏……？」

「泉水子ちゃんだって、彼氏が欲しいと思ったことくらいあるでしょう」

「あるけど、でも……」

　口ごもっていると、真響は笑いながら確信ありげに言った。

「女の子が自信をつける方法として、彼氏を見つけることは一番の早道だよ。泉水子ちゃんも、自分なんかだめだと思いこむのはそろそろやめにして、だれかのハートを射止めてみればいいんだよ」







（……わたしがだれかのハートを射止める……）

　寝ね耳みみに水の驚おどろきがあったので、それから泉水子は、何度となく考えてしまった。

　最近の泉水子は、前ほど男子に接しておどおどしなくなったとはいえ、だれかとつきあうことなどは、いまだに高すぎるハードルと考えていた。けれども、真響にすっぱり言われ、そのへんが他の女子に遅おくれをとる原因だと気がついた。

　思い返すのは、玉倉山で、一生が短いなら悔くいの残らないように行動したいと念じたことだった。

　ぐずぐずしていたら、何も経験しないうちに終わってしまうかもしれないのだ。

　泉水子とて、ふんわりした夢想の中で、彼氏がいることを思い描えがいたことくらいはあった。

（……いつもいっしょにいたいと思う人で、いくらでもおしゃべりできて、同じ本を読んだり、音楽を聴きいたり、映画を見たりできて、休みの日に約束してどこかへ出かけたりする。二人で出かけたときには、よく気づかってやさしくしてもらえる。そういうのをデートというんだよね……）

　翌日は、午前中から執行部会議だったが、泉水子はともすれば、そんなことを考えてばかりいた。

　会議のほうも、雑談に流れていた。その場に生徒会長の如月・ジーン・仄ほの香かがいなかったせいだ。学園祭実行委員長の早はや川かわとともに、理事長室へ何かの確認をとりにいっているらしい。

　二年男子は、深行を交えて勝手にしゃべっていた。

「知ってたか。理事長って、意外に真性の戦国オタクだったって話」

「オタクって言っていいのは、どのラインからですか」

「食しよく玩がん集めは、オタク行動の琴きん線せんにふれると言えるだろう？」

「そうかもしれませんね」

「コンプリートしているそうだ。だいぶ前のチョコのオマケにあった、戦国武将の兜かぶと」

「それはイタいですね」

「ある意味、今はそれで暗雲立ちこめているのよ。スポンサーが手ごわすぎて」

　そんな話が飛びかう中、生徒会長がようやく生徒会室にもどってきた。いつもの男子制服でさっそうとしているが、顔つきはげっそりしていた。

「二十三分間、歴史講義を拝はい聴ちようさせられた。あの理事長、地元の話にはさらに詳くわしかったよ。こちらの資料が台なし」

　大河内があわててたずねた。

「ええっ、じゃあ、この素案はまずかった？」

「そんなことない。気に入られすぎて困ったってこと」

　クリップどめのコピー用紙を机に放ほうり、いすの背にもたれて、仄香は大きなため息をついた。

「どちらかというと、私がついていけなくなっただけ。ねえ、運営側として私たちって、どの程度までマニアっぽく戦国時代を勉強するべきなの？」

「やっぱ、ローカルになりすぎかな。一いつ般ぱん来場者に受けるためには」

　深行が口をはさんだ。

「北ほう条じよう氏うじ照てるの話ですか。おれ、まだ調べが追いつかないんですけど」

　こういうとき、遠慮せず、自分の立ち位置を明確にできるのが深行だった。一年生だからと、わからなくても黙っていたりしないのだ。

「そうなのよ、その氏照の話。しかもねー、八はち王おう子じ城だけではなく滝たき山やま城までさかのぼっての講義だった。問題点を確かく認にんする気力も失うせちゃった」

　仄香が応じると、真響がすかさず質問した。

「それじゃ、そちらの路線で話が進んでしまうんですか。たいていの人がよく知っている、川かわ中なか島じまの合戦案はボツにして」

　泉水子も、さすがに周囲の発言に注意をはらった。内容がよくわからないことに気がついたのだ。しかし、目をぱちくりさせているのは泉水子だけではなかった。島しま本もとや田た村むらといった一年男子も同じであるようだった。

　困り顔の島本航わたるが口を開いた。

「あのう、おれ、武たけ田だとか上うえ杉すぎとか、信のぶ長ながとか秀ひで吉よしとか家いえ康やすとか、がんばって天下分け目の戦いまで追ったつもりなんですけど、北条氏照って何ですか」

　童顔なだけに、子犬のように訴うつたえるものがある。大河内は見回して、後こう輩はいたちのとまどいに気づいたようだった。

「ああ、そうか。もともとこれは第二案だったから、この中にもわからないやつがいて当然だよな。全体イベントの第二案は、ローカル・バージョンだったんだよ。つまりさ、この学園のすぐ近くに、戦国末期の山やま城じろだった八王子城じよう跡せきがあるんだ。そこの城主が北条氏照だったわけ」

　メガネの大河内芳よし文ふみは、背が高く面おも長ながの二年生だ。星野亮りよう太たが小こ柄がらで機き敏びんでメガネをかけているのに比べると、やや口の重いもっさりした印象だ。けれども、彼の雑学知識の吸収力には際きわだつものがあった。執行部組織は、大小メガネコンビの情報処理能力で切り回していると言っても言いすぎではない。

　ただし、メガネコンビが理事長をオタク呼ばわりできるのは、自分たちもオタクだからだろうというのが、周囲のひそかな見解だった。この二人は、お盆ぼん時期に行われるオタクの夏の大祭にもしっかり足を運んだようだ。

　大河内は、手元のパソコンに学園近きん郊こうの地図を出し、みんなに場所を示した。

「これが八王子城跡。山城だから、本丸跡あとへ行こうと思えば山登りの時間がかかるが、地図上で見るとお隣となりさんのようなものだろう。前から知ってはいたんだが、たいしたものじゃないと思っていたら、地元の研究家によれば、戦国時代の終しゆう焉えんをまねく合戦として、なかなか重要だったんだよ。この城の落城は」

「豊とよ臣とみ秀吉の天下統一で、関東制圧のかなめになった、小お田だ原わら城攻こう略りやくの前ぜん哨しようだったからですね」

　深行がなめらかに言った。昨夜のうちに下調べした範はん囲いだったようだ。

「そう、この時分、武田家はすでに滅ほろびていたし、上杉家は豊臣秀吉の配下になっていた。残るは、小田原城の北条家だったわけ。氏照というのは、北条氏うじ康やすの息子むすこで、北条氏うじ政まさの弟だ。八王子あたりの地つき勢力だった大おお石いし家に婿むこ入いりして、北条家の関東支配を固めていたらしい。婿入りしたばかりの若いころは、現在の八王子市北境にある滝山城にいて、攻せめる武田信しん玄げんの軍と戦った。その後の新たな防衛拠きよ点てんとして、この八王子城を築いたんだ」

　星野が身を乗りだしてたずねた。

「相楽は、八王子城の落城が、当時でもめったに見ないほどひどい流血沙ざ汰ただったというところまで、調べたかい？」

「いや、そこまではまだ」

「ひどかったそうだよ」

　どこかうれしそうに見える顔つきで、星野は請うけあった。小柄なだけに大河内より声のトーンが高く、知的にも体つきの上でもいかにも軽い。

「北条氏照は、小田原城の篭ろう城じように詰つめた後だった。城主のいない八王子城を、重臣と農民兵が守っていたんだが、そこへ豊臣秀吉についた戦国大名たちが、万単位で北陸方面から押し寄せたんだ。上杉景かげ勝かつや、直なお江え兼かね続つぐや、前まえ田だ利とし家いえ・利とし長ながや、真さな田だ昌まさ幸ゆき・信のぶ之ゆき・幸ゆき村むらって、名前をよく聞く戦国武将たちが、この城しろ攻ぜめに加わっているんだよ。そして、秀吉の意向で、降こう伏ふくさせるだけなら必要ないところまで徹てつ底てい的に攻め殺した。戦記の語りものでは、そういう話になっている」

　仄香が、うんざりした表情をますます強めた。夏の盛りになっても色白な顔の、灰色がかった目を細くする。

「ああ、それ。理事長室でとくとくと聞かされたから、もういいよ。女、子どもや農民までが、すごい数で死んだって」

　島本が星野よりさらに高い声を上げた。

「知らないです、そんなの。ひょっとして……怪かい談だん？」

　星野が、えものを捕とらえたようににんまりした。島本が幽ゆう霊れい話に弱いことは、合宿の夜には露ろ見けんしていたのだ。

「そんなことも知らずにこの学園に来たのか。八王子城跡は、都内でも有数の心しん霊れいスポットと言われているんだぞ」

「でっ、でるんですか？」

「滝たきが三日三晩、血で赤く染まったとまで言われるのに、でないはずがないだろ」

「うそ……このすぐそば？」

「だからさ、学園の構内も、夜よ更ふけには出歩かないのが身のためだぞ。さまよいだしてきたのが、ふら～っと寮りようのあたりにまで……」

「やめてください。おれ、家に帰っちゃいます」

　泉水子も息をのんでいた。とはいえ、幽霊にぞっとしたのではなかった。

　泉水子は、これまで怪談を怖こわがったことがあまりない──というか、寄り道なしの神社暮らしでは、怪談を聞く機会が訪おとずれなかった。ホラー小説やホラー映画のたぐいにも、ほとんど触ふれずに大きくなったのだ。

　ただ、八王子城跡の話を聞いたとき、言い知れぬ感じが体をよぎった。この場にかかわる何かの違い和わ感かんだった。

（昨日、門を通ったときと似ている……学園が、今までとちがう場所になってしまったような……）

　話題が話題だけに、今までより不ふ吉きつさを強く感じた。泉水子が身を固くしていると、仄香が怒おこりだしそうな声を出した。

「星野、横道にそれすぎ。これは学祭のイベント会議」

「へーい。わかってます」

　彼がひっこんだのを見て、大河内が自分の話を再開した。

「心霊スポットかどうかは別として、戦国時代にこの土地で、意外にすごい合戦があったことはわかっただろう。一日で落城したって話だが、城攻めの攻こう防ぼうが実際にこの界かい隈わいで行われたんだ。それで、これを模して、最終日の全体イベントに盛りこもうという案が出てきた」

「城攻めを？」

「戦国時代の戦いくさは、ほとんどが城攻めメインだよ。だから、ゲーム案としては陣じん取とり合戦になるわけだ」

　大河内が言うには、ローカルな歴史を発はつ掘くつすることで、学園祭の他の発表にも奥行きをもたせ、来場者に新しん鮮せんに映るというメリットを獲かく得とくするのだそうだ。発想がちょっと「村おこし」に似るのだ。そして、スポンサーである理事長は、そちらが気に入ったという流れであるらしかった。

　真響が、いくぶん残念そうに言った。

「私、川中島の合戦を第五次まで調べたんですけど、鳳城学園の地元を紹しよう介かいするメリットが大きいなら、それでもいいです。私たちにしか、この内容を打ち出せない強みってありますし」

「でも、そんなに血なまぐさい地方史を、わざわざ浮ふ上じようさせていいわけ？」

「合戦は、多かれ少なかれ血なまぐさいものだよ。きれいごとを言ってもしかたない」

　意見があれこれ交かわされたが、全体としては、ローカル路線を下した敷じきにすることで落ち着いた。大河内は、陣取りゲームとして、カードゲーム的な頭脳戦と体育祭的なスポーツゲームを兼かねるものにしたいと素案を述べた。彼の趣しゆ味みにかなった、そうとう凝こったゲームになりそうだが、全校を動かす組み立てに関しては、まだまだみんなで煮につめる必要がありそうだった。

　泉水子は意見が言えなかったが、深行に、おかしいと感じたことは不確かでも言えと言われたことを思い出した。そして、気むずかしい深行に言えることは、他ほかのみんなの前でも言えるのではないかと思った。

「あの、会長……」

　遠えん慮りよがちに口を開いたところ、泉水子がびっくりするくらい、他のみんなが注目して泉水子を見た。それほどまで、会議で泉水子の発言は少なかったのだ。

「鈴原さん、何なの、言ってみて」

　仄香がすぐさま指名した。

「あの、理事長が講義されたという歴史が気になるんです。わたしもよく知りたいんですけど」

　すると、真響がフォローするように続けた。

「あっ、私もです。今後のゲーム案の思いつきを左右すると思います」

　仄香は、意外そうに口を開いた。

「あなたたち、知りたいの？　イベント立案に虐ぎやく殺さつの詳しい話なんて必要ないのに」

「会長、虐殺じゃなくて正規の戦だって。戦国時代なんだから」

「戦記で燃えないところ、あるんだな。会長でも」

　メガネコンビが横やりを入れると、仄香はふてくされた顔をした。

「気分悪いんだもの。でも、資料本なら借りてきたから、鈴原さんたちも読んでみるといいよ」

　薄うすめの冊子をホルダーから取り出してみせる。みんなの手を回って、本が泉水子のもとに届いたところで、おもむろに星野が言った。

「本を読むくらい興味がもてるなら、現地調査に行こうよ。おれと大河内も、まだ城跡に登ったことがないんだ。休みのうちに行ってみたいと思っていたけど、くそ暑かったし。でも、この際、執しつ行こう部ぶみんなで行ってみたらどう？」

　大半の生徒は、口々に、この暑いのに山登りはいやだと言った。

「戸隠とは標高がちがうんだぞ。山の上だって暑いに決まっている」

　今いま井いの言葉に、星野は平然と応じた。

「涼すずしい時間になってから登ればいいんだよ。肝きもだめし大会を兼ねることもできる」

　島本が飛び上がりそうになった。

「そんなの、おれ、ぜったい賛成しません」

「まあまあ、そう言わずに。見ないで怖がるより現地へ行っておいたほうが、何かと安心できるかもよ」

　誠実さがまるでない口ぶりで言ってから、星野は泉水子を見た。

「鈴原さん、どう？　大河内の歴史ガイド付きで。本なんか読むより、よっぽどしっかり頭に入るってものだよ」

　泉水子は、じつは、肝だめし大会の意味がよくわかっていなかった。そのため、涼しくなってからであれば、山に登ってもいいなと考えた。育った環かん境きようのせいで、夜の山道をそれほど問題にしていなかったのだ。

（……さっき変に感じた理由も、自分で城跡へ行ってみれば、もっとはっきりするかもしれない）

　泉水子は、用心深く星野にうなずいた。

「行ってもいいです」

「ええっ、行くの？　泉水子ちゃん」

　真響が驚おどろいた声をあげ、星野を含ふくめたみんなが想定外だという顔つきをした。全員に仰ぎよう天てんされて、泉水子もあわてた。

「えっ、あの、冗じよう談だんだったんですか？」

「いや、そんなことないない。ぜひとも行こう、そうしよう」

　せきこんで星野が答えた。どういうわけか、泉水子の一言で現地調査がいっきに具体化したようだった。島本は、鈴原さんでさえその勇気があると責められ、半泣きで参加を承しよう諾だくするありさまだった。







　会議後のカフェテリアで、泉水子と宗田きょうだいは、深行から、発ほつ端たんは戸隠合宿の納のう涼りよう大会にあると聞かされた。

「つまりさ、星野先せん輩ぱいたち、ずっとリベンジの機会をねらっていたんだ。女子連にびびらされたままじゃ、男子のメンツが立たないって」

「女子連って。私と泉水子ちゃんは、如月さん秋あき之の川かわさんとグルじゃなかったのに」

「そうは見えなかったらしいぞ。女子の全員、あまりに平然としていたものだから」

「つきあう余よ裕ゆうもなかったのよ。真澄の正体がばれたかと思って」

　真響は答え、冷製パスタを一口食べてから批評した。

「先輩たち、意外とくだらないねー。どうせあのメガネコンビは、如月会長にかわいらしくキャッとか言ってもらいたいんでしょう」

　深行も認めた。

「まあ、ドリームだけどね」

　ああ、そうなのかと、泉水子も納なつ得とくした。道理で、なかなかその気にならない仄香を、あの手この手で説得して参加させたわけだ。

「それにしても、鈴原さん、よく胆きもだめしなんかに賛成したね。どうして？」

　皿をたいらげたせいで、真夏が話に加わった。男子は二人とも、冷やし中ちゆう華かの大盛りを食べていた。泉水子は冷たい麵めん類るいさえ食べる気にならず、カップのヨーグルトをちびちびすくっていた。

「現地調査のこと、どうして肝だめしって呼ぶの？」

　泉水子が聞き返すと、あとの三人は全員、そういうことかという顔をした。

「なるほど、泉水子ちゃんには、肝だめしを楽しむ気持ちなどわからなくて当然か。ぴんとこないのは私たちも同じだけど、遊園地にお化け屋や敷しきがあるのは知っているから、アトラクションの目的くらいは想像つくけどね」

　泉水子が首をかしげると、真響はさらに言った。

「いっしょに怖い思いをすると、仲よくなるきっかけができるでしょう。だから楽しいのよ、つまりはね」

「怖い思いをすると、仲よくなれるの？」

　当を得ない泉水子を見て、真夏が口をきった。

「下心に気づかないという点は、この際置いといて。どうして現地調査に行こうと思い立ったわけ？　なんか、らしくない感じだったよ」

「変な気持ちがしたから」

　泉水子は、ためらいながらも正直に言った。

「鳳城学園が、どういう土地にあるかということは、まだ考えたことがなかったって急に気がついて。知っておいたほうがいいと思ったから……」

「戸隠へ行って、よそと比べることができたからだろうな」

　深行が口をはさみ、宗田きょうだいは、少々気まずそうに目を交わした。もっとも、深行も皮肉が言いたいわけではないようで、続けてたずねた。

「聞きたいと思っていたんだ。宗田たちは、世間一いつ般ぱんに言う幽ゆう霊れいをどう思っている？　神しん霊れいが見える者には、幽霊も見えるものなのか？」

「おれたち、幽霊はまだ一度も見たことがないよ。真澄とは関係ないものだと思うな。別の何かだ」

　真夏が答え、真響もうなずいた。

「幽霊がでるって場所に、わざわざ近づいたことなどなかったもの。過去に惨さん劇げきのあった場所ということでしょう。そんなマイナスの気で遊ぶつもりはないし、私たちには必要ないものだし」

　深行は、思いめぐらすように言った。

「やっぱり、幽霊を見る人間は、神霊を見る人間とは別系統なのか。そのへんのちがいに、ちょっと興味がわくよ。おれも、今まで幽霊らしきものは見ていない」

　冷やし中華を食べ終えてから続ける。

「修しゆ験げん者は、峰みね入いり修しゆ行ぎようで何か説明のつかない体験をしても、幽霊を見たとは言わないな。解かい釈しやくのちがいだという気もするし、見たい者しか幽霊として見ることができないのかもしれない。八王子城の落城ってのは、一五九〇年の話だ。今でもその亡ぼう霊れいしか出ないってあたりも、ずいぶん偏かたよっている気がする」

　真夏が、伸のびをするように体をそらした。

「幽霊を見る人間と、幽霊を見たがる人間のことも区別しておいたほうがいいよ。おもしろ半分のやつらには、つきあう必要ない」

「いや、おれは行ってみたい気がするな。八王子城じよう跡せき」
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　深行はどうやら、おもしろ半分の人間にカウントされるようだった。

「幽霊が見えるものなら、どのくらい、神霊や式神と見え方がちがうのか知りたいよ。あと、できれば、真澄には幽霊がどう見えるのかってことも知りたい」

　真夏があきれた顔をした。

「シンコウって、そういうところ、かわいくないんだよな。もう少し怖こわがれよ」

　真響も言った。

「真澄を、たかが幽霊を見るかどうかで呼び出すなんて考えないでよね。戸隠の外へ真澄を呼ぶには、それなりの気合いや覚かく悟ごが必要なんだから」

　深行は笑え顔がおで宗田二人を見やった。

「何も起こらないと、決めつけないほうがいいかもしれないぞ。鈴原が行くと言っているんだから」

　宗田きょうだいは、はっとした表情で泉水子を見た。泉水子は思わずいすの背に身を引いた。

「えっ、わたし。別に、大ごとだと思っているわけじゃ……」

　深行は、事実だけ述べる口ぶりだった。

「鈴原の言うことは、いつも、気がするとかその感じとかばかりで、具体性がないんだ。けれども、言い出すからには、何もないということはないんだ。経験的に、おれはそう思う」

　真響は深行を探さぐるように見やったが、つけいる隙すきがないのであきらめた。

「たしかに、泉水子ちゃんが行けば、城跡で何か見てくるのかも。私たち、その情報を取りのがすようなぜいたくはできないから、私も行くよ」

　真夏は不思議そうに真響を見やったが、すぐに言った。

「それなら、おれだけ寮りように残るのもつまんないから、おれも行くよ」

　現地調査の集合時間は、午後六時だった。夕空はまだ明るいながら、影かげが多くなった時間帯だ。正門に集つどった顔ぶれは、星野、大河内、今井、島本、泉水子たち四人と生徒会長だった。




　　　　三




　日中の暑さが引いたとはいえ、涼しいと呼べる気温ではなかった。だが、夕立の心配だけはなさそうで、西に輝かがやく雲を残して空の青が澄すんでいく。

　風が弱く、熱気がどこへも逃にげない感があった。山を登れば汗あせだくになるのは必至だ。うちわ、ハンドライト、防虫スプレー、ペットボトルを持参した一同は、それほどはりきった様子もなくぞろぞろと歩いた。

「思いのほか、一年メンバーがしっかり来たな。秋之川女史は来られなかったわけ？」

　星野が生徒会長にたずねた。女子にリベンジがしたかったという、深行の言げん及きゆうの正しさが証明されるようなもの言いである。

「玲れ奈な、すごく頭にきていたよ。興味本位で夜に行く人の気が知れないって」

　機き嫌げんの悪い口ぶりで、仄香が答えていた。

「女子がだれも行かなければ、私もやめようと思ったけど、一年女子が参加するのに、立場上の責任があるし」

「ああ、はいはい。そりゃありがたいね」

　星野の上っ調子は、だれの耳にも無責任に聞こえる。仄香はため息をついた。

「三年有志が、ホラーハウスをつくるからには、私も知らないではすまされないことはわかっている。クレームをつける基き礎そ知識がないと」

「そうだよ。設定が八王子城跡になるのは、今からわかっているんだから」

　大河内も口をはさんだ。

「去年より余裕があるとはいえ、三年ばかりに予算を取られるわけにいかないんだ。第一次計画を見れば、やっぱり彼らが凶きよう悪あくに手ごわいよ。冗談かと思うような金額だ」

「わがままだからなー、三年ってやつは」

　二年の今井孝こう司じは、後ろに続く一年に交じって歩いていた。執しつ行こう部ぶ男子の中では一番スタイリッシュで、首タオルなどはＮＧの今井だが、この日の彼が着ている開かい襟きんシャツは、鮮あざやかにトロピカルすぎて、星野とはちがった意味で軽けい薄はくに見える。

　今井がしきりに話しかけるのは、当然ながら真響だった。

「宗田さん、城跡以外の心しん霊れいスポットって、どのくらいあるか知っている？　この近きん郊こうにはわりにあちこちあるんだよ。出るので有名なトンネルもある」

「そういうの、興味がもてないんです。今日来たのは、史実として本当にあったことを確かめたいだけで」

　真響は完全にあしらっていたが、相手にあしらったとまで感じさせない、彼女独特の手ぎわのよさはあった。

　力んだ口調で、島本が今井に言い返した。

「そうですよ、先輩。おれたち、涼すずしくなってから現地調査をするだけで、他ほかに目的があるわけじゃないです」

「島本ちゃん。おまえに言ってない」

　どうやら、真響の取り合いであるらしかった。泉水子は、背後にいる真夏と深行をちらりと見たが、よそのナンパ男とは勝手がちがうので、彼らも駆かけつけないようだ。二人で何やらのんびり談だん笑しようしている。

（来ることにして、本当によかったんだろうか……）

　仄香の迷めい惑わくそうな口ぶりが、気にかかっていた。つまりは、泉水子が言い出したせいで、彼女もしかたなく参加したのだ。

　深行が支持したことは意外だったが、かえってプレッシャーになる気もした。深行と宗田きょうだいも同じく、泉水子が言い出したために参加しているのだ。

（こだわる気持ちがあると、意外と、本当に変なものを見てしまうかもしれない。はじめて東京へ来たときの、黒いもやと恐おそろしい目もそうだった。慣れてうろたえなくなったら、見ないですむようになったもの……）

　戸隠で起きたことにも、一部は似かよったものがあった。あのとき泉水子が、岩戸の向こうに大だい蛇じやがいると確信しなければ、神霊はその姿をとらなかったかもしれないのだ。恐きよう怖ふの中から、強制的に固有のイメージが引き出されてしまうのだ。

（むやみに恐れないことも、わたしの課題なのかもしれない……）

　できるだけ無心になって、どういう場所か見てこようと、泉水子は心に念じた。

　夕焼けが移ろうのをながめながら歩き、道みち幅はばのある幹線道路をはずれると、淋さびしい一本道に変わった。だが、それほど時間はかからずに、城跡自然公園の入り口に行き着いた。

　ここまではまったく平へい坦たんな道のりだった。小高い山ふところに抱いだかれた場所に、専用駐ちゆう車しや場と白い管理事務所の建物が見える。城跡名を刻んだ横長の石せき碑ひや小さな広場は、整備が新しい様子で、小ぎれいに見えた。

　空には残光があったが、黒い山やま影かげにさえぎられ、街灯がすでに明るかった。草むらに秋の虫が鳴きはじめており、暮れ方のわびしさがただよっている。

　城跡の全体図を掲けい示じする案内板があり、全員がのぞきこむ前で、大河内が案内板を照らしながら資料と見比べて説明した。

「……本丸跡あとへの登り口はこっち。北条氏照の館やかた跡あとへ行くなら、山を登らずに橋へ向かったほうだ。おれたちは、少しでも明るいうちに上まで登っておこう。ちなみに、有名な滝たきは館跡のそばだ。下りてきたら真っ暗だろうが、余力があれば行ってみよう」

　島本がいやな顔をしたが、まだ宵よいの口なので、彼もそれほど怯おびえないようだった。

　鳥居のかまえる登り口から先は、木立が茂しげって夜のように暗く、土がむきだしでかなりの勾こう配ばいだった。石や丸太を配した階段道が古くてゆがみ、急坂の上に足場が悪い。だが、大勢がライトで照らし出したので、泉水子にはそれほど恐ろしげに見えなかった。

「天てん正しよう十八年の戦いくさは、夜や襲しゆうだった。だから、こうして暗くなって登るのもそれなりにふさわしいんだ」

　大河内は、生きまじめにガイド役をつとめるつもりらしく、すぐに解説をはじめた。

「その夜は、月の出が遅おそかった。陰いん暦れきの六月で、二十二日の夜半だったらしい。今の暦こよみなら七月後半にあたるようだな。夜よ討うちの奇き襲しゆうに、松明たいまつをもって進むわけにいかないから、月が出るまでは、さすがに進軍できなかったんだ」

「その夜が満月だったとしても、おれたち、明かりを持たずにこんな場所を登れませんよ。昔の人は目がよかったのかな」

「それも少しはあるだろうけど、当時はこれほど木が茂らず、見通しよく月の光が射さしこんだと思う。一大土木事業で山全体に手を入れたから」

　言われても、だれもしっくりこなかった。周囲の木立は自然景観にしか見えない。大河内はとんちゃくせず、さらに続けた。

「おれたちが歩いている道が、城の大手道だよ。当時の戦には、正面突とつ破ぱの大手軍とは別に、裏から攻せめ入る搦からめ手軍がいる。北側に、城の裏道があったらしい。そういうのは、敵には秘密にしておくが、たぶん、豊臣側への内通者がいたんだ。搦め手軍には上杉勢や真田勢がいて、そちらが先に守りを破ったそうだ。大手軍の総大将は前田利家だ。二十三日の夜明けごろ、搦め手軍が先に氏照の館に到とう達たつして、焼き払はらった。

　前に言ったとおり、当主は留守で小田原城にいたけどね。氏照が死んだのは、小田原城の降参後、氏政といっしょに切腹させられてだ。享きよう年ねんは五十一。

　八王子城を攻めた大手軍と搦め手軍は、氏照の館を焼いた後、合流して城の本丸へ攻せめ登った。すべてが終わったのは、二十三日の午後、まだ日のあるうちだったらしい」

「一日で落城したって話は、そういうことか。兵力差が圧あつ倒とう的だったんだろうな」

「まあね。攻めるほうは数万規模で、八王子城にはその十分の一もいなかったらしい。常じよう駐ちゆうの兵の半分以上は、氏照が小田原城の篭ろう城じようにつれていってしまったんだ。裏門を守っていたのは雑ぞう兵ひよう、つまり、ふだんは兵士ではない兵士たちだった。付近の農民とか、修しゆ験げん者とか。それでも、徹てつ底てい抗こう戦せんする山城へ攻め登るのは、半はん端ぱなことじゃない。あちこちに仕し掛かけがあるんだ」

　息を切らせはじめながらも、大河内は熱心に言った。

「切り堀ぼりをつくって、一人ずつしか通れないようにしてあったり、空き地に迷いこむルートをつくって、上の矢倉から矢を射込んだり。登ってくるやつらの頭上に石を落とすようになっていたり。山城の天守は、御ご殿てんとしてはたいしたことないが、天然地形を利用した土木工事のせいで、守りにものすごく有利だったんだ。相当な死傷者が出たはずだ。いやだなあ、必死で山を登って殺されるのは」

　他の生徒たちは、熱の入らない相づちを打った。みんな、だんだん登りがきつくなっていたのだ。しゃべり続ける大河内が、意外なほどタフなのだった。

　彼はそれから、城の防衛拠きよ点てんが曲くる輪わと呼ばれ、いくつもの曲輪をそれぞれ武将が守っていたことなどを話したが、ついにだれからも声がかからなくなった。

「みなさん聞いてる？　なんか、おれ、努力して損してる？」

　大河内がたずね、星野がへばってきた声で呼びかけた。

「ああ、ほら、鈴原さん。ちょっとねぎらってやって」

　泉水子は、急に言われてびっくりした。

「あっ、すみません。よく聞いています。天正時代に攻め登った兵士たちって、それが七月のことだとしたら、わたしたちと同じくらい暑い思いをしたんでしょうか」

　息が上がった様子もなく早口に言ってのけたため、そばを歩く人々が驚おどろいた顔を向けた。しかし、今では大河内のほうが音を上げていた。

「その夜は霧きりが……って、もう、やめる。おれも、登り切ってからにするよ」

　やはり泉水子は、大部分の生徒よりは山道に慣れているのだった。玉倉山の頂上への道は、もっと短いがもっと急だ。とはいえ、楽に登ることができるとも言えず、額や背中を汗が流れ落ちた。

　全員が黙もく々もくと登るようになり、かなりしてから、ふいに木立が開け、ふもとの景色が見わたせた。すっかり夜空になっていて、小さな明かりをちりばめた夜景が目を楽しませる。風も少しは吹ふくようになり、わずかな涼りよう気きにほっとしていると、ほどなく山頂らしい平坦な場所に出た。

　だが、そこもまだ、中の丸跡だった。本丸にたどり着くには、尾お根ねづたいにさらに歩くと判明したが、生徒たちはもうたくさんだった。中の丸跡はちょっとした休きゆう憩けい所になっていて、木のベンチも設置してある。だれからともなく座りこんで、汗をぬぐい、ペットボトルの飲みものを飲んだ。

「……ただの登山をした感じだ。城じよう跡せきに来たとは思えない。暗くてよく見えないし」

　星野が感想をのべ、仄香にあきれられた。

「わざわざ夜につれて来て、見えないことで文句を言うの？」

「見えても何もなかったよ。唯ゆい一いつの建物が神社だったろう」

「小さい神社だったね。山やま城じろにあったのかな、その前からあったのかな」

　大河内がそれに答えた。うんちくを語る気力が回復したらしい。

「あれが八はち王おう子じ神社だ。山城に社を祀まつって戦勝祈き願がんするのは、当時の常識だ」

「八王子って名前、いわれがあるの？」

「牛ご頭ず天てん王のうの八人の息子むすこを八王子って呼ぶんだそうだ」

「何、ゴズテンノウって」

　雑談がはじまったが、目はしのきく星野がふいに言った。

「おい、みんな、休憩中はライトを節約しろよ。下りのほうが足元は危ないんだ。電池切れをおこすとしゃれにならないぞ」

　ハンドライトを減らしてしまうと、急に真っ黒な闇やみが肌はだ身みに迫せまって感じられた。ここぞとばかりに、大河内が言った。

「そういえば、この中の丸も激戦区だったんだよ。最後まで抗こう戦せんした兵士たちが、本丸を落とされまいと総討ち死にして……」

　残った明かりにみんながいそいそ集まる中で、泉水子は動く気になれず、ぼんやりしていた。すると、深行が近づいてきて、低い声でたずねた。

「この場所、どう感じる。やっぱり何かあるのか」

　泉水子が見やると、深行にはこの程度の登りがこたえていないのがわかった。額に汗あせ止どめバンドを巻き、Ｔシャツの首にタオルという姿も、山歩きをよく知っている者の姿だ。後ろから来た真夏も似たようなものだった。

　泉水子は、おぼつかない口調で答えた。

「何もないとは言えない気がする。でも、何というか……かすっているだけのようで」

　うまく感じとれないのは、暑さのせいかといぶかしんだ。玉倉山なら、日中どれほど暑くても、夜になってこれほど熱気がよどんでいることはない。

「よくわからないの。学園へもどってきてから、ずっとそんな感じのままみたいで」

　わきから真響が口をはさんだ。

「それって、周波数があわないみたいな感じ？　ほら、ラジオ放送がこっちのアンテナでうまく受信できないみたいな」

「ああ……ちょっとだけ似ているかも」

「現に私がそうだもの。だから、私、自分が幽ゆう霊れいを見るだろうって気がしないんだ」

　飾かざらない口ぶりで真響は言った。

「無意識にシャットアウトしちゃうのかも。見る人とは、体質がちがうんじゃないかな。泉水子ちゃんも、きっとそうだよ」

　深行は、少しためらってから言いだした。

「八王子神社は、もとは八王子権ごん現げんと呼ばれた神仏習合の社なんだ。北条氏照が山城に祀った社が、修験道系なのはおかしくない。こんなに高尾山の近くにあるんだ。氏照が、地元の山やま伏ぶしに恩おん恵けいをあたえて、自分の兵に加えたことも記録に残っている」

　大河内のような口ぶりなので、泉水子がまばたきしていると、深行はせき払ばらいして言った。

「ここへ来る前に読んだよ。会長が理事長室から借りてきた資料本」

「ああ、そう……」

　ガイド付きで現地へ行くことに決まったため、泉水子は本を執しつ行こう部ぶに置いてきてしまったのだった。思わず首をすくめたくなる。

　深行はさらに言った。

「本丸が落ちるとき、そこには修験者が二人いて、焼け死ぬまで護ご摩まを焚たいて戦勝の修しゆ法ほうを行っていたそうだ。本丸があった場所まで行ってみれば、おれたちにも、もう少し何かがわかるのかもしれない」

　真響が驚いた声を出した。

「この先まで行くつもりなの？」

「いや、無理だろう。先せん輩ぱいたち、早く下りて氏照の館跡へ行きたいのが見え見えだし」

　深行は答えたが、本丸へ行きたがっていることは感じとれた。泉水子も、もう少しくらい足をのばせそうな気がしたが、行くとは口にできなかった。

「下りたほうがいいと思う。行けば時間が遅くなるし……」

　真夏が言った。

「血染めの滝なんか見に行かなくても、恐おそろしいものくらい、ちゃんと自分のそばにあるのが本当じゃないの？」

「そこに気づかない人たちは、そうは言わないのよ」

　立ち上がった真響はうながした。

「変に思われるから、先輩たちのそばへ行こう。私と泉水子ちゃん、女子なのに何も怖こわがらないと見られたのは、あんまりいいことじゃなかったよ」

　移動する隙すきをついて、深行が泉水子のすぐそばで言った。

「おまえ、夏バテしてるんじゃないか？」

「え？」

　聞き返したが、もう深行は背中を向けた後だった。

　本丸跡あとまで行きたいと言えばよかったのかと、少し後こう悔かいして考えたが、その気になれないのも事実だった。早く山を下りて寮りようへもどり、べとつく汗を洗い流したかった。







　管理事務所のある場所まで下ってくると、時計は夜の八時を回っていた。

　しかし、当然のように、氏照の館やかた跡あとも調査することになった。島本はかなりごねたが、それならここで待っていろと言われると、ひとりで待つのはいやだったらしく、結局は全員で館跡へ行くことになった。

　今度は山道ではないので、列になる必要もなく、ずいぶん楽に歩ける。暗いことは暗いのだが、ハンドライトに照らされた光景は山中と異なり、きれいに造成した公園に見えた。

　小さな谷間に、白木造りの橋がかかっている。しかし、これも新しく設置した頑がん丈じようなものだった。昔はこの橋が、敵が攻せめたときにはずせる「曳ひき橋」だったと、案内板には書いてあった。

　石いし垣がきに囲まれた段を登って、氏照の館跡にたどり着く。そこは、きれいに刈かった平へい坦たんな芝しばの広場だった。明かりなしで来るのはいやだが、言われるほど恐ろしい場所には見えない。

「なんだか、緊きん張ちようするほどのこともなかったな。有名な滝たきまで行ってみるか」

　今井が発言し、みんなで歩き出すと、星野が語った。

「幽霊話の定番は、橋のたもとに女が立っていた……というものだな。帰りがけに目もく撃げきすることが多いそうだ。それから、これも定番だが、命日近くに、滝のそばで合戦の物音や悲鳴が聞こえるという話」

「そういう話、どの地方の怪かい談だんでも聞かされるよな」

「地元の人間が、惨さん劇げきを忘れないかぎり、その場に残留するんだという気がする。このあたりは、戦いくさのあった六月二十三日、慰い霊れいのために、赤飯を炊たくならわしがあるそうだよ」

　暗い道の先に、せせらぎのかすかな音が聞こえるようになり、小川に行き着いた。木こ陰かげが真の暗くら闇やみなので、川筋をハンドライトで照らすのは、かなり不気味なことだった。だが、探さないとよくわからないくらい、小さな滝だということがよくわかった。

　星野がふたたび説明した。

「もちろん、昔はもっと高い堤つつみから落ちる滝だったろうし、この上に大きな溜ため池がつくってあったんだよ。氏照の館が敵兵に燃やされたとき、館の女たちは、大勢が逃にげ場を失って、お互たがいの胸を刀で突ついたり自分で刺さしたりして、池や滝つぼに身を投げたんだそうだ」

「三日三晩赤く染まったって、本当なのかな……」

「ねえ、もういいから、もどろうよ……」

　島本が震ふるえる声で言ったときだった。ふいに風がわき起こった。

　葉ずれの音が不ふ穏おんにざわめき、黒い枝が上下に揺ゆすられる。まるで山全体が息を吹き返したかのようだった。ごうっという重低音が大気の奥底で共鳴し、一行を包みこむ。

「きゃあああ」

　甲かん高だかく尾おをひく女の悲鳴が、風にのって響ひびいた。だれもがその一いつ瞬しゆん、氷水を浴びせられた心境におちいった。しかし、悲鳴の主は、如月・ジーン・仄香だった。

　ハンドライトが、深行の腕うでに必死でしがみついている仄香を映し出していた。

「……だめなの、私。本当はだめなの、こういうの」

　あっけにとられているのは、しがみつかれた深行も同じだった。

「会長……」

　彼女の短い髪かみと細いうなじを見つめ、そのまま立ちつくしてから、深行ははっとして周囲に目をやり、仄香に声をかけた。

「だいじょうぶですから。だれも何も見ていません。幽霊、まだ出ていませんから」

　しかし、仄香はますます深行のＴシャツに顔を押しつけるばかりだった。

「だめ。もう歩けない……歩けないよ」

　生徒会長がそれまで、どれほどこらえて一行につきあっていたか、今はだれの目にも明らかだった。ただの不ふ機き嫌げんに見えていたものは、本当はそうではなかったのだ。

　スカートを拒こばみ、男子の制服で通す仄香なので、いきなりの女の子らしさが際きわ立だっていた。ふだんは感情の起き伏ふくをあまり出さず、もの静かなタイプでもある。けれども、背の高い深行にすがって小さく震える様子は、いかにもきゃしゃで折れそうだった。

　真響がこっそりつぶやいた。

「なによ……こういう方向性？」

　かたわらで島本が声をはりあげた。

「宗田さん。だいじょうぶだからね、怖くないからね」

「怖がっているのは、そっちのほうよ。島本」

「だって、本気で怖がっている人がいると伝でん染せんするんだよ。やばいよ」

　ひょっとすると島本は、自分が真響にしがみつきたかったのかもしれないが、もちろんかなわないことだった。真夏に頭をはたかれて未み遂すいに終わった。

　それからは、その場から仄香を動かすのに、なかなかの苦労を要した。深行がけんめいになだめ続け、もう一度木の橋を渡わたらせたが、その間、仄香はまわりを見ずに深行にしがみついたきりだったのだ。生徒会長の豹ひよう変へんにたまげたせいで、他ほかの者たちは、幽霊がいるかどうかを立ち止まって見定めるどころではなかった。

　仄香がなんとか気を取りなおしたのは、管理事務所の前だった。ようやく深行の腕から手を放し、きまり悪げにつぶやいた。

「……悪かったね、めんどうかけて」

「いえ、おれとしては、役得でしたけど」

　深行が答えた。おそらく本音で語っていた。

　大小メガネコンビの顔が、複雑になるのは無理もなかった。

「会長……どうしてそこで、おれたちでなく、後こう輩はいをたよるわけ？」

　仄香はつんとしてそっぽを向いた。

「張本人たちに、泣きを入れるはずがないだろう。それに、相楽のほうがたよりがいがありそうだったもの。何が起きても平気そうなのは、相楽が一番だった。さあ、さっさと寮まで帰るよ」

（……ああ、そうなんだ……）

　泉水子は、言われてはじめて気がついた。深行と特とく殊しゆな知り合い方をしたせいで、そういう客観的なものの見方ができていなかったという気もした。







　翌日。

　執行部室に入った深行は、二年男子の冷たい視線に出くわした。

　星野と大河内が口々に言った。

「おはよう。ゆうべはご苦労だったね、深行くん」

「おはよう。いい夢を見ただろうね、深行くん」

　二人はもちろん、彼が名前で呼ばれたくないことを知っている。深行はげんなりした声を出した。

「先輩……おれはたまたま会長の隣となりに立っていただけです。会長の言ったこと、まに受けないでくださいよ。おれ、如月さんに言い寄ったりしてませんし」

「それもずいぶん生意気な発言だぞ。まるで、会長からアプローチがあったような言いぐさだ」

「ちがいますよ」

　机に手をのせて乗りだし、深行は主張した。

「この程度のことで、人間関係に亀き裂れつを入れないでください。今はおれたち、プロジェクトのために、仲たがいできないポジションでしょう」

「きみが会長のお気に入りだってことは、合宿の夜からわかっていたはずだったよ」

「ガードしなかった、おれたちがばかだったよ」

「先輩、あのとき黒子になったのは、真夏もいっしょでしたよ」

　深行がけんめいに反論したが、彼らは態度を変えなかった。

「きみが先導したに決まってるよ、深行くん」

「おはよう」

　そのとき、如月・ジーン・仄香が、勢いよく部室に入ってきた。メガネコンビと深行はあわてて口をつぐんだが、彼女はいつもどおりの生徒会長だった。平然と席につく様子を見れば、ゆうべのことを水に流し、つけ入る隙をつくるまいと心を決めてきたようだ。

「どうしたの、あなたたち。相楽のこと、いつのまにファーストネームで呼ぶようになったの？」

　さわやかにたずねられて、だれひとり答えられなかったが、仄香は続けた。

「みんなそう呼ぶなら、私も、これからは『深行くん』と呼んでみようかなー、なんて」

　軽口のようだったが、そのとき、色白な仄香のほおが、急に桜色に染まったのを見み逃のがすメンバーではなかった。ますます冷たくなる先輩たちの視線を受けて、深行は目を覆おおった。

「……かんべんしてください」

　真響は、隣の泉水子にそっと耳打ちした。

「泉水子ちゃん、これ、どんなふうに対処する？」

「対処するって、何を？」

　泉水子はすぐに聞き返した。妙みように気が立っているのは、ゆうべよく眠ねむれなかったせいかもしれなかった。

「真響さん、わたし、だれかわたしを好きになってくれる人がいたら、その人とつきあってみることにするね」

「……そういう方向性？」

　真響がびっくりしている間に、真夏がいすを傾かたむけながら言った。

「何なんだよ、シンコウは。ファーストネーム呼びに文句が言えないなら、おれだってそう呼ぶし、鈴原さんのことも『泉水子ちゃん』と呼んじゃうぞ」

　意外な気がして、泉水子は目を向けた。

「真夏くん、もうそう呼んでいなかった？」

「ダメ出しがあったんだよ、シンコウから」

　深行の席は少し離はなれていたので、真夏の発言が聞こえなかったか、聞こえても目の前のことで頭がいっぱいかで、会話に加わってこなかった。泉水子は真夏に言った。

「わたしだって、真夏くんと呼んでいるんだから、名前で呼んでもいいよ。だめな理由ってないもの」

「よしっ、本人のお墨すみ付つきだ」

　真夏は笑え顔がおで言ったが、姉がまじめに注意した。

「私たちの間ではそれでもいいけど、Ｃ組ではやめておきなさいよ。なれなれしすぎて、何かあると思われるから」

「そういうもの？」

「女の子を名前呼びにする男子は、彼氏気どりだと思われてもしかたないよ」

「おれ、ほぼもれなく全員から『真夏』呼ばわりされるんだけど」

「それは、私たちが同学年にいる宗田で、まぎらわしいからでしょ」

　真夏は急にしぶい表情になった。

「なんだ、そうか。場面で使い分けるなんて器用なこと、おれにはできそうにないから、やっぱり鈴原さんと呼ばなきゃだめか……」

　呼び名の微び妙みような関係は、泉水子もはじめて聞くことだったので、真響の言葉になるほどと思った。そして、名前を呼ぶことを許さなかった深行は、そういう方法で周囲に一線を引いているのだろうかと考えた。
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　新学期になれば、本格的な学園祭準備に突とつ入にゆうする。

　前段としていくつかの講習会は、すでに夏休み中に済ませてあった。

　講習会は、実行委員会が企き画かくするものだったが、きちんと外部講師を招いていた。演劇のクラスには舞ぶ台たいづくりの基き礎そ知識を、模も擬ぎ店のクラスは食品衛生の基礎知識を仕入れるよう、万ばん全ぜんを期している。クラス代表は、休業中の講習会に参加する義務があった。

　始業式の後、そのまま行われた講堂の全体集会で、学園祭実行委員長、早はや川かわ佳よし樹きは、テーマを戦国時代にしぼったことを考こう慮りよして、歴史知識を活いかせるよう、学期に入っても講習会を追加すると発表した。

　学園の経営側の肩かた入いれを、だれもが実感するような話だった。これが授業なら、必ずうんざりする生徒たちも、お祭りさわぎを盛り上げるためなら土日を使おうと苦にしない。解散後のホームルームでは、それぞれのクラスで作戦会議が盛り上がった。

　模擬店を申しん請せいしている一年Ｃ組も、その例にもれなかった。

　戦国と喫きつ茶さは似つかわしくないので、アイデア勝負だったし、他の模擬店との競合もある。しかし、意見は活発に出ても、あまり冴さえたものとは言えなかった。

「戦国って名前をつければ、何でも戦国になるよ。戦国まんじゅうとか、戦国焼きそばとかさ」

「大名のお座ざ敷しきは、ぜったいよそが使うから反対。もっとユニークな店にしなくちゃ」

「いっそ、野外の設定にしては」

「峠とうげの茶屋とか？」

「それができるのは江え戸ど時代だ。おまえ、歴史講習会へ行ってこい」

「とにかく、メニューはどうするの。ホントに戦国の時代考証するの？」

　わいわい言い合うなかで、Ｃ組の実行委員であり、食品衛生講習へも出向いた長谷はせ川がわ花か梨りんが、見切りをつけたように言った。

「全体で話しても、いいアイデアが浮うかばないのはもうわかったから、この際、先に役割分担を決めます。メニュー及および調理担当班と、会場デザイン及び給きゆう仕じ担当班にメンバーを分ける。それぞれでまた、自分たちのやりたいことを話し合って」

　長谷川は、なかなか的確なリーダーシップのとれる人物だった。柔じゆう道どうの女子選手を思わせる体格と太い声をしていて、男子もなんとなく逆らえないものがある。

　彼女の指示で、クラス全員が教室の前と後ろに移動し、希望者を分けることになった。

（ええと……わたしはどちらだろう……）

　席を立つまで思いつかず、泉水いずみ子こは迷いながら立ち上がった。

　朝から何となく体が重く、頭がぼんやりして、考えがまとまらないのだった。今は、食べものの名前がさかんに飛び交かうだけで、かすかに吐はき気を感じている。

　新学期のスタートを、気を引きしめてかかろうと考えていたのに、クラス全員が顔をそろえた第一日に、思ったような興奮もわき起こらない。

（……こんなはずじゃなかった。わたしは、もう、ずいぶんＣ組にとけこめたはず……式神のようなおかしなものも、もう、教室内に感じられない。そればかりか、校舎全体からも、そういうものの気配が薄うすれたことがわかっているのに）

　近くの席の波は多た野の美み優ゆうが、ぐずぐずしている泉水子に笑って声をかけた。

「ああ、鈴すず原はらも迷っちゃうタイプだ。どっちか選ぶの難しいよね、料理するのも楽しそうだし」

　そうなの、と、ほほえみ返そうとした。けれども、口もとが動かなかった。

「鈴原─────？」

　波多野が何かたずねたが、聞き取れない。音おん叉さを鳴らすような金属音が響ひびいて、よく聞こえないのだ。冷たい汗あせがわいて、視界も急速に色あせていく。立っていられないと感じ、急いでかがみこんだところまでは覚えていたが、その先がわからなくなっていた。







　台風のような底力のある強風のなかに、泉水子はいる。

　気まぐれに吹ふく風ではないと、肌はだが当然のように受け止めている。巨きよ大だいなうず巻きを抱かかえ、蓄たくわえたエネルギーは桁けた違ちがいで、人々の喜き怒ど哀あい楽らくなど超ちよう越えつして吹きすさぶ風だ。

　泉水子はひとりだった。何か、骨身にこたえる思いでそう実感した。風が吹きつけるために目を開けていられない。

（この嵐あらしを、さえぎってくれるものはない。わたしが倒たおれるか倒れないかの選せん択たくでしかない……）

　しばらく黙だまって耐たえ忍しのんでいると、ごうごうと鳴る風の中に、かすかな人声が交じるようになった。必死で聞こえる方向を確かめようとしたが、少しも定まらなかった。

　近づいてきたと思っても、そばをかすめて通り過ぎてしまうのだ。まるで、風のうずに乗って回っているかのようだった。あてどもなく、さまよっているようでもあった。

　だが、複数の者がいる。女性の声だと思った。

「お方かたさま」

「お方さま」

「お方さま、お早く……」

　だれを呼んでいるんだろうと、けげんに思った。身分に遠えん慮りよがあって、個人の名前で呼ばないらしいのだ。だれに呼びかけているのだろう。

（……ところで、わたしの名前は何だっけ……）

　それすら思い出せなくなってしまった。急に悲しくなり、かすめていく声にこちらから呼びかけた。

「ねえ、だれのこと。名前で呼んで。名前で呼んでくれないと────」

　このわたしは、あまりに多くの名前で呼ばれ続けてきたせいで、自分がだれなのかわからなくなってしまう。

　自分がどの時代にいるのかもわからず、自分自身からも遠ざかってしまう……

　本当のわたしの名前で呼んで。







「泉水子」




　かすかな笑みを含ふくんだ男性の声だった。人を惹ひきつける声。目にする前から、魅み力りよく的な人物だとわかるような。

　泉水子は、マットレスの薄い、やけに硬かたいベッドに横たわっている自分に気づいた。記き憶おくがとぎれていて、この情じよう況きようがよくつかめない。

　目を開けると、白っぽい天てん井じようを背景に、のぞきこんだ相楽さがら雪ゆき政まさの顔が映った。栗くり色いろに染めた柔やわらかそうな髪かみ、やさしげな目もと、鼻筋の通った端たん整せいな顔立ち。肌はなめらかで、とても三十男のそれには見えない。

　まばたきして周囲に目をやると、ベッドを囲う無地のカーテンが見えた。保健室だと気がついた。ふいに、波多野に付き添そわれて来たことを思い出す。もうろうとして横になり、そのまま眠りこんだらしい。薄い上うわ掛がけの下は、制服のブラウスとスカートを身につけたままだった。

「目がさめたかい。だいじょうぶだ、たいしたことにはなっていない」

　雪政の口調には、安心させようとする心づかいがあった。

「相楽……先生」

　彼は英語の非常勤講師でもあったのだと、改めて思い出していると、養護教きよう諭ゆが様子を見にきた。

「顔色がもどったようね。熱ねつ中ちゆう症しようではなく、ただの脳貧血ね。ゆっくり体を起こしてごらん、まだめまいがする？」

　上半身を起こした泉水子が、かぶりをふると、養護教諭はスポーツドリンクのペットボトルを押しつけた。

「念のためにお飲みなさい。脱だつ水すい症しよう状じようがあるといけないから」

　泉水子がおとなしく飲んでいると、小太りの養護教諭は続けた。

「鈴原さん、きちんと三食とって、きちんと睡すい眠みんをとっている？　ダイエットなど考えてはいない？　この時期には倒れる女子が増えるのよ。だめだよ、適当な食べ方をして体力を落としては」

「暑くて、ちょっと食しよく欲よくがなかっただけで……」

「夏バテってことね。親もとを離はなれて、気をくばってくれる人がいないのだから、自分で体調管理ができないと。私や寮りよう母ぼの目くばりには限度があるのよ」

　お説教がしばらく続いたが、雪政は口をはさまずに待っていた。その後、養護教諭は雪政と短いやりとりを交かわし、保健室を出て行った。雪政は彼女に信しん頼らいされていることが、やりとりに感じとれた。

　泉水子のベッドに近寄りながら、説明するように雪政が言った。

「榊さかき葉ばさやか先生も、ひとりで全部をこなすのはなかなか激務だ。雇こ用よう外のサポートとして喜ばれているんだよ。わたしは、たまたま看護師の免めん許きよも持っているものだから」

　雪政はいったい何枚の免めん状じようをもっているのだと、感心して考えたが、そのことよりも、叱しつ責せきをくらった自分がひどく情けなかった。うつむいてたずねた。

「……わたし、倒れた以外に、変なことをしませんでした？」

「ああ、どうもなっていない。眠ねむっていたのも二、三十分だ」

　雪政は、丸いすをもってきて腰こしかけた。

「きみは、夏休みにがんばりすぎたんだよ。環かん境きようが激変しているんだ、今まで何もしてこなかった泉水子には、急でありすぎる。だから、前もってわたしが言っておいただろう。よそへなど行かず、玉たま倉くら山やまで静養したほうがいいって」

「ごめんなさい」

　泉水子は小声であやまった。

「お母さんが戸と隠がくしへ来てくれたのは、よっぽどのことだったって、今ではわかっているつもりなの……」

「きみが最近、何も話さなくなった理由も、ある程度は察することができるよ」

　雪政は責める口調で言ったのではなかった。それでも、泉水子の胸をちくりと刺さした。

「話したくないわけじゃなくて……」

「わたしのことは、少しも信用できないかい？」

「ううん、そんなことない」

「けれども、深み行ゆきが言うことのほうを信用する？」

「……ううん、そんなことない」

　泉水子は掛かけぶとんの下で両ひざを立て、腕うでで抱えこんで、ひざがしらに顔を押しつけてしまった。

「わからないの。まだ、自分をどうしていいか、少しもわからないの」

　雪政はしばらく間をおいた。それから、ことさらやさしく言った。

「顔を上げてごらん、泉水子。きみを困らせるつもりはないんだ。じつは、今回のアメリカ行きで、あずかってきた品があるんだよ。きみのお父さんが、前に約束していたものだ」

「お父さんが？」

「大だい成せいは言ったはずだよ、きみ用のパソコンをつくってあげると」

　泉水子は大急ぎで顔を上げた。たしかに大成は、鳳ほう城じよう学園に入学するときそう語っていた。だが、同時に言いおいたたくさんの内容の一つだったので、泉水子はほとんど忘れかけていたのだった。

　雪政が泉水子のひざの上に置いたのは、薄くて軽量のノートパソコンだった。カバーはメタリックな赤い色をしている。泉水子はそっと開いてみたが、液えき晶しよう画面もキーボードも、取り立てて変わったところのない品だった。

「タッチパネルではないんだ。泉水子にはそのほうがいいだろうと大成が言っていた」

　息を吸いこんで、泉水子はたずねた。

「本当にわたし用？　この機械なら、わたしが触さわってもぜったい壊こわれないの？」

「天才プログラマーのお父さんの言葉を、疑っちゃいけないよ。完成させるのが遅おそくなって、すまなかったと言っていたよ」

　泉水子は、その言いぶりでむしろ相手を疑いたくなった。少し顔をしかめる。

「……ひょっとしたら、わたしにそういう暗示をかけるとか、そういう話？」

「どうだろう。単なる暗示であっても、それで泉水子が自由にパソコンが操あやつれるようになるなら、そのほうがありがたくないか？」

「それは、そうだけど……」

　雪政はにっこりした。気安い笑い方だった。

「いつまでも他人にパソコン作業をたのんだり、できないことで引け目を感じていることがなくなれば、泉水子にもずいぶん自信が生まれるだろう。これからは、メールも検けん索さくもできるよ。知り合いとメールができたらと、思ったことはあっただろう？」

　大きくうなずいた。昨夜も、そう考えたばかりだったのだ。もしも自分に彼氏ができたとしても、今どき携けい帯たい電でん話わもパソコンもなしで、どうやって連れん絡らくをとればいいのだろう──と。だが、恥はずかしいので、雪政にそのままは言えなかった。

「それなら、これからはお父さんともっと話せる？　もしかしたら、お母さんとも」

「二人とも忙いそがしい人だから、ふだんは、あまり期待しないほうがいいんじゃないかな。だが、必要なときにはきっと連絡がとれるよ。本当に必要になったときにはね」

　いくぶん真しん剣けんな口ぶりに変わり、雪政は続けた。

「きみが、どうにもならないくらいせっぱ詰つまった情況に追いやられて、助けを求めるとしたら、そのときには、このパソコンを電源を切って使いなさい。いつもはふつうに使ってかまわない。けれども、最終手段として使うときには電源を切るんだ」

　泉水子はきょとんとして、雪政を見やった。

「電源を切ったら動かないのでは」

「わたしにも、どういうことかまでは言えない。大成が言うのだから、意味はあるんだろう。だが、起こってからでないと、ものごとは判明しないな」

　黙りこんで赤いノートを見つめていると、雪政は静かに口を開いた。

「少しは気づいているだろう。この学園では、これから大規模な試みがはじまる。表向きには、ただの中高生の学園祭が催もよおされるにすぎないが、その裏では、そんなものでは収まらないゲームになっている」

　今は、雪政も笑わなかった。

　雪政のすごいところは、笑え顔がおのときに、その内部の厳しさを目の奥にさえ気取らせず、完全に隠かくしおおせるところだと、泉水子は考えた。

「世慣れていないきみが、行動を迷う気持ちもわかる。けれども、この先、安全とは言えないものごとが起こる可能性は、かなり高いんだ。きみは、大成やわたしを信用しなくてはいけない──われわれが、きみを守るための存在であることを。はるかな昔から変わらずに、世代を超こえてきみを守り通した一団なんだよ」

　のどに固まりがつかえた気分で、泉水子は小さくうなずいた。雪政はさらに続けた。

「同時に、きみは自分自身を認めなくてはいけない。山やま伏ぶしにとって、きみがどれほど大切な存在であるかを。きみの本ほん性しようは遁とん走そうするもので、どんな人間の手からも逃のがれ去ろうとするが、それすらも承知して、時の権力から隠してきたんだ。きみのことを、一番に理解しているのはわれわれなんだよ」

　泉水子は、かすれた声でようやくたずねた。

「相楽さんが『きみ』というのは、わたしのこと？　それとも姫ひめ神がみのこと？」

「同じものだよ、その二つは」

「ちがうと思う」

　言っておかなくてはならないと感じた。泉水子は、勇気をふるって言った。

「同じじゃなかったの。戸隠のときも」

「現状ではまだ、紫ゆかり子こさんがいる。たしかにそのとおりだ。けれども、きみを全力で守れというのは、紫子さんの指示でもあるんだ。きみを無事に、彼女の次世代につなげないといけないんだよ」

　かみしめるように雪政は言った。

「ヴェールを脱ぬいだ姫神になるのは、おそらくは泉水子だ。きみのお母さんがそう考えている。そして、ヴェールを脱いだ以上、姫神はそこで最後の姫神になるのかもしれない」

「最後の……」

「わかるだろう、きみがどれほど大事な姫ひめ君ぎみになるかは」

　雪政の声こわ音ねには、懇こん願がんの響ひびきがあった。けれども、それは泉水子にとって、あまりにもそぐわないことだった。

「こんなわたしにそう言ったって……」

　急にたまらない思いがした。引け目を感じてばかりのこれまでの自分が、あれこれと目に浮うかぶ。両手で顔を覆おおった泉水子は、思わず声のトーンを高くした。

「相楽さん、ちっともわかっていない。わたしなんて──わたしなんて、いまだに深行くんにも認められていないのに」

「じゃあ、深行がネックなのかい？」

「そうじゃなくて。ただ、ふつうに……」

　泉水子はぷつりと言葉を切った。それきり黙だまりこむ。

　どういうわけか、いきなりわかってしまったのだった。なぜ、自分はうじうじと考え続けるのか──雪政の言葉にすぐにうなずけないのか。

　単純なことだった。深行に、ふつうの女の子として認めてほしかったのだ。

　もしも深行が山伏になる決心をしたら、彼は雪政と同じに、姫神に仕えることを進んで受け入れることになってしまう。しかし、そうなったら、泉水子が本心から望んだことではなくなってしまう。

　情じよう況きようとしては、そのほうがいろいろスムーズだということはわかる。相楽親子の関係修復にもつながるだろう。けれども、深行が姫神に服従したあかつきには、泉水子は、自分を姫神の器うつわとしか見なさなくなるだろう。その、確かな予感がした。

　泉水子が先を言わないとわかると、雪政は口を開いた。

「自分の息子むすこながら、困った小こ姓しようだな。あいつは、泉水子によい影えい響きようを与あたえないみたいだね」

　泉水子はかぶりを振ふった。とはいえ、どう言えばいいかわからなかった。

「深行をきみに付けたことを、できれば後こう悔かいしたくないがね。何が障害なのか、まだはっきりしないから、もう少し様子を見るつもりだが」

　雪政の言い方に、胸の鼓こ動どうが速くなった。ためらいながらも聞いてみる。

「相楽さんは、深行くんを、役割からはずすこともできるの？」

「いや、それはないな」

「ないの？」

「山伏にも、そうそう人材があまっているわけじゃないんだ。それに、今では深行も理解していいころあいだよ。自分が、すでに姫神に選ばれていることくらいは」

　泉水子が驚おどろいて息をのむと、雪政は、腕を組んで見やった。

「きみのその反応が不思議なんだよ。起こったことのすべてを承知していながら、まだ無自覚でいられるところが。つまりは、深行がそうさせるのかな。どうにも意固地なやつではあるからな」

「あの、深行くんが姫神に選ばれたって、いつ？」

　あわててたずねたが、雪政はその問いに答えなかった。わかっているはずだというように、きれいにほほえんだだけだった。

「だからね、あいつを役割から解消する力がどこかにあるとすれば、やっぱりきみの中にしかないんだよ」

　泉水子が何も言い返せないうちに、話はそこで立ち消えになった。養護教きよう諭ゆが保健室にもどってきたからだ。

　雪政は丸いすから立ち上がり、榊葉さやかに礼を言われて、あっさりと去っていった。その態度があまりにそっけなく、泉水子には冷たく感じたほどだった。大成のパソコンまでもっていってしまったのだ。

　もちろん不服など言えない。泉水子は、彼の授業を受ける生徒ではないし、表向きは顔見知りでも何でもないのだ。

　榊葉は、雪政の去った戸口を見つめる泉水子をふり返って、にやりと笑ってみせた。

「あなた、ラッキーだったと思っているんでしょう。わかるよ、あれほど顔のいい先生でなかったら、もっと助かるんだけど。相楽先生が保健室にいるとわかったら、急病になる女子が続出するにきまっているんだから、悩なやましいところよね」

　それは確かにそうだと、泉水子もうなずいた。







　落ち着いたあとは気力も回復したので、教室へもどった。

　Ｃ組生徒は、すでに二手に分かれての話し合いになっていた。泉水子はおずおず入っていったが、全員の注目にはならず、そばの数人が思いやりのある声をかけてくれた。

　保健室へつれていってくれた波多野に礼を言い、彼女が調理グループだったために、泉水子もずるずると調理に入ってしまった。会場設営グループのほうが、十人近く多いせいもあった。しかし、調理グループは思いの外、女子ばかりではない。十一名中五名が男子だ。

　真ま夏なつも、調理グループを選んだ男子だった。もっとも、宗そう田だ家のバーベキュー・パーティの炭火番を見ている泉水子には、それほど不思議なことでもなかった。実行委員の長谷川がこちらに加わっている。当然、話し合いを進めるのも彼女だった。

　メニューと予算の話が進むあいだに、真夏が声をかけてくれた。

「平気？　鈴原さんって病弱だったのな。真ま響ゆらにもよく言っとくね、ルームメイトのくせにもう少し気をくばれって」

　泉水子はちがうと手をふった。

「病弱ってわけじゃないの。貧血なんてめったに起こさないのに。今回、食べないで失敗しただけ」

「それでも、頑がん丈じような真響とはわけがちがうよ。いつもおとなしくて言わないから、無理しているときがわからないんだよ」

　真夏は何の含ふくみもなく言ったが、泉水子は恥じ入る気持ちになった。

「言えないとだめだよね……その前に、自分で体調管理できないと」

「鈴原さんって、そういうところで言い返さないんだよな。真響とはだいぶちがうよ」

　軽く笑って、真夏は言った。

「理由だってあったんでしょう。べつに言わなくたってかまわないんだ、本人はこうだって思っているなら」

　話し合いの最中だったので、会話はそこで終わった。自分は他人に何かを伝えるのがへたな人間だと、泉水子はしみじみ考えた。

（……問うべきことが問えていない。物事をはっきりさせられない。さっきだってそうだった。相楽さんは、これから学園で起こることを承知しているようだったのに、つっこんで聞けなかった。これ以上自分の話を聞きたくなかったからだ。自分がまちがっていることが、わかってしまいそうだったからだ……）

　泉水子は、どうにも自分自身と仲よくなれない。自分の中の姫神と仲よくなれないからだと、苦くかみしめる思いだった。







　女子寮りようにもどってみると、赤いノートは受付に付属品とともに届けられていた。

　ロビーで呼びとめられ、舎しや監かんの西さい条じようから箱で手わたされた泉水子は、部屋で接続コードをつなげてみることにした。

　どきどきしながら電源を入れてみると、難なく立ち上がった。夢中になった泉水子は、時がたつのも忘れてしまった。パソコンにいっさい手を触ふれなくなってから、もう一年以上たっている。

　キーボードを扱あつかう手つきは、だいぶ錆さびついていた。真響が駆く使しするのをいつも横から見ていたので、やり方まで忘れてはいなかったが、いろいろな個人登録にもずいぶん手間どったのだ。

「あれっ、泉水子ちゃん。起きていてだいじょうぶなの」

　部屋に入ってきた真響に言われて、はっとわれに返った。生徒会室へ行くことも忘れ、机の前で集中していたのだ。

「ごめん、こんな時間だった」

「どうしたの、Ｃ組で倒たおれたって聞いたよ。寝ねていないとだめなんじゃないの」

「ううん、たいしたことなかったの。ただ、パソコンが届いたもので……」

「パソコン？」

　まばたきした真響は、泉水子の顔をながめて、たしかにそれほど具合が悪そうではないと見て取ったようだった。

「真夏から話を聞いて、執行部のみんなもずいぶん心配してるよ。どんな様子なのかって、如月きさらぎさんと秋あき之の川かわさんも来ている」

　真響の言葉どおり、続いて仄ほの香かと玲れ奈なが顔を見せたので、泉水子はあわててしまった。

「あっ、すみません。わざわざ……」

「ゆっくり休んで。重病じゃなくてよかった」

　如月・ジーン・仄香が、持ち前の静かな声で言った。

「これからが大変なときだから、体を大事にしてね。執行部の仕事はきついだろうけど、抜ぬけられると私も痛いよ。主要な構成メンバーなんだから」

「そんな、わたしなんて」

　泉水子は体をすくめた。何の役にも立っていないことを、これまでにも痛感している。入ったときからそう思っていたし、座って他人の話を聞くばかりだと、ずっと感じ続けていたのだ。

「……いるだけ、みたいなものですし」

　秋之川玲奈が、意外なほど思いやりのある口調で言った。

「鈴原さん、そんなふうに言っちゃだめ。あなた、私以上に執行部にかよっているじゃない。合宿にもまじめに参加したし。あのね、あなたがそこにいるだけで、生まれてくるものって必ずあるの。それが今では確実に、仄香の率いる執行部のカラーになっているんだよ」

　胸にしみる言葉だった。そんなふうに言ってもらえるとは思ってもみなかった。

「あの、これからは、もっと実務のほうもお手伝いできると思います。父がパソコンをくれたので」

　執行部メンバーは、泉水子がパソコンを使えず、表計算などの仕事をふってはならないことを承知していた。当然ながら、めずらしそうな表情になる。

「鈴原さんって、パソコンを使おうと思えば使えるの？」

「少し……ですけど」

　もちろん、同室の真響が一番意外そうな顔をしていた。泉水子の机に置かれたノートを、興味深そうにのぞいている。

「かわいいのをもらったじゃない。こういうの、お父さんの趣しゆ味み？」

「最新型じゃないんだけど」

　泉水子がつつましく答えると、真響は身を乗り出した。

「そんなことないよ、スペックありそうに見える。ちょっと試ためしていい？」

　使いこなす人の手つきで、真響はキーボードに指を走らせた。画面はすばやく変わったが、突とつ然ぜん停止した。それから、何度キーをたたいても動かなくなった。

「うそ、フリーズした？　私のせい？」

　真響はうろたえた声を上げたが、泉水子は直感した。大成のパソコンは、泉水子と他人の反応が逆に出るのだ。

「平気。このパソコン、わたし向きにできているだけなの」

　見守っていた仄香たちは、それを契けい機きに切り上げた。

「私たち、仕事にもどるけど、鈴原さんはよく体を休めてね」

　泉水子は彼女たちに頭を下げた。

「明日には顔を出します。来てもらうほどのことじゃなかったんです。わたし、そんなにバテていませんから」

　仄香はほほえみ、うなずいた。

「たいしたことなかったって、部室のみんなにも言っておく」

　再びひとりになってから、泉水子は静かに考えた。

（わたしが、もっと、ひとりで自信をもてるようになれば……）

　できることは広がっていくのだ。知りたいくせに怖こわくなって、ついしりごみしていたことにも、もっと近づいていけるのだ。

　そのためには、夏バテを指し摘てきされる情けなさであってはならなかった。

（自分のすることに責任をもとう。ひとだのみにしないで、他人がしてくれるまで待ったりしないで。体のことも、心のことも、自分で自分をコントロールできるようになって、自信をつけていくしかないんだ……）




　　　　二




　──お父さん、すごく知りたいんだけど、陰おん陽みよう師じって何ですか──




　泉水子は、大成への初メールにそう書いた。

　もちろん、パソコンのお礼や簡単な近きん況きようも書いたが、思い切って質問してみたのだ。

　新しいメールアドレスを取得して、佐さ和わに電話で伝えたところ、彼女はたちまち自分のメールを送ってきた。泉水子の受信トレイもうまく開き、文面を読めば、大成や雪政のアドレスが並べて記してあった。

　紫子のアドレスもあるにはあったが、いつまで有効かわからないと、佐和のコメントがついていた。あまり期待しないほうがよさそうだった。

　今まで大成に、こうした危ない質問をしたことはほとんどない。たぶん、まだ幼いうちに、父がしてほしくなさそうな質問はのみこんでしまったのだ。けれども今は、大成がどういう反応を示すか、知りたくてわくわくした。

　泉水子が自分でメールを送信できたことは、これまで一度もなかった。送信ＯＫの表示が出ても、相手に届いていないのだ。だが、今回は佐和にもうまく返信できたので、これもやりとげそうだった。

　やがて、大成からメールが届いた。送信時刻を見ると、カリフォルニアでは午前三時だった。待ちかねていた泉水子は、かたずをのんで開いてみたが、説明の言葉はほとんどなく、ただＵＲＬがいくつか並んでいた。

（……自分でインターネットが使えるようになったのだから、自分で検けん索さくして知りなさいということか……）

　ちょっとがっかりしたが、多た忙ぼうな大成が、それでも返事をくれたことを喜ぶべきかもしれなかった。「修しゆ験げん道どうって何ですか」「山やま伏ぶしって何ですか」と問い合わせても、似たような返事がくることは、これで簡単に予想がついた。

　とりあえず、大成が紹しよう介かいしたサイトを回ってみる。

　いまだに、マウスでクリックした後は身がまえてしまう泉水子だった。次の画面が出てくることに、信用がおけないのだ。以前、高たか柳やなぎ一いち条じようのサイトを開いて、呪のろいが飛び出してきたことへの根強い恐きよう怖ふ心もある。

（陰陽師の高柳くんは、ウェブサイトにそういうものを仕し掛かける術を持っているのだ。高柳くんたちができることについて、わたしももっと知識をもたないといけない……）

　これから、学園で起こる何かのために──

　そう考えたのだが、時間をかけて見て回っても、大昔に発展した陰おん陽みよう道どうの歴史がわかるだけだった。平安時代に実在した陰陽師、安あ倍べの晴せい明めいの文ぶん献けんにはずいぶん詳くわしくなったが、今現在の陰陽師や彼らの術のことなど、どこにも載のってはいない。しかし、歴史知識だけでも、知らないよりはましかもしれなかった。

　毎日パソコンにかじりついていると、ある晩、真響に笑われた。

「泉水子ちゃんって極きよく端たん。突然、寝ても覚さめてもパソコンばっか」

「まだ、調べもののしかたが、上手じゃなくて」

　真響はからかう目つきをして言った。

「サイトに本物の答えがあるなどと、考えないほうがいいかもよ。うちの父がよく言うもの、信しん憑ぴよう性せいを疑いながら、情報を広く取りそろえる良識が必要だって」

　泉水子はすなおにうなずいた。

「うん。今のわたしは、答えがないってことを確かめているのかもしれない」

「それなら、わかっている私にも聞いてみて。急に、夜の時間がさみしいじゃない。最近、いっしょにドラマも見てくれないし。その赤いパソコンに嫉しつ妬としちゃうよ」

　ストレートに言える真響に、泉水子は感心した。

「ごめんね。少しでも早く、真響さんに追いつきたくて」

　真響の左のこめかみには、夏前に縫ほう合ごうした傷きず跡あとがまだ残っている。ふだんは髪かみに隠かくれて目立たないが、同じ部屋で生活している泉水子には、目にする機会がたくさんあった。そして、この傷を見るたび、似たことがもう一度彼女の身にあってはならないと、強く願うのだった。

　泉水子は決意して伝えた。

「じつは、ある人に言われたの、学祭で、安全とは言えないことが起きるかもしれないって。真響さんは、高柳くんが学祭で決着をつけると言ったことを、どう考えているの？」

　真響は動じずにほほえんだ。

「この前の対決が小手調べだったというのは、こちらからも言いたいことよ。とくに私は、その場に立ち会ってもいなかったのだし」

　泉水子はその夜を思い返した。

「立ち会う必要ないくらい、真ま澄すみくんの圧勝だったよ」

「高柳なんか、腰こしぬかして当然よ。あいつ、他ほかの生徒を思いっきり見くびっていたもの」

　愉ゆ快かいそうに言ってから、真響はかすかに眉まゆをひそめた。

「きっとね、高柳は、私の地元が戸隠だってことを知り当ててから、真澄みたいな子が出てくるとは予想もしなかったのよ。私たち三つ子が、異色すぎる存在ってことにもなるけど」

「異色でないとは、言えないよね」

　泉水子は小声で同意した。戸隠の深層で、岩戸の向こうにうごめいた巨きよ大だいな蛇へびたちを、ひやりとしながら思い出す。真響と真夏のきょうだいの真澄は、戸と隠がくし山やまの奥深く眠ねむる九く頭ず龍りゆう大おお神かみの、九つある頭の一つが見る夢でもあったのだ。数少ない日本の霊れい山ざんにおいて、さらに特とく殊しゆな存在だと言ってもよかった。

　真響は肩かたをすくめた。

「うちの親二人も、おじいちゃんも〈見ない〉人だって、泉水子ちゃんにもわかっちゃったでしょう。私の家は、忍にん法ぽう体術に特化した一派なの。古武道研究をずっと継けい承しようしたという意味では、他の一いつ般ぱん武道に比べて特別だけど、霊れい的てきなものの見方はあまりしなくなっている。だから、私と真夏は奇き異いなのよ。身内でさえもうまく理解できない存在──ましてや、もどってきた真澄のことなんかは」

　ため息をつき、真響は続けた。口調がややあいまいに変わった。

「逆にね……奇異な存在だからこそ、やたらに持ち上げてくれる人も、私のまわりにいるわけなのよ。うちの系統も、再び宗教的カリスマをもつ道が拓ひらけるのでは、と」

　少しためらってから、泉水子はたずねた。

「それは、世界遺産候補に選ばれることと、関係があるの？」

「大あり。認めてもらう必要があるの。私たちがこういうものだという、ゆるぎない証しよう拠ことして」

　真響は再びほほえんだが、このときは苦く笑しように見えた。

「けれども、立ちふさがる相手が、あの高柳一条だからね。霊的なことに詳しいバックを持っている面では、たぶんあちらが大きいのよ。だからこそ私、泉水子ちゃんたちに味方になってほしかったというわけ」

　泉水子は、しばらく真響の言葉をかみしめた。それから、慎しん重ちように言った。

「陰陽師の系統も、宗教とは言えないものだよね。少し調べてみたけど、奈な良ら時代あたりに大陸から伝わった知識であって、知識として学ぶものだよね。天体運行を扱あつかう宿すく曜ようとか、物質の流れを扱う陰いん陽よう五ご行ぎようとか……陰陽師も神を祀まつったり、密教と同じような真しん言ごんを唱えたりするけど、基本的には」

「そうね。でも、それを言うなら密教だって知識が力と言えるかもしれない。昔の考え方って、すべてのものごとに神や仏の霊れい力りよくが宿るのは当たり前だから」

「陰陽道って、秘密の知識を引き継つげば、だれでも使えるようになるの？　修しゆ行ぎようとかはしなくていいのかな」

　調べながら疑問に思っていたことを口にすると、真響も首をかしげた。

「さあねえ。やっぱり、だれでもってわけじゃなく、天分のあるなしは関かかわると思う。高柳は高柳で、エリート育ちではあるのよ。たぶんね」

　泉水子は、今はなりをひそめて見える式神たちに思いをはせた。

「学園内にも、学園の外にも、高柳くんに味方する陰陽師は何人もいて、大きな組織があると思っていいの？」

　真響は口もとを引きしめて、うなずいた。

「宗教法人みたいに、目に見える形をつくらなくても、必ずそれはあるのよ。純じゆん粋すいに現世利益のために動くことができて、今の政界とか財界とかにいる、この国の権力者が陰かげでひそかに利用している団体……官かん僚りようだった過去のつながりがあるだけにね」

　その口調が、急に悔くやしげになった。

「高柳の態度があれほど大きいのにも、根こん拠きよはあるんでしょうよ。腹が立つから、あまり考えないことにしているけど」

　泉水子は、雪政の語った、山伏組織との比ひ較かくをせずにはいられなかった。

「山伏は、世間の権力から遠ざかって、山に篭こもるものだって聞いている」

「そこが、高柳や私とはちがう部分なのかもね。うちも、国家権力にたよる組織としては、高柳のバックともよく似ているの。歴史的に一番有名な、伊い賀が流忍にん者じやとは少し系統がちがうけど……伊賀流っていうのは、徳とく川がわ家いえ康やすの配下になって、江え戸ど城の城下に移り住んだ、服はつ部とり半はん蔵ぞう率いる忍者のことだよ。半はん蔵ぞう門もんの名前の由来にもなっている。

　彼らの子孫も力があるけど、今では、戸隠以上に古いものを刷新した団体になっていて、陰陽師と競きそう分野からは隔へだたっている。でも、みんな、要人依い頼らいを引き受ける仕事の点では同じなの。政界財界のＶＩＰと太いパイプがあるのは、似たりよったりなわけ。私と高柳の争いは、個人の争いというよりは、組織全体の顧こ客きやく争いにつながるの。ＶＩＰなお得意様の獲かく得とくが、どちらが世界遺産に認にん定ていされるかにゆだねられるわけよ」

　真響はさりげなく言ったが、重い言葉だった。いくらインターネットで調べても、こういうことはわからないと、泉水子は身にしみて思った。

「わたし、真響さんがどのくらい切実に考えているか、よくわかっていなかったかもしれない……」

　真響は口のはしで笑えみを見せた。

「わからないのを知っていて、あえて巻きこんだのは私のほう。だから、どっちもどっちなの。でもね、今はこれ、泉水子ちゃんにも見せておくね」

　立ち上がった真響は、よく持ち歩いている手て提さげから、小型の精密機器を取り出した。泉水子が漠ばく然ぜんと、真響がたくさん持っているモバイルの一つだと考えていたものだった。

「いざというときの使い方を、泉水子ちゃんにも知ってもらったほうがいいかもしれない。これね、ＡＥＤよ」

「ＡＥＤ？」

「自動体外式除細動器」

　真響はすらすらと答えたが、それを聞いても、泉水子にはまだ何のことかわからなかった。目をまるくしていると、彼女はため息をついた。

「救急救命装置。心室細動が起きた心臓に、電気ショックを与あたえて回復させるの。最近は小型化して、ずいぶん普ふ及きゆうしているよ。保健室にもあると思う」

　泉水子は息をのんだ。

「まさか……真夏くんのための……」

「私がこれを持ち歩くなんて、あいつには言えない。死んだ真澄と一いち卵らん性せいの真夏が、突とつ然ぜん死しの高いリスクをもつってこと、私がどれほど毎日考えているかは見せられない。あいつはとっても元気で、これまで倒たおれたこともないんだもの。激しい運動をするなとも、面と向かって言えない。それでも、そばにいるなら持たずにはいられないでしょう」

　胸を打たれて、泉水子はＡＥＤに見入った。真夏の健康を信じる気持ちとは別問題なのだ。案じる思いの強さが実感できた。泉水子などには太刀たち打うちできない強さだった。

　自分にも言いきかせる口調で、真響は言った。

「もしも発ほつ作さが起きたら、あいつが生き残る道は心臓移植しかないの。でも、心臓移植手術をすぐに受けられる患かん者じやが、国内にどれだけいると思う？　だから、私は権力のある人のもとへ行きたいの。この鳳城学園で認められて、世界遺産候補になる必要があるの」







　生徒会執しつ行こう部ぶもあわただしいある日、早川委員長が生徒会に顔を出した。

　はじめてというわけではなかったが、夏以降、生徒会と実行委員会の役割分担が明確になってからは、めずらしいかもしれなかった。

　早川佳樹は、本来の所属が野球部という、めずらしい人選で委員長になった人物だ。夏の大会にも出場してきたらしい。予選で早々に敗退した弱小部だとはいえ、委員長の煩はん雑ざつさを背負いながら選手にもなるとはたいしたものだった。

　スポーツマンだからなのか、細かいことを気にしないタイプだ。髪を短くカットしているが、立てて固めていたりもするので、野球のためでなく短くしているようにも見える。要領がよく、他人に仕事をふるのが上手だが、それなりに人望があるらしく、苦情はあまり出ていなかった。

「今度の着付け講習会が、けっこう重要なんだけどね」

　部室のいすに座った早川は、執行部員の前でそう切り出した。

「生徒全員、なんらかの戦国衣装を着るんだし、高価な衣装を借り受けるからには、学生といえどもあまりみっともない着方はできない。一人でも多くが、着付け指導のできる側に回らないと」

　生徒会長も秋之川もうなずいた。和装の着付けが苦もなくできる二人なので、表情にも余よ裕ゆうがある。

「手伝いなら、させてもらうよ。言われなくても執行部から、講習会に多めの人数を出すつもりでいた」

「助かるよ。それでなんだが、学祭の二日間、執行部は全員黒子姿で通すつもりだって、小耳にはさんだのはホント？」

　早川は、みんなの顔を見回した。全体イベントを組み立てる中で浮ふ上じようした案なので、その場のだれも驚おどろかなかった。仄香が大まじめな顔で答えた。

「われわれには必要でしょう。イベント審しん判ぱんは執行部がつとめるものだし、当日運営を切りまわす以上、重い衣装をつけては身動きがとれないもの」

「顔も隠かくすわけ？　あの黒い垂たれ布下げて」

「判定に石を投げられたくないからね。どうせみんな、エキサイトするんだろうから」

「言っていることはわかるが……なんだかもったいないなあ……」

　机に腕うでを投げ出すと、早川はぼやいた。

　今いま井いがすかさずつっこむ。

「おまえ、それ、女子だけ限定して言っているだろ」

「決まってるじゃないか」

　早川は真顔で肯こう定ていした。

「執行部案の合戦イベントは、おおむねよくできていると思うけど、全体として見ると、まだ、何か華はなが足りないんだよ。戦いに勝った武将が、学園一美しいお姫ひめ様を手に入れるとか、そのお姫様には生徒会長が扮ふんするとかして盛り上げたら、もっとすばらしいと思わないか」

　はからずもといった様子で、星ほし野のがつぶやいた。

「……いいかもしんない」

「却きやつ下か」

　思いきり冷たい声で、仄香が断じた。

「お姫様を出したいなら、生徒会以外の女子になってもらって。広こう告こく塔とうになるお姫様なんか、顔を白しろ塗ぬりにして金きん襴らん衣装を着れば、だれにだってつとまるよ」

「そういうものでもないと思うなあ」

　早川は言葉を続けた。

「じつはさ、中等部のやつらが、一日目にミスコンとパレードをやりたいと申し出ているんだ。中等部は合唱コンクールがあるぶん、戦国衣装を着ての出番が少ないだろ。それに、中高いっしょのイベントでは、人気武将の鎧よろいが回ってくる可能性も少ないし。だから、認めてやろうと思っているんだが」

　真響がうんざりした顔で、こそっとつぶやいた。

「うわ、性しよう懲こりもなく。今年もミスコンを言い出した生徒がいるんだ……」

「ミス中等部の姫ひめ君ぎみを仕立てて、花はな嫁よめ行列をするんだそうだ。そうなるとだな、高等部もミスコンをしようとまで言いたくないが、なんらかの、高等部の威い信しんを見せたくなるじゃないか。美女のレベルでも」

「くだらなーい」

　玲奈が軽べつした口調で言ったが、早川は首をふった。

「ささいに見えても重大なんだよ、こういうことは」

「威信は必要だと思います」

　口を開いたのは、深行だった。

「学祭全体のバランスを思いやって、委員長がそれを言うのは妥だ当とうだと思いますよ」

　早川は、同志がここにいたというように顔を明るくした。

「そうだろう。つまり、バランスの問題なんだよ」

　星野と大おお河内こうちが、急に承認する声を上げる。

「相楽の言うことは、おれもわかるよ」

「おれもだ」

　深行との関係は、早々に修復したことがうかがえた。呼び名が相楽にもどっている。深行もそつなく努力したのだろうが、何といっても、彼が最も使える後こう輩はいだという事実は、そうそう簡単には動かせないのだった。

　仄香が、横目で男子たちを見やった。

「高等部もミスコンをしたいと言っているように聞こえるけど」

　早川が口ぶりに力をこめた。

「ちがうって。そこまで軽けい薄はくな提案じゃない。ただ、高等部にも華やかな姫君が必要で、姫君を出すなら、ただ見た目がきれいな人ってわけじゃなく、だれもが納なつ得とくできる、学祭シンボルにふさわしいお姫様がほしいということだよ。わかる？」

　玲奈が提案した。

「公こう募ぼにしたらどう？　本人のやる気が大事でしょう。合戦で男子に見み映ばえするシーンはいくつも演出できるけど、女子にあまりスポットが当たらないことは、私もちょっと気になっていたんだ」

「いや、過去の人気ゲームキャラでは、女子もそうとう派手に合戦の仲間入りを……」

　大河内が言い出したが、玲奈の顔にあまりにはっきり〈オタクの意見〉と書かれていたので、途と中ちゆうで口をつぐんだ。

「公募で、定員以上の希望があったら、やっぱり投票？」

　どこか期待するように島しま本もとがたずねた。玲奈は首をふった。

「するわけないでしょう。本人たちの話し合いよ」

「かえってこじれないか？」

「お姫様本人のメリットって何？」

　疑問がいくつか出された。すぐには意見がまとまらないのを見て取って、早川が口を開いた。

「この件は、まだ検討の時間があるから、そちらにまかせる。それよりも急務は、土曜の着付け講習会なんだ。執行部が、当日を黒子で通すつもりなら、せめて講習会ではトップモデルをつとめてよ。武将と姫の着付けをするモデルが必要なんだ」

　仄香を見つめながら言うので、彼女は眉まゆをひそめた。

「どうしてそんなに、生徒会にコスプレをやらせたいわけ？」

「そりゃ、全員の意気が上がるからだよ。リーダーおんみずからというところで」

　ごり押しする気はなさそうだった。そこが、早川の要領のいいところだ。

「もちろん、会長でなくてもかまわないよ。宗田さんあたりモデルになってくれると、すごく喜ばれるんじゃないかな。人選はまかせた。実際、黒子じゃもったいない人ばかりだよ」

　実行委員長がさっさと引き上げた後で、執行部員たちは顔を見合わせた。

「なんだか、またうまく、よけいな仕事を押しつけられていないか？」

「会長、お姫様モデルをやる気あるの？」

「ぜんぜん」

　仄香の口調はさめたものだった。

「ばかばかしい。リーダーが着き飾かざれば盛り上がるってものじゃないでしょう。そんなことのために生徒会長になっているわけじゃない」

　星野が口を出す。

「でも、去年を思えば、早川がもったいないと言うのもわからなくはないな。今年は会長、日にち舞ぶの披ひ露ろうをする気もないんだろう」

　今度は少し考えてから、仄香も言った。

「華がないと言われた点は、検討の余地があるかもね。けれども、それと着付け講習会とは別。手伝うと言ってしまった手前、放ほうっておくわけにもいかないけど、宗田さん、あなた、モデルになる気ある？」

　急に質問がこちらに向いたので、真響はまばたきした。

「えっ……どうしよう。想定していなかったんですけど」

「無理に引き受けなくてもいいよ。ただ、一年生全員、講習会には参加してきてほしい。多少なりとも知識がないと、他ほかの生徒の着くずれを直してやることもできないから」

　何を思ったか、大河内がふいに言った。

「鈴原さんがモデルをやってもいいんじゃないか。付け毛なしで、楽にお姫様ヘアスタイルができあがりそうだし」

　泉水子は、あわてて顔の前で両手をふった。

「そういうものじゃありません」

「いやいや、鈴原さんみたいな人が、意外にお姫様になったら変身したりするんだ。見分けがつかなくなったりしてね」

「だめです。わたしなんか……」

　後ろめたさのあまり、泉水子はうろたえた。生徒会室で冷や汗あせをかかされるのは、久々のことだ。深行の座っている方向が見られない。

　星野はもちろん喜んだ。

「ありそう。ギャップ萌もえだ。いいかもしんない」

　しかし、話はそれほど続かなかった。生徒会長が、早川に中断された案件に取りかかったので、泉水子はひそかに胸をなでおろした。しばらくは気になったが、本人がいやなことまで押しつける執しつ行こう部ぶではないので、まずは大だい丈じよう夫ぶだと考えた。







　この時期になると、各クラスの出し物準備も本格的になり、無む謀ぼうと言える制作に着手していたので、執行部や実行委員会の生徒はフル回転だった。

　クラスにも手を貸しながら、正門やグラウンドを飾かざるモニュメントを完成させねばならないのだ。講堂にパーツを広げたモニュメント制作を五時で切り上げたのは、クラス作業の時間を配分したからであって、するべきことは果てしなくあった。そのうち、寮りようで寝ねる暇ひまもなく作業する日が来るのは目に見えていた。

　それぞれのクラスに向かう中で、深行が泉水子に小さく声をかけた。

「鈴原、ちょっと話」

　泉水子はうなずいた。そろそろ何か言われるころあいだとは思っていた。

　ほぼ毎日顔を見ていても、学期が始まってからは、立ち入った話をする機会がなかった。パソコンのことやら何やらを話すべきだと思いながら、泉水子もずっと言えないままだったのだ。

　講堂わきの目立たない場所まで来て、深行は立ち止まった。左右を見て、だれかが聞いていないか確かめている。泉水子は先にたずねた。

「和わ宮みやくん、何か言ってきたの？」

「そうじゃない。このところおれも忙いそがしいから、あいつと話すような暇がない」

　深行の場合、執行部と一Ａ企き画かくに加えて日本史研究会（裏の名めい称しようはＳＭＦ＝宗田真響ファンクラブ）まで手伝うのだから、多た忙ぼうは当然だった。貴重な女子には雑用をさせられないという、ＳＭＦ代表取とり締しまり役やく・両りよう国ごく瑞みず彦ひこの判断で、泉水子は免めん除じよされているが、深行に同じことは言わないらしい。

　泉水子でさえ機会がないというのに、カラスが寄りつく暇はないかもしれなかった。とはいえ、思わずがっかりした。

「やっぱり希き薄はくなんだ、和宮くん……」

「問題なのは、和宮のことより鈴原自身だろ」

　ふり向いた深行は、決めつけるように言った。

「学祭の扮ふん装そうをどう切り抜ぬけるつもりなんだ。三つ編み頭をした戦国時代人など、どこにもいないんだぞ。ふつうに考えれば、髪かみをほどくことになる」

　先の大河内の発言を、深行も気にかけているのだとわかった。泉水子は答えた。

「黒子の衣装だったら、頭に被かぶりものがあるから、三つ編みをまとめるだけで何とかなると思うけど」

「じゃあ、何があっても、お下げはほどかないと思っていいんだな」

「わからない」

　ふっと口からそう出てしまった。念を押されると、うなずけない気持ちになったのだ。

　深行が眉をひそめた。

「なんだよ、わからないってのは」

「だって、髪をほどけば必ず姫神になりかわるものではないって、このあいだわかったんだし」

「それでも、三つ編みが封ふう印いんなのは事実なんだろう」

「お母さんのただの暗示かもしれない。佐和さんがそう言っただけで、真相はどうかわからないし」

　深行はあきれた声こわ音ねになった。

「おまえ、本当は、着付け講習会のモデルをやりたいと思っていたのか」

「そんなこと、思ってないよ」

　泉水子は憤ふん慨がいして答えた。

「ただ、パソコンができるようになって考えたんだもの。わたし、今まで、自分で思いこんだり思いこまされたりしたことが、たくさんあったんじゃないかって。言いなりになっているばかりじゃ、だめかもしれないって」

「だから、髪をほどいてもいいって言うのか」

　泉水子は両手をわきで握にぎりしめた。

「わたしだって、一生お下げ髪がみのままでなんかいたくない。いつかはこの髪をほどかなきゃ。ほどいたとき何がどうなるか、少しずつ自分でわかっていかなきゃ」

　深行はため息まじりだった。

「なんだか、おそい反はん抗こう期みたいなことを言ってるな。迷めい惑わくが甚じん大だいだから、学祭で試ためそうなどと思うなよ。そうでなくとも変なふんいきだって、わかっているときに」

「陰おん陽みよう師じがどういうものかは、わたしも前より調べた。修しゆ験げん者も」

　大きく息を吸いこんで、泉水子は言った。

「真響さんのところの忍にん者じやがどういうものかも、前よりはわかった。だから、どうして陰陽師と忍者の立場は対立するけれど、山やま伏ぶしはそこから距きよ離りをとっているのかも、少しだけわかった気がする。わたしだって、いつまでも何も知らないままじゃないのよ。どうするのが自分のためか、これからは自分でわかるようになる」

「ふうん。努力は買うが、鈴原が一番気づいていないことがあるんじゃないか」

　深行は学生ズボンのポケットに手をつっこみ、考えをまとめるかのように数歩行き来した。

「陰陽師の術の基本は、言ってみれば魔ま除よけだ。ふりかかる災わざわいを無効にすること──魔ま性しようの害を取り除くことだ。修験者だって、その点では共通している。忍にん法ぽう体術も、基本は危害を避さけるためにあるだろう。どれもこれも、基本にあるのは決まって『護身』なんだ。それを鍛たん錬れんしていくと、他人の護身までできたり、はね返して攻こう撃げき力になったりするだけだ」

　泉水子がきょとんとして見つめると、深行は続けた。

「鈴原が、からっきし持っていないのが護身の力だ。本来、姫神のようなものには、眷けん属ぞく神がついて守っているんだと思う。修験者だったら、自分のそれを『護法』と呼ぶし、陰陽師は『式神』として取り扱あつかう。けれどもおまえは、和宮まで放り出したまま、何ももっていない。プロテクトがどこにもないんだ。そんな状態で、わがままだけ言うようになってどうするんだ」

　泉水子は黙だまりこんだ。お説ごもっともであり、反論できない。けれども、最近自分の胸にわだかまってきたものを、このまま「わがまま」と決めつけられて、すませることはできないと感じた。

「……困ることじゃないでしょう。それが、たとえ、わたしのわがままだったとしても。相楽くん、べつに山伏じゃないんだし」

　最初は小声だったが、思った以上に言い切ることになった。

「わたしを守るために山伏がいるって、相楽さんが言っていたもん。自分で身を守れなければ、山伏に守ってもらうからいいもん」

「おまえ、何、根こん性じようのいいことを言ってるんだよ」

　深行に言われ、そのとおりだと思ったが、泉水子はくちびるをかんで黙っていた。

　愛あい想そをつかされ、深行が関係のない人間になってもかまわないと思っていた。そちらはそちらで、さっさと彼女でもつくればいいのだ。

（……それが、如月会長だったとしても）

　如月・ジーン・仄香は、今のところみんなの前で「相楽」呼びをやめなかったが、二人だけなら「深行くん」と呼ぶようになったのかもしれなかった。それも、どうでもいいことだった。

　かたくなにうつむいている泉水子を、深行は理解しがたいように見つめていたが、やがて、根負けしたように言った。

「調べたと言っていたが、それなら、陰おん陽みよう道どうと修験道と忍法の全部に共通した術は何かということは、もう、わかっているか？」

　わかっていなかった。泉水子はつい、ふくれた顔をやめて相手を見上げた。

「そんなものがあるの？」

　深行はやれやれという表情になったが、この場合はしかたないかもしれなかった。

「九く字じだ」

　深行は、両手の指で印いんをいくつか結んでみせた。

「臨りん・兵びよう・闘とう・者しや・皆かい・陣じん・列れつ・在ざい・前ぜん」

　その後に、人差し指と中指を立てた剣けん印いんをつくり、鞘さやから剣を抜くようにして、空中に格こう子し状の線を描えがいた。

「こうして縦横に切るのが、同じことを唱える早はや九く字じだ。密教僧そうでも修験者でも同じように使うし、陰陽師はこの格子型を、ドーマンと呼ぶ魔除けにする。忍者も精神統一に使う。山伏の山入りの護身には、もっとも重要な呪じゆ文もんになっている。古くは道教あたりにあるらしい」

「前に見たことがある」

　泉水子は意外な思いでもらした。

「佐和さんや野の々の村むらさんが、そういう手つきをしているところ、見かけたことなら何度もある。一度も教えてもらわなかったけど」

「教えてもらわなかった……か。本当は、そこに問題がありそうなんだけどな」

　深行は考えこむ口ぶりになった。

「鈴原に、だれも何も教えてこなかったのは、他人が守るから本人は護身を知らなくていいという意味じゃないと思う。何か、知らないほうがまわりに都合のいいことがあったからだ」

「都合のいいこと？」

　泉水子は顔をしかめた。玉倉山の人々が、泉水子のためを思わずに何かをするとは思えない。けれども、つき放した言い方は深行の定番なので、こだわるまいと思った。

「山伏に都合がよかったということ？」

「そうだよ。たとえばの話、姫神そのものから護身が必要な場合、相手にも護身法を知られて無効になっては困るだろう」

　それなら、姫神は、魔除けが必要な災いと同じ側になってしまう。泉水子は言いかけて、急に気がついた。

（……ちがう。姫神が護身の必要なものではないという根こん拠きよは、どこにもありはしない。わたし自身、姫神の不ふ吉きつさなら、何度も感じているというのに……）

「じゃあ、本当は、姫神が災いで、山伏はそれを防ごうとしていたということ？」

　深行はすばやく言った。

「真相がそうだと言ってるんじゃない。そういう考え方もできるというだけだ。おれだって、全部わかっているわけじゃない。鈴原が言ったとおり、おれはまだ山伏じゃないからな」

　深行は視線をそらせたが、泉水子が口を開く前に続けた。

「だから、おまえに九字の切り方を教えることだってできる。はたから守るなどと言っている連中のことなど、最初から信用していないからな。鈴原が、自分のことは自分でめんどうみると思いはじめたなら、危ないときに唱える護身法の一つくらい、覚えてもいいはずだと思う」

　泉水子は、深行の言ったことをかみしめた。雪政に、深行の言うことのほうを信用するのかと、問いただされたことを思い返した。

（……聞かれても当然だ。わたし、どうして、こんなにやさしくない人の言うことに、耳を貸したりするんだろう）

　答えの出ないまま、泉水子は深行に言っていた。

「教えて。わたしだって、学祭で他人に迷惑をかけたいわけじゃないもの」

　二人とも、クラスに顔を出す時間をそれほど遅おくらせるわけにいかなかった。深行の伝授は、時間を気にしてあわただしいものだった。それでも、泉水子が一通り覚えるまでは続けた。

　深行は最後につけ加えた。

「幅はば広ひろく使われる呪文だといっても、効くか効かないかは、たぶん力量で決まるんだ。信じこめる強さが護身の強さにもつながるんだろう。おれも、自分がしっかりできているとは言えないから、気休めかもしれない。そのあたりはふまえろよ」

「わかった。もっと練習しておく」

　せわしく別れて、泉水子は一Ｃの教室へ向かった。そして、廊ろう下かを歩いている最中にはたと気がついた。

（あっ、忘れた……深行くんに、メルアドを教えてと言うつもりだったのに）

　一つ思いつくと、深行に言いそびれたことが立て続けに浮うかんできた。

（姫神がすでに深行くんを選んでいるって、どう思うか聞きたかったのに。それから、それから……）

　自分はどうして、言いたいことをこれほど溜ためこんでいるのだろうと、驚おどろきもするし、不思議な思いにもかられるのだった。暗い廊下に立ち止まり、思いめぐらしてみる泉水子だった。




　　　　三




　土曜の朝、真響に聞いてみた。

「今日の講習会、モデルを引き受けることにしたの？」

「あまり気は進まないけど……」

　真響は朝あさ寝ね坊ぼうのパジャマ姿で、髪かみに手をつっこんでかき上げた。

「他ほかの実行委員からもたのまれちゃったし、この際、外交しておこうかな。私って、お姫ひめ様なんてぜんぜん似合わないと思うんだけどねー」

「そんなことない。きっと見たい人が多いよ。わたしだって見てみたいと思うし」

　泉水子が言うと、真響はしかたなげに笑った。

「私はそれほど好きじゃないけど、真澄が、すごく喜びそうな気がするんだよね。派手にきれいな着物って、あの子は大好きだから」

「ああ、それ、よくわかる」

「だけど、真夏は逆にきらいなんだよね、私が着き飾かざるの」

「ああ、それも、よくわかる」

「真夏は今日、流鏑馬やぶさめの稽けい古こに出かけるの。だから、どうせ見ないし、私がそのぶん働かないと、講習会参加の言いつけも無視だから」

　世話が焼けるという口ぶりながら、真響はいやがっていなかった。そういう弟のめんどうを見ることが、真響自身の活力にもなっているように見えた。

　着付け講習会の開かい催さいは、午後一時だった。委員会の宣伝が効いたのか、予定した視し聴ちよう覚かくルームの会場を急きょ講堂に変へん更こうするほどに、たくさんの生徒の参加申し込みがあった。執しつ行こう部ぶ員いんは、大あわてで作りかけのモニュメントを片づけないとならなかった。

　仄香は、早川委員長につかまるとうるさいと思ったのか、講堂に顔を見せなかった。はじめから講習を受けるつもりもなかったようだ。その他のメンバーは、居合わせてしまった手前、会場準備を一から手伝うことになった。

　昼近くになると、今日の着付けにつかう衣装や武具が運びこまれ、講師をつとめる人たちが到とう着ちやくしはじめた。泉水子は、パイプいすを並べる手伝いをしながら興味深く見守った。運営スタッフの打ち合わせがはじまり、真響もそちらに招かれる。注意して見ていると、武将のモデルは早川自身がつとめるのだとわかった。道理で、執行部へ来て女子ばかり誘さそうわけだった。

　真響と昼ごはんを食べられるかどうか、微び妙みような情じよう況きようだと思いながら、泉水子がしばらく待っているときだった。今日の外部講師らしい男性が、講堂のこちらに歩いてくるのが見えた。中背で細おもての若い人だ。

（着付けの講師って、どういう仕事の人が来ているんだろう。美容院？　スタジオ関係？　想像がつかないな……）

　遠えん慮りよがちにだが、思わず見入ってしまう。飾かざらないシャツとベスト姿で、つぶしたような茶系の帽ぼう子しを被かぶり、アーティストのふんいきがただよっている。髪の後ろは短いが前まえ髪がみはわりに長く、しゃれたフレームのメガネとあいまって洗練されていた。

　彼は、隅すみっこに立っている泉水子に気がつくと、にこやかに近づいてきた。

「こんにちは。元気だった？」

「えっ……」

　泉水子はあっけにとられた。自分にこのような知り合いがいるはずがない。人ひと違ちがいをされているのではと思った。

「あの、わたし、スタッフじゃないもので……」

「鈴原さんでしょう」

　泉水子はさらにあせった。周囲を見回したが、執行部の生徒は深行も含ふくめて、昼食のために出ていってしまった後だった。

「おやおや、もう忘れられちゃったのかな」

　相手はほほえみながら言い、メガネをはずして意味ありげに泉水子を見つめた。

　メガネのフレームをつまんだ指が、繊せん細さいで長かった。白く優ゆう雅がな手。山やま伏ぶし修しゆ行ぎようをするならぜったいにもたない手だ。雪政でさえ、ここまで細い指をもってはいない。そう考えたときに、前に一度だけこの手を見たことがひらめいた。

「まさか……あのう……穂ほ高だか先せん輩ぱいですか」

「どうして、まさかなの」

「だって、髪、切っちゃったんですか」
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　以前に見かけた村むら上かみ穂高は、長い髪を後ろに束ねて、濃こい色の和服を着ていたのだ。そのときの浮き世よ離ばなれした印象を思えば、見ちがえるのは当然だった。

　目をまるくして見上げる泉水子に、穂高は吹ふき出した。

「いやだな、あれは、仄香につきあっての鬘かつらだよ。歌か舞ぶ伎き役者が髪を伸のばしているなんて、きみ、本気で考えていたの？」

　言われてみれば、テレビで見かける歌舞伎役者はみな髪が短かった。納なつ得とくしたものの、どこか残念な気がしてならなかった。彼もこうしていれば、たいへん今どきの若者だ。

「すみません、わからなくて。言われても、まだ同じ人に見えないくらいです」

「いいんだ、本当をいうと、今日はわからないように来ているんだよ」

　メガネをかけなおして、穂高は言った。

「ぼくの身分は学園生徒だから、こうしていてはまずいんだけどね。知らん顔で、講師の一人で押し通すつもりなんだ」

　生徒に見えないという点は、泉水子も自信をもって保証できた。どこから見てもすでに社会人だ。黙だまっていれば、大学生より老成して見えそうだ。

「ないしょなんですか」

「仄香以外の生徒にはね。みんなに知られると、めんどうが多い」

　穂高は、まだ話し合っている委員会の生徒たちを見やった。

「学祭の準備がどんな進行をしているか、ちょっと自分の目で確かく認にんしておきたくてね。とはいえ、今月は授業に出ている暇ひまがないし、今日もゆっくりできるわけじゃない」

　泉水子はおずおず申し出た。

「如月さん、ちょっと事情で来ていないんですけど、わたし、呼んできましょうか」

「いいんだ。仄香は承知している」

　ふと気づいたように、穂高は泉水子を見た。

「めったにない機会だから、いっしょにお昼でもどう？　こんなにすぐ、鈴原さんの顔が見られるとは思わなかったよ」

　泉水子がまだ何も言えないうちに、彼はおどけて声をひそめた。

「ぼくが誘ったことは、仄香にはないしょだよ。あの子、へそをまげるとけっこう怖こわいんだ」

（……ああ、そうだった）

　セミナーハウスで目にした、人が変わったように高こう揚ようした仄香の表情が浮かんできた。あのとき、泉水子も、無意識のうちにさとっていたはずなのだ。

（如月さんには、この人がいたというのに。わたしったら何を考えていたんだろう……）

　急に気が楽になった。その勢いだったのか、泉水子は穂高にうなずいていた。

　真響とお昼を食べるのは無理だと、見切りがついてもいたのだ。村上穂高は、泉水子がめずらしく緊きん張ちようしないですむ男性だった。今回も、最初はめんくらったものの、そう感じた部分がよみがえってきた。食事を同席するくらいはできそうだった。

　それでも泉水子は、穂高が構内のカフェテリアへ向かうと思っていたので、正門へ向かうことにはびっくりした。

「外に出るんですか」

「きみだって週末くらい、よその店で食べてみたいでしょう」

「時間、だいじょうぶかな……」

「平気だよ、車がある」

　駐ちゆう車しや場に停とめてあるシルバーの乗用車は、泉水子には車種など見分けられなかったが、大きく高級そうに見えた。おまけに、運転手が前に座っていた。泉水子が送おくり迎むかえしてもらった野々村とはちがい、正しよう真しん正しよう銘めいのおかかえ運転手だということが、やりとりのふんいきから察せられる。

（……梨り園えんの人って、ずいぶんちがうんだ……）

　気が引けると思いながらも、今さらことわるわけにもいかず、泉水子は幅はば広びろのシートに乗りこんだ。







　あっというまに、高たか尾お山さんのふもとに着いていた。

「せっかくこちらへ来たのに、おいしい蕎麦そばを食べなくちゃね」

　登山口前のにぎやかな通りには、蕎麦そば屋やがいくつも立ち並んでいる。車を降りた穂高はそう言い、泉水子は、身のまわりに蕎麦好きが多い気がして、なんだかおかしくなった。

「この前、戸隠でも、有名なお蕎麦を食べてきました」

　泉水子の口調が得意げに聞こえたのか、穂高も笑った。

「じゃ、食べくらべができるってものだね」

　通りの一いつ軒けんに入り、ざるとろろ蕎麦を注文する。泉水子も、あれこれ迷わず同じものをたのんだ。

「昔、山さん岳がく修行者がいた場所には、今でも蕎麦文化があるそうだよ」

　さりげない話題として、穂高が言った。

「山で修行をする人々が、木もく食じきといって、五穀断だちをしたからだ。人間が耕作した穀物を、修行中に食べてはいけないんだ。けれども、蕎麦は五穀のうちに入らないからね。蕎麦そば粉こは、湯で溶とくだけでも栄養がとれるし、旅人の食しよく糧りようとしても重宝しているものだった」

　配はい膳ぜんされた器うつわを見ながら、泉水子も言った。

「それなら、とろろも……煮になくていい食べものでしたね」

「そうだね、もとは自生の山の芋いもだね」

　しばらくは、二人とも賞味することに専念した。それから、泉水子は思い切って聞いてみた。

「先輩が、わざわざ正体を隠かくして様子を見に来たのは……判定者だからですか？」

　穂高は顔を上げ、ほほえんだ。

「まあ、そういうことだね。彼らがどんな地固めをしているのか、感かん触しよくとして知っておきたかったんだ。仄香はよくやっているが、伝え聞きでは限度があるから」

「地固め？」

「鈴原さんは、何も気づいていないの？」

　逆にたずねられて、泉水子はためらった。どのあたりのことを指しているのか、まだよくわからなかったのだ。すると、穂高は言葉を続けた。

「夏いっぱい学園に足を踏ふみ入れなかったから、ぼくは、来てすぐに気づいたよ。キャンパス内は、ちゃくちゃくと場が整えられている。毎日接していると、少しずつだから気づかないかもしれないが」

「……彼らというのは、高柳くんたちのことを言っています？」

　穂高はそうだと明言しなかった。けれども、表情からは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。くちびるを結んでほほえむ。

「宗田真響が、ずいぶんがんばっているみたいだね。だから、今日はそのあたりの拮きつ抗こうを見に来たというところかな。もちろん、きみはどうしているかなとも思っていた。宗田さんの味方についているそうだが、それは、よく考えてのこと？」

　泉水子はうなずいた。

「考えました。真響さんがそうするだけの事情についても、今では聞いています」

「きみをどう扱あつかえるかが、宗田さんの勝負の分かれ目かもしれないね。ずいぶん難しい人だから、きみって子は」

　穂高はおもしろそうに言い、泉水子はまばたきした。

「難しいですか？」

「当然だよ、まるで隠し財宝みたいな人だ」

　片手で何気ないしぐさをしながら、穂高は言った。

「見つけた者は、とほうもない財力を得るかもしれないし、とんでもない災さい厄やくを引き当てるかもしれない。隠された黄金に手を出そうとする者は、たいていドラゴンに襲おそわれたり、ファラオの呪のろいがふりかかったりするものだよ」

　冗じよう談だんが言いたいらしいが、泉水子は受け取り方に困った。少し考えてから言った。

「真響さんが、扱いの難しいものを抱かかえていることはわかります。わたしのことじゃなく、彼女の身内のことですけど。だから、力になってあげたいんです」

「ちょっと変わったね、きみは」

　向かい合った泉水子をながめて、穂高はふいにたずねた。

「パートナーは元気？　あの、態度のずいぶん生意気な……名前は何て言ったかな」

　泉水子は思わず身を引いた。

「どうしてそこで聞くんですか」

　穂高はぷっと吹き出した。

「いや、笑うつもりじゃなかった。失礼、きみのこと、もっとぼんやりした女の子かと思っていたよ。いい傾けい向こうだ」

　理由のわからないことで笑われたくなかった。泉水子は上目づかいになった。

「相楽くんだったら、今もたいへん元気で、今もたいへん生意気だと思います。それがどうかしました？」

「どうもしないけど、彼は財宝を隠しておけそうにないなと思ってね。間からこんなに輝かがやきがもれている。今にもだれでも探し当てられそうだ」

　彼はやけに愉ゆ快かいそうだった。

「同情はしないよ。ああいう身の程ほど知らずの鼻っ柱は、折られたほうが本人のためだと思うほうだからね。きみも、ずいぶん不相応な相手と組まされているな」

　泉水子はひそかに息をのんだ。

　深行をこきおろせるのは、父の雪政くらいかと思っていた。それほどに、玉倉山ではみんなが深行を優ゆう秀しゆうだと言っていたのだ。抵てい抗こうを感じていたくせに、外部の穂高に言われると、なぜかむっとするものがあった。

「怒おこったのかな」

「いいえ」

「うそだよ、怒っている」

　口調はのんびりしたもので、少しも困っていないのはわかった。

「ぼくは、どこにも肩かた入いれしてはいけない立場だし、立場を越こえて何かをする気にもならない。それでも、ひとりの人間だから、きみが学祭でどうふるまうかには注目せずにいられないよ。ダークホースとしてね」

　ダークホースの意味を、泉水子は知らなかった。けれども、よい意味ではないという気がした。硬かたい声でたずねた。

「穂高先輩は、どうして判定なんかするんですか。判定者になるって、何かいいことがあるんですか」

　学校にいる時間もなく、必要すらなさそうなのに、影かげの生徒会長として鳳城学園に君臨する、村上穂高という人物がわからないと思ったのだ。

「資格はあるんじゃないかな。歌舞伎は、すでに世界無形遺産に登録されている」

　穂高はメガネを押さえ、少し考えてまた言った。

「伝統芸能の家にいるとね、芸の源に思いをはせずにいられないんだ。芸能と神おろしの技わざが、渾こん然ぜん一いつ体たいとなっていた昔のことだよ。その真実が知りたい。歌舞伎は江え戸ど時代にはじまったから、士農工商の身分が確立して、歌か舞ぶ伎き役者はそれ以下の底辺の扱いだった。神とつながることのできる聖なる職を、社会的に見えなくされていたんだ。そして、だれもが忘れ去っていった。悔くやしいだろう」

「先輩は〈見る〉人だから……ですよね」

　小声でつぶやいた。執しつ行こう部ぶの肝きもだめしのことが浮うかんできた。

「あのう、先輩は、神しん霊れいの他ほかにもいろいろ見るんですか。幽ゆう霊れいとかも」

　にっこりして穂高はうなずいた。

「たくさん見比べる人間のことを『審神者さにわ』と呼ぶんだと思うよ。ぼくはそれだ。霊れい障しように悩なやまされず、距きよ離りをとって見ることが得意なんだ。だから判定もできる」

「キャンパス内に、幽霊がいますか？」

　泉水子はとっさにたずねていた。唐とう突とつに響ひびいたが、穂高は特にあわてもしなかった。

「前より、居い心地ごこちよさそうだったよ」

「居心地よさそうって──いるんですか？」

　泉水子がぎょっとしているのに、穂高にとっては世間話だったようだ。時計をちらりと見やると、レシートを手にして立ち上がった。

「そろそろ行かないと、講師がつとまらなくなるね。ごちそうさま」







　再び講堂へもどると、開始の二十分ほど前だった。

　会場の席は、まだまばらに空いている。穂高はそのまま演えん壇だん裏手の控ひかえ室に向かい、彼と別れた泉水子は、見やすい前のほうの席に座ろうとした。

　高柳一条が来ていた。

　切りそろえた独特の前まえ髪がみをしているので、見まちがえることがない。他の男子がよれよれのポロシャツやスポーツウエアを着ている中で、きっちりアイロンのかかった半はん袖そでワイシャツにネクタイをしめている。

　彼がどこか和宮さとるに似ている点は、一ひと重えまぶたの切れ長の目の他にも、その、風変わりなほど清潔な身なりにあった。泉水子はどきりとし、ことさら高柳とは離はなれた側に回った。わざわざ声の届く範はん囲いに座る必要はないのだ。

　高柳が講習に来ていること自体は、不思議なことではなかった。一年Ａ組の模も擬ぎ店は、彼が推進役になっているらしい。出し物がぶつかるため、同学年でライバル心を燃やし、Ｃ組側では秘策で出し抜ぬこうとやっきになっている。

　高柳は三、四人の男子とつれだって来ており、しきりに話をしながら開始を待っていた。泉水子には気づいていないようだ。

　遠くの席に座りながらも、泉水子は、しきりに高柳のほうを見てしまった。気にするなと言われても無理だった。

（……べつに、かっこいいと思っているわけじゃない。けれども、和宮くんって、どうしてああいう姿の男の子だったんだろう）

　古い記き憶おくに根こん拠きよがありそうな気がした。だが、それを追求しようとすると、形にならずに消えてしまうのだった。

　目をつぶって、中三のクラスにいた和宮さとるを思い浮かべてみる。

　目立たない生徒だが、ふつうにそこにいた。クラス名めい簿ぼに載のっていないということが信じられなかった。笑え顔がおになると感じがよかった。笑うと急に、人を惹ひきつけるように見えた。

（……あの笑顔が好きだったのかも。心のどこかで甘える気持ちになっていた。脅おどされたときにも強気に出られたのは、結局、そう感じていたせいかも）

　思いにふけっていたので、名を呼ばれて驚おどろいた。急いで顔を上げると、実行委員の二年女子が背をかがめていた。

「鈴原さん、ここにいてよかった。急いで控え室まで来てくれる？」

　あせったような早口だ。泉水子は目をまるくした。

「えっ、どうしたんですか」

「いいから、早く早く」

　せかされるまま彼女に続いた。穂高がやっぱり伝言をたのむとか、その手のことがあるのかと思った。

　しかし、控え室に入ってみると女子ばかりだった。着き替がえがあるため、男女で部屋を分けているのだと気がついた。着付けの講師も女性が三名だ。

　副委員長の折おり口ぐちと数人の委員が深刻な顔を寄せ合っており、その中に真響もいっしょに立っていた。

「あっ、泉水子ちゃん。どこに雲がくれしたのかと思った」

「ちょっと外に出ていて。何かあったの？」

「中等部のモデルの子が、来ないんだって」

　真響の言葉を、副委員長がげんなりした表情で説明した。

「なんかね、中等部の女子たち、内輪でトラブったらしい。まったくミスコンなんかするから。どういうもめ方をしたのか知らないけど、モデルになる子が泣いちゃって、代理の女子数人も泣いちゃって、講習会で人前に立つことなどできないんだって」

「そ──それで？」

　話の方向が見えてきそうで、泉水子は思わず後ずさりした。そのぶん、折口が前に進み出た。

「中等部のお姫ひめ様を立てないわけにいかないの。受講者がたくさんだし、だいたい、パレードを計画するからこういうことになるんだし。それでね、ものは相談なんだけど、飛び入りでもう一人手伝ってほしいんだ。今日のスタッフ、役割分担した後の事態だったのよ」

「でも、モデルをやれとは言わないですよね」

「うん、鈴原さんにやれとは言わない。私がモデルを引き受ける」

　責任感を顔にみなぎらせて、折口は請うけあった。とてもまじめなタイプの女子なのだ。泉水子は少し安あん堵どして言った。

「じゃあ、モデル以外の役でなら、何か手伝わせてください」

　折口はうなずき、泉水子の手に束になったプリントをのせた。

「私、今日の司会だったの。鈴原さんがそう言ってくれるなら、喜んで替かわってもらうよ。台本を読めばなんとかなるから……ああ、でも、進行係の合図によっては、司会のほうでうまく急がせてね。逆に時間が余るときには、アドリブを入れて。講師の人にコメントをもらうとか、会場の感想を聞くとか、適当にやってくれれば……」

　折口の言葉を聞くうちに、泉水子はめまいがしてきた。結局は、うつむいて問うことになった。

「……あのう、モデルは、しゃべらなくていいんですか？」

「もちろん、解説したり質問に答えたりするのは、まわりの人の役目だよ」

「……モデルをやらせてください」

　折口はにっこりし、あっさり台本を引き取った。

「そうだよね、それが一番いいよね」

　何となくはめられた気分におちいる泉水子のもとへ、真響が寄ってきて、小声でたずねた。

「だいじょうぶ？　心がまえしていなかったでしょう」

「うん、ちょっと、どうしていいか……」

　真響は眉まゆをひそめ、泉水子が思う以上に真しん剣けんな口ぶりだった。

「仕し掛かけられたとは、ちょっと考えにくいけれど、それでも何かあるかも。泉水子ちゃんまで引っぱり出すとは」

　泉水子は彼女を見つめた。

「何かあるって、たとえば？」

「だれが高柳の仲間で、だれが陰おん陽みよう師じか、よくわからないということよ。実行委員の中にいてもおかしくない。早川委員長がそうでないとも言い切れないし」

　声を小さくしたまま真響は言う。

「だから、泉水子ちゃんもよく気をつけて。はっきり言えないけど、なんだかいやな感じがするの。私たちをみんなの目にさらして、手の内を探さぐってくる魂こん胆たんかもしれない」

（……まさか、穂高先輩にその意図が？）

　泉水子は不安に胸が鳴った。だが、村上穂高は、どこにも肩入れしない立場だと言ったはずだった。高柳一条のために仕組むのはおかしい。

　真響は周囲に目をやると、ふつうの声こわ音ねにもどって言った。

「泉水子ちゃん、打ち合わせに出ていないから、あせっちゃうでしょう。でも、私たちは最初から会場に出なくていいんだって。控え室で着付けをすませて、完かん璧ぺきに仕上げた例として、終わりごろに登場するの。途と中ちゆうの説明には、会場から実演の希望者をつのるって。ただし、出ていった後は、やたらにみんなに写真を撮とられまくると思う。そこのところは心したほうがいいと思うよ」

　他人の耳を意識しているかのように、真響は続けた。

「両国先せん輩ぱいが、はりきっちゃって大変。公然とカメラをかまえる、めったにないチャンスだものね。一眼レフのデジタルがどうのこうのって、昨日からやたらに熱かった。だから、泉水子ちゃんも、先輩のカメラには気持ちよくつきあってあげてね」

　着付けの女性がやってきて、真響もそれ以上話せなかった。開始時刻になっていた。折口とスタッフと講師の一人が、顔つきを改めて控え室を出ていく。

　三十代くらいのショートカットの女性は、泉水子を見やってうれしそうに言った。

「あらあ、髪かみ、長いのねえ。今日はよろしくね」

　なぜか、ぞっとした。

　初対面のとき、高柳も、開口一番に髪の長さを言ったではないか。泉水子がひきつった笑みを浮かべると、彼女は続けた。

「お肌はだもきれいで助かったわ。あなたがたの年頃ごろには、吹ふき出ものがあっても恥はじることじゃないけど、時代物メイクはどうしても濃こくなるから、後で肌のトラブルが起きない人が助かるの。あなた、いいモデルだから自信をもってね」

　気持ちを和やわらげようと言ってくれたようだが、泉水子はおののくばかりだった。

（お化け粧しようまでするんだ……衣装をつけるだけでなく）

　穂高のもとで、仄香に化粧をほどこされたとき、憑ひよう依いする姫神が出現したのだ。冷や汗あせがじわりとわき、のっぴきならない事態だと思えた。

（わざと、姫神が現れやすいようにことをはこばれた？　でも、そんな、まさか……）

「あなたの場合、地毛でも通用しそうな髪の長さだけど、『鬢びんそぎ』をつくるわけにいかないから、やっぱり鬘かつらを被かぶってもらうね。鬢そぎって知ってる？　あごの両わきのあたりだけ、短くするの。着物の前身ごろにかかる髪もね。それが、平安時代から続く垂れ髪のスタイルなのよ。地毛が長いほうが付け毛によくなじむから、自然な感じに仕上がると思うよ」

「あの、このままでも、鬘でどうにかなりますか？」

「それは無理無理。ほどいてもらわないと」

　女性はきびきびと言い、机にメイクの用具を並べだした。他意があるようには見えないが、泉水子は暗あん澹たんとせずにいられなかった。

（どうしよう……）

　この場の迷めい惑わくなどかえりみず、逃にげ出してしまおうかと本気で考えた。不ふ穏おんな感じがすると、真響でさえ言っていたのだ。何ごともなく終わるはずがない。

「それじゃ、まず単衣ひとえに着替えて、それからメイクをしましょうね」

　長方形にたたんだ肌はだ着ぎと色ものの単衣、その上に着る白っぽい小こ袖そで、下した紐ひも数本と細帯をもってきて、着付けの女性が言う。泉水子には絹地の小袖さえ、禍まが々まがしいものに見えた。けれども、控え室を飛び出そうとする泉水子を、押しとどめるもう一人の泉水子がいた。

（……だめだ、簡単に泡あわをくってはだめ。わたしがしっかりしなければいけないんだ。自分の力で自分を抑おさえられないと。そうだ、護身をしなくては）

　ようやく気がついた。こういうときこそ護身の力が必要なのだ。見えない者からの護身、見えない姫神からの護身、見えない自分の弱さからの護身。

　大きな身ぶりはできなかったが、泉水子はとりあえず右手の指で早九字を切ってみた。

　臨・兵・闘・者・皆・陣・列・在・前

（できるよね、わたし。今のわたしに自信をもてるよね……）

　暗示をかけるように言いきかせる。少し落ち着いてきたようだった。逃げているばかりでは、いつまでも自分を信用することさえできないのだ。

　気をしずめて真響を見やると、彼女は部屋の向こうで早くも単衣に袖そでを通しているところだった。泉水子は息を吸いこみ、意を決して着ていた制服を脱ぬぎはじめた。
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　頭が重かった。

　長い垂れ髪の鬘は、額の生えぎわからきれいになじみ、まるで自前の髪のようだが、余分な髪の重みに頭を押さえつけられる。そして、着物の重量といったら人間が着るものとも思えない。

　これは、着せられた泉水いずみ子この感想だが、それでも戦国時代ともなると、平安朝のお姫様よりずっと簡略化が進んでいるそうだ。十二単ひとえのようにやたらに着重ねるのは、室むろ町まち時代からやめており、間あい着ぎと呼ばれる白小袖に豪ごう華かな打うち掛かけをはおるだけですむ。袴はかまもはかなくなっている。

　白小袖は、錦にしき織おりの細帯を前結びにして垂らすもので、江え戸ど以降の着方とはだいぶ異なっていた。身ごろをゆったり着付け、締しめつけず、後ろに大きな帯結びを背負わずにすむのはとても楽だ。ただし、金きん襴らん緞どん子すの打掛がばかにならなかった。急に身動きがとれなくなる。

　紅べに地に金きん箔ぱく擦すりの蔦つた模様、雲取りに多た彩さいな草花と亀きつ甲こうを織りなした打掛を着せかけられ、泉水子は重さに目を白黒させたが、着付けの女性は自画自賛で褒ほめたたえた。

「うわあ、きれいきれい。これまた百点満点の出来ばえねえ」

　最後の仕上げとして、泉水子に扇おうぎを持たせる。

「この扇は、雪洞ぼんぼりと呼ぶの。当時のお姫はたしなみでいつも持っていたのよ。指図をしたり人を呼ぶときとかにも、この扇を使うの」

　たしかに、扇を手に持つと、急に自分も時代人になる気がした。神楽かぐら舞まいと同じだ。どっちつかずだった気持ちが収まり、しゃんとするようだ。

　ここまで仮装をしてしまうと、鏡に別人が映るのは当然なので、泉水子はかえって驚おどろかずに鏡を見つめた。

　顔の表皮も一枚厚くなっているようだ。眉がわからなくなるくらいファンデーションを塗ぬりたくったのだから、無理もない。戦国仕様の眉は、実際の眉より上のほうに薄うす墨ずみ色いろに描えがいてあった。それだけで、自分の顔ではあり得ない。くちびるはもちろん鮮あざやかな紅。これも、前に経験したよりいっそう赤く、白く塗った肌とのコントラストになっていた。

（……鈴すず原はら泉水子はどこかへ行ってしまったみたい……）

　そう思ってしまうところに、落とし穴もあるのだろうと、ひそかに考える。これで自分を見失ってはならない。中身は同じものだということを、強く意識し続けないといけないのだ。

　真ま響ゆらの着付けをしていた女性が、部屋の向こうから声をかけた。

「ずいぶん念入りだったねえ。もう、けっこう時間いっぱいだよ」

　はやすような口ぶりからすると、そちらはとっくに仕上がっていたようだ。余よ裕ゆうのなかった泉水子は、そのとき初めて顔をふり向け、姫ひめ君ぎみ衣装を着付けた真響を目にした。

「真響さん、すてき」

　思わず声を上げてしまった。彼女の打掛は地の色が薄うすい紫むらさきで、泉水子のものとはまた趣おもむきが異なったのだ。

　藤ふじ紫むらさきの錦織りは、若緑、ピンク、金糸銀糸の花鳥模様を取り交ぜてあり、泉水子の打掛より落ち着きと優ゆう雅がさでまさっていた。泉水子は、比べると自分は赤い金魚になったか七五三をしているような気がした。

（何をどうしても、真響さんは美人だな……）

　お姫ひめ様は似合わないと、本人が言ったのは大うそだった。鬢そぎ垂れ髪の鬘は、真響の顔立ちに驚くほど映はえている。背も高い真響なので、裾すそを広げた打掛姿がいっそう堂々と見え、生来の気品と言っていいのだろう、みながそこにひれ伏ふして、指図を待ちたい風ふ情ぜいがあった。
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「すごく、本物っぽい……」

　真響がアイドル顔をもっているにしても、媚こびた美しさではないことが、本質として抽ちゆう出しゆつされているように思えた。真響の姫君は、いざとなったらためらわずに薙刀なぎなたを振ふり回しそうな気配があり、いかにも戦国時代にふさわしく見える。

「そんなこと言って、泉水子ちゃんだってすごく似合っている。みんな、きっと、見たらびっくりするよ」

　赤いくちびるでほほえんで、真響は言った。

「だけど、これ、まる一日着ているとそうとうつらいね。つくづくよかった、私、当日にこんな衣装を着る人じゃなくて」

「うん、それはそう思う」

「何なの、あなたたち。それなら、学祭の当日はどんな恰かつ好こうをするの？」

　着付けの女性が知りたがり、黒子の衣装と聞いて吹き出した。そのときには、早くも進行係がドアを開け、出る用意をしてくれと告げにきた。

　裾を引きずる打掛に苦労して、のろのろと廊ろう下かに出た真響と泉水子だったが、男子をひと目見て、自分たちがどれほどましかを思い知った。鎧よろい兜かぶとを着込んだ男子は、それどころではなく身動きできない様子だった。

「や……やあ」

　後ろを向くのもつらそうに、ぎこちなくこちらに向きなおった人物は、早はや川かわ佳よし樹き委員長だ。突とつ拍ぴよう子しもなくそそり立つ黄金色の兜かぶとを被っている。正面から見ると、兜の突とつ端たんは先細りの三角だが、横から見ると長四角に平べったい。高さは、顔の三倍はありそうだった。たぶん、講堂の出入り口もつかえてしまうだろう。

　着ている鎧よろいも黄金色の小こ札ざねを並べ、白っぽい糸で綴つづってあった。兜のしころのあたりには、白くふっさりした動物の毛をあしらっている。金と白のまばゆい姿と言ってもいいが、どう見ても珍ちん妙みようだった。

　女子二人が目を見はっているうちに、早川は明るく顔を輝かがやかせて言った。

「おおっ、やっぱり目の保養になるな。お姫様たち、思ったとおりだ。これは会場が華はなやぐぞ」

　真響があやしみながらたずねた。

「早川先輩、その兜、ゲームキャラか何かですか」

「何を言うんだ、これは、正式に前まえ田だ利とし家いえのものだよ」

「歴史的に？」

　少し威い厳げんを見せて、早川は胸をそらせた。

「このユニークな兜は、熨の斗し烏え帽ぼ子し型というんだ。加か賀がの砂金を使って、財力をアピールしたそうだ。前田利家は、武将の中でも長身のほうで、その上にこの兜を被ったものだから、やたらと目立って戦場のカリスマになったわけだ」

「……兜って、五月人形でよく見るやつだとばかり思っていました」

「五月人形の定番は、源平時代の兜だろ。戦国ともなれば、西洋甲かつ冑ちゆうの知識だって入ってくるんだから、個性的な奇き抜ばつさを競きそうんだ。もう少し伝統を重んじる鎧兜なら、あっちに上うえ杉すぎ謙けん信しんがいるよ。中等部のやつ」

　篭こ手てをはめた手で男子控ひかえ室を示してから、早川は言った。

「そういえば、中等部の女子が来なかったって？　宗そう田ださんはわかっているけど、もう一人のお姫様はだれかな。ごめん、名前聞いてもいい？」

　真響が、お姫様の眉まゆでもよくわかるくらい、顔をしかめた。

「先せん輩ぱい、それ、ひどすぎです。執しつ行こう部ぶで何度顔をあわせているんですか」

「……ということは、もしかすると、鈴原さん？　ええっ、冗じよう談だん抜ぬきで、きみって鈴原さん？」

　取りつくろいもせずに驚く早川だった。泉水子は思わず上目づかいになった。

「突とつ然ぜんたのまれて、こちらも、すごく困ったんですけど……」

「あっ、いやいや、気を悪くしないでくれ。すぐに思い浮うかばなかったくらい、それほど華か麗れいに変身して、見ちがえるようにきれいだという意味だよ。引き受けてくれたこと、恩に着るよ」

　早川はけんめいに弁解し、その他ほかにもいろいろ褒めたたえたが、どうも上っつらな言葉に聞こえて、泉水子は適当に聞き流した。彼の調子のよさに憤ふん慨がいするものの、驚いたりあせったりの早川の態度は、それが演技には見えなかった。この人物が陰おん陽みよう師じに一枚かんで、何かたくらんでいるとは思えない気がする。

（それなら、やっぱり、穂ほ高だか先輩のほうなんだろうか。如月きさらぎさんが来なかったことも気になるし……）

　穂高の姿は見えなかった。すでに表会場に出ているのかもしれなかった。手間どっていた謙信鎧の生徒が、ようやく控え室から出てきて、最終モデルたちは一団となって講堂の会場を目ざした。







　会場のドアを開けるなり、生徒たちの私語がわんと響ひびいた。

　ホール内では、最初に並べたいすをくずし、六カ所くらいで囲んだ実技研修になっていた。床ゆかに座ったり立ったまま見ている生徒も多い。つれだってあちこち歩きまわり、見物する生徒もいるようだ。

　金色具足の早川が一番にドアをくぐったため、生徒たちはたちまち、波は紋もんが広がるようにこちらに顔をふり向けた。近くの女子の甲かん高だかい歓かん声せいもわき上がる。

　泉水子は四人の最後になったが、村むら上かみ穂高を探していたため、その姿を真っ先に見つけ出した。彼は着付け指導の輪におらず、モデル登場を待つように入り口近くに立っていた。

　そして、穂高と向かい合って、話を交かわしていたらしい深み行ゆきが立っていた。

　長身の深行は、穂高と同じかわずかに高い背せ丈たけだ。そのせいばかりではないだろうが、あかぬけた先輩と並んでいても、一年らしく恐きよう縮しゆくしていない。今日はポロシャツ姿だが、やけに生意気そうだ。

（どうして、深行くんと……）

　もちろん、二人はとうてい仲よしには見えなかった。距きよ離りをおきたがっている内心が、こちらにまで伝わってくるようだ。けれども、彼らは泉水子を目にした瞬しゆん間かん、同時に息をのんだ。そこだけは妙みようにシンクロしていた。

　だてメガネの穂高は、メガネの真ん中を押さえて半笑いの笑え顔がおを浮かべ、小声で言った。

「……これはこれは」

　深行は何も言わなかった。彼の表情は、完全にその場で凍こおりついていた。

　泉水子は、深行が恐きよう怖ふしたときの顔を、このとき初めて見たと思った。

　深行は、とりたてて神しん霊れいを扱あつかう能力を持っていなかったし、そういう生まれ育ちではないと、本人が明言している。けれども、そのわりに、身近にそれらが暴れているときにも、なんだか恐おそれずにいるのだった。ごくふつうの感覚をもつ人間にしては、度胸よく応じる点で独特だったのだ。

　けれども今、深行が震しん撼かんしているのがよくわかった。彼は、泉水子を見て心底怯おびえたのだ──姫ひめ神がみの出現に。

（そんなに、化けものを見るときの目つきで見なくたって……）

　胸がうずくと同時に、どこからか憤いきどおりがわいてきた。自分がどれだけ無む茶ちやで際きわどいことをしているか、ひそかに自覚しているぶん、よけいに腹が立ったのだ。

　頭をそらせて深行をにらみ、ささやいた。

「心配しなくても、なりかわってなんかいないよ。みんなの前でなったりしないもん」

　そのとき、折おり口ぐちが威い勢せいよくマイクの声を響かせ、最終モデルの紹しよう介かいに入ったので、それ以上話す暇ひまはなかった。顔をそむけたきりで、泉水子は前を行く上杉謙信にけんめいに続いた。

　金ぴかの早川委員長は、折口のマイクを奪うばって一席ぶつパフォーマンスを見せたが、あとのモデルはそこまでしなくてよかった。高等部と中等部に分け、講師たちの説明と生徒の質問を受ける。泉水子の周囲に詰つめかけたのは、中学生ばかりだった。

　中等部の制服は、高等部とは色合いが異なるので、大おお柄がらで大人っぽい生徒がいても見まちがえることはない。肩かたを寄せあう生徒たちは、半はん袖そでワイシャツやブラウスが白で、スカートや学生ズボンは紺こん系チェックとグレー系だった。冬服に着るブレザーの色も紺だったはずだ。ほぼ全員が制服で参加し、ゆるい体操着などではこの場所に来られないあたりも、いかにも中学生にふさわしかった。

　そして、彼らの大多数が、鮮やかな色とりどりの携けい帯たい電でん話わやデジカメを手にしていた。

　休日開かい催さいなので、課業中は禁止の携帯電話もオーケーらしい。集まった瞬間からしきりに最終モデルを写しはじめる。まばたきのようにフラッシュが飛び交かい、泉水子にはほとんど前が見えないありさまだった。

　目を伏ふせていると、あの人だれ、知らない、あれ、だれだろう──という会話が、そこここで交わされているのをいやでも意識した。宗田真響を知らない生徒はいないが、泉水子は高等部から入った上にまったく目立たず、ノーマークだったらしい。

（でも、これで、関係ない人にまで顔を知られてしまう。こんなことにしゃしゃり出るなんて、わたし、どうかしていたんだろうか……）

　真響に心づもりするよう言われたが、それでも泉水子は、カメラマン役の生徒がいる程度に考えていたのだ。これほどだれでも写真を持ち帰れるということを忘れていた。カメラをかまえない人のほうが少なく見える。不安が胸をしめつけてきて、泉水子は急いで考えた。

（だいじょうぶ、護身ができる。今のわたしは護身法を知っている……）

　臨のぞめる兵へい、闘たたかう者もの、皆みな、陣じん列つらねて前まえに在あり。

　この呪じゆ文もんはたぶん、自分を守護する者が一同に、臨戦態勢で危機との間に立ちふさがった……というほどの意味あいだろう。泉水子にとって、兵と呼べるものが何かはいまだにわからないが、たしかな防ぼう御ぎよ力を信じる心がものを言うのだ。

　後は、マネキン人形になったつもりで、ひたすら終しゆう了りよう時間を待つしかなかった。ファンデーションで顔の皮が一枚厚いことは、固まった表情を続ける上では便利だった。突つきささる視線もいくぶんやり過ごすことができるようだ。

　講師と生徒のやりとりにはほとんど耳をかさず、泉水子が耐たえるのみで立っていると、そばでだれかに小声で名を呼ばれた。

「鈴原さん」

　はじめて観衆を見やると、ジャージをはいた両りよう国ごく瑞みず彦ひこが小太りの体で中学生を押しのけ、にこにこしながら立っていた。その手には、他の生徒よりひとまわり大きなカメラをかかえている。

「いやあ、最初、だれかわからなかったですよ。宗田さんに聞いてすっ飛んで来ました。なんてラッキーな講習会だろう、宗田さんばかりか鈴原さんまでモデルとは」

　見知った顔が心安く、泉水子はほんの少し表情をゆるめることができた。

「ラッキーじゃありません。しかたなくです」

「ぼく自身がラッキーなんですよ。写真撮とってもかまいませんよね？」

　今さら言われてもと思いながら、泉水子はうなずいた。

「でも、わたしなんかより、宗田さんを心ゆくまで撮ってきてください」

「正直なところを言うと、もう一度鈴原さんを撮りたくてしかたなかったんです」

　両国は、大きなレンズをいじりながらうれしげに言った。

「一眼レフは、見たものと写したものが一番同じに撮れるんです。ファインダーでのぞく鈴原さんって、驚おどろくくらい別人なんですよ。今もますますそんな感じだ」

　泉水子は小さくどきりとしたが、別人が写っているなら、それでもいいかと考えなおした。両国が気のいい男子で、筋金入りの真響信者だとわかっているので、あまり警けい戒かい心しんがおきなかったのだ。

「うまく撮れそうだ。鈴原さん、今日、本当にきれいですよ」

　彼が心をこめて言うと、裏のない言葉に聞こえて、泉水子は思わず肩の力を抜ぬいた。なぜかしら素す直なおに、きれいかもしれないと思えたのだ。これほど美しい衣装を身につけながら、ひとかけらも楽しんでいなかったことに急に気がつく。そのせいか、両国のカメラのシャッターは、一番不快でないような気がした。

　その後の時間は、何のアクシデントも起こらずに終了した。生徒の多くが、この着付け講習会をおもしろがったことは明白だった。司会がしめくくった後にもモデルを離はなさず、自分たちの記念写真を撮りたがる者が多い。真響と泉水子は、それでも鎧よろい姿の男子よりは早くに控え室に逃にげこんだ。

　脱ぬいだ衣装の保管のしかたや、メイクの正しい落とし方も、ある意味講習の一部ではあるので、泉水子たちはそれから一時間以上も解放されなかった。けれども、無事に講習会が終わってみると、急の大役をこなしたという満足感も少しはわいてきた。

　もとの制服を身につけ、髪かみをきっちり編み下げる。淡あわいブルーの半袖ブラウス、グリーン系タータンチェックのスカート、綿のオフホワイトの編みベスト──これらを着るのは当たり前になっていたが、中等部の制服に囲まれたせいで、入学して初めて着たときのうれしさを、ひさびさに思い出した。

　真響とともに、せいせいしたと言い合いながら控え室を出ると、玄げん関かんロビーで両国瑞彦につかまった。彼は非常に満足げだった。

「中学生の連中に、えらい勢いでモデルのクラスと名前を聞かれましたよ。ぼくは役得でした。鈴原さん、これからは中等部のファンが増えますよ」

「そんなこと」

　たじろぐ泉水子をよそに、真響が胸をはった。

「当然でしょう。今回のレベルを胸に刻んで、ミスコンとかは中止すればいいのよ」

「無理だよ、そんなの」

　泉水子は言ったが、真響は両国と別の話に移っていった。あまり日本史研究会に関かかわるそぶりを見せない真響だが、今でも日本史研究会の裏の顔、ＳＭＦ（宗田真響ファンクラブ）の中心に位置することに変わりはないのだ。陰かげでは、内部のあれこれの話題に通じているらしい。

　少しだけ待って、話が終わりそうにないので、泉水子は先に講堂を出ることにした。かなり精神的に疲ひ労ろうした気分でもあったのだ。

　短い石段を下りようとした泉水子は、出口わきの人ひと影かげのなくなった場所に、コンクリート塀べいにもたれた深行がひとりで立っているのに気がついた。

（……わたしのこと、待っていた？）

　たとえそれが、今日の次し第だいを辛しんらつに言うためだとしても、自分を待っていたのだとわかると、泉水子は急に気持ちが明るくなった。村上穂高の姿は見えない。今日も長くはいられないと言っていたのだから、それも不思議ではなかった。あのシルバーの高級車で都心へ帰っていったのだろう。

　深行は、泉水子が出てきたことに気づくと、長いお下げ髪がみを目にして、あからさまにほっとした顔つきになった。その様子を見た泉水子自身も、今はじめて、極度に緊きん張ちようしていたものがゆるやかに解ほどけていく気がした。

（わたしは、一つ、やりとげたんだ……今日のモデルを、だれにも隙すきを見せずに終わらせたんだ……）







　深行は、執しつ行こう部ぶ男子のつねとして、キャンパス内ではブルーのワイシャツ姿でいることが多かった。だが今は、白地に紺のラインの入ったポロシャツ姿だ。土曜日だから着ないらしい。

　高たか柳やなぎほど極きよく端たんな例でないにしても、寮りよう暮らしの男子にしては、深行もだらしない身なりをしないほうだった。衣類の洗せん濯たく出しを忘れず、汚よごれたものを着続けたりしないのだ。

　そのポロシャツの胸に腕うでを組み、深行は無言のまま、泉水子が近づくのを見守っていた。お世辞にもにこやかな態度とは言えなかった。立場上の社交のためなら、いくらでも笑うくせに、地を出したときにはたいてい笑わないのだ。

　泉水子が先にたずねた。

「穂高先せん輩ぱいと、どんな話をした？」

　深行はようやく口を開いた。

「鈴原が、とんでもないことをしでかしそうだという話だ。ごていねいに、忠告しにきてくれた」

「しなかったのに」

「どういうつもりで、衣装モデルなんか引き受けているんだよ。代わりの女子ならいくらでもいるだろう」

「それは……」

　言いかけた泉水子をさえぎって、深行はかまわずに続けた。

「引っぱり出そうとする連中がいるってこと、わからないのか。学園に来た最初に言っておいただろう、それが何であろうと、見切られた側は負けがこむって。手の内を見られるのは不利なばかりか、攻こう略りやくや攻こう撃げきの対象にもなる。おまえがそうなってしまえば、宗田だって旗色が悪くなる。危ない橋をわたってはだめだ。宗田の味方をしたいなら、姫神はだれにも気取られないようにしなくては」

　黙だまっている泉水子を見やり、さらに言う。

「何ごともなかったからいいようなものの、わざわざ髪をほどいて、やばいとわかっている仮装なんかして、人前に出ることに何の意味があったんだよ。村上先輩でさえ、理解しがたいと言ってたぞ。セミナーハウスで姫神が出たとき、先輩には、天災並みの危険度だと指し摘てきされてるんだ。そのことも前に言っといたはずだよな」

　下を向いた泉水子は、小声でつぶやいた。

「それなら……彼が仕し掛かけたわけでもないか……」

「鈴原、三つ編みをかんたんにほどくなよ。軽く考えすぎているんじゃないか、最近」

　顔を関係ないほうに向け、深行は少し気まずげに言った。

「三つ編み頭だって、それほど悪くない。変だって言うほどの髪かみ型がたじゃないだろ。安心できるほうがよっぽどいい」

　考えこむ顔つきになった泉水子は、お下げ髪の一方を手にすくい取ると、編み込みをゆっくり指先でなぞった。それから言った。

「……ふうん、悪くないか。ずいぶんきゅうくつな頭だと思うが、新しん鮮せんな感覚ではある。これまで一度もためしてみたことがなかったはずだ。わたしにとっては、こちらのほうがよっぽど仮装だがな」

　深行がけげんそうにふり向き、口を開け、そのままになった。言葉が出てこない。

　泉水子の表情は、いつもの泉水子のそれではなかった。お下げ髪を払はらいやると、今度はチェックのスカートのひだを指でつまみ上げ、前と後ろを楽しそうに見やる。

「髪はきゅうくつだが、足がみごとに自由だな。これはいい、どこまででも歩ける」

　深行の声がかすれた。

「うそだろう……どうして……」

「決まっているだろう。ああ、気分がいい。ようやくここまで来ることができた」

　彼女はすがすがしく顔を上げて言った。もはや、疑ってかかるのもむなしかった。

　そこに立っているのは、泉水子ではなく姫神だった。

「……どうしてこんなことになるんだ。髪も今までと同じに編んでいるのに」

　じりじり後ずさりながら深行が言うと、姫神は目を三日月に細めた。

「紫ゆかり子このかけた暗示は、ほどけはじめている。泉水子は、もう、それほど単純な子どもではなくなってきている。今後は、自助努力がためされるということかな」

　ほほえむ顔をまじまじと見つめたが、それは心からの笑いではなかった。瞳ひとみの奥は冷ややかで、笑え顔がおはむしろ恐おそろしげに見えた。深行は背筋が寒くなった。

「あなたが鈴原に憑つくことを、まわりの者には、もう防げなくなったという意味ですか」

　姫神はまつげをまばたかせ、興味深げに深行を見つめた。

「そなたは、こうして、わたしに出会えたことがうれしくないの？　わたしが出てくると、たいていの者はありがたがってくれるのに」

　ささやく声こわ音ねは、泉水子のくちびるから発しているのに、泉水子の声より低く響ひびく。深行はたじろぎながらも、ようやく踏ふみとどまって言った。

「おれは、今のところ、鈴原でまにあっているんですけど」

「遠えん慮りよはしなくていいぞ」

　相手はずんずんと歩み寄り、あごを突き出した。いたずらっぽい表情だった。

「わたしが天災かどうか、自分でためしてみるといい。本当のわたしはどういうものか、知りたくはならないの？」

「ここは学園内です。ほかの生徒もそばにいます」

　深行は答え、思い出してたずねた。

「この前、セミナーハウスで会ったとき、ここには結界がないからすぐに帰ると言ってましたよね。今度もすぐ、帰るんですよね？」

「あのときはあのとき、今は今だ」

　姫神はあしらい、哀あわれむような目つきで続けた。

「泉水子に護身法を教えた張本人が、何を言っている。前のわたしには、まだ紫子のつくった結界が必要だったが、今ではその制限がない。ある意味、わたしが本当にこの学園に来たのは、これがはじめてと言ってもいい」

　深行は黙りこむしかなかった。山やま伏ぶしたちがけっして教えなかった九く字じを、泉水子に教えたのはたしかに自分なのだ。そのせいで、結界のない場所で姫神が自由にふるまえるようになったというなら、事態の責任は、当然ながら深行にあるのだった。

　姫神は、泉水子の右手を顔の前にして、手の甲こうと平を返して吟ぎん味みするように見つめた。

「泉水子の体に、ふつうに同調していられるようになった、今日は記念の日だな。これはわたしの右の手、下々に与あたえるための手だ。十分、わたしになっている……」

　さらに彼女は、逆の手もかかげて、同じようにながめた。

「これはわたしの左の手、天から受け取るための手だ。これも十分、わたしになっている。さて、どちらの手がいい？」

「どちらの手がいいって、どういう意味ですか」

「握にぎるのに」

「あのですね」

　泉水子の顔と体で──しかも、お下げ髪になったままで──言われると、あまりのギャップにめまいがするようだった。

「この学園は、建物の外のみんなにさらされる場所で、あなたが出てきていい場所じゃないんです。ひとまずはもどってください。鈴原と話をさせてください」

「わたしにつれなくすると、神しん罰ばつが下るぞ、相楽さがら深行」

　姫神は怒おこった様子もなく言ったが、深行の発言を一いつ顧こだにしないのはうかがえた。

「自由に動けるのははじめてだから、ちょっと散歩がしてみたいのだ。つきあえ」

「……ひょっとすると、手をつないでキャンパスを歩こうとか、考えていますか」

　おそるおそるたずねる深行に、姫神は平然と返した。

「いやか？　泉水子のふりをすることくらい、わたしにもできるのだぞ」

「ぜったい無理です。それ、すでに不自然ですから」

　深行が強調すると、姫神も今度は少し考えこんだ。

「校内を見学するのは、やっぱり無理があるか。今日は雪ゆき政まさに出くわす恐れもないから、いい日よりだと思ったのだが」

　たしかに雪政は非常勤なので、まず、土曜のキャンパスに顔を見せることはない。深行は思わず姫神の顔を見つめた。

「あなたは、雪政からは、いつも逃にげているんですか？」

「ちょっと、力比べのところもあってな」

　姫神はかすかにほほえんだ。

「まだ、雪政のものになることはできない。それを言うなら、だれのものにもなることはできない。けれども、神ですら、たまには息いき抜ぬきをするものだ。怨おん霊りようのようなものだって、たまの娯ご楽らくは必要としている。それなら、このわたしだって、ときにははめをはずしてもいいだろう」

「あなたは、何者なんですか」

「わたしはわたし。それを神と呼びたい者がいようと、怨霊と呼びたい者がいようと、わたし自身にはあまり関係がない。だいたい、それらが何者か、呼ぶ者にもわかっていないのだから」

　姫神は横顔を見せ、ゆうゆうと言い切った。少しためらってから、深行は切り出した。

「学園には、陰かげの判定者となる者が──審神者さにわと呼ばれる者がいますが、彼は真実を見み抜ぬいているんですか？」

　ふり向いた姫神は、小さな声で笑った。

「質問をはじめたね。わたしから何かを聞き出そうとする者は、わたしの機き嫌げんを取らないといけないんだぞ」

　言葉を返せずにいると、姫神は急に楽しげな声で続けた。

「今日は問題の起きない日だ。そういう日だから来られたのだ。目を持つ者は帰ったし、捕とらえる者には出くわさない。だが、そなたがそれほど心配なら、学園内を歩くのはやめて、どこか外へ出かけよう」

「……外の、どこを歩きたいんです」

　深行はしぶしぶたずねていた。すると、姫神はしばし思いめぐらせた。彼女が口をつぐんで目を伏ふせると、急に泉水子にしか見えなくなるところが、たいへん始末に悪かった。

「そうだな……高たか尾お山さんへ行ってみようかな」

「高尾山なんて、行ってどうするんです。都心と同じくらいの人ひと混ごみなのに」

　すかさず深行が言うと、姫神は流し目で見やった。

「簡単にけちをつけるな。行ったこともないくせに。ちなみに、泉水子は雪政と二人で高尾山に登ってきたぞ、やっぱり土曜日だった」

　初耳の情報に、目をぱちくりさせる深行に、姫神はさらに追い打ちをかけた。

「泉水子は、今日も高尾山のふもとまで行ってきている。例の穂高先輩と二人でだ。それくらいなら、わたしとそなただって、行ってきてもかまわないと思わないか」

（……あいつらめ……）

　深行のむっとした顔を見て、姫神はほほえんだ。

「行く気になったか？」

　答える前に、深行はかすかな人声に気づいた。階段の上を見やると、宗田真響とＳＭＦの両国が、しきりに何か話しながら講堂を出てくるところだった。

　深行が見やるのを知って、姫神もふり返った。

「ああ、真響が来たのか。今日は少し遅おそくなると、ちょっと言っておこうかな」

　何でもなさそうに姫神が言うので、深行はぎょっとした。

「やめてください。すぐにばれます」

「そんなことはない。ここは一つ、泉水子のふりで」

「危ない橋をわたらないでください」

　深行はせっぱつまった思いで、彼らが気づく前に立ち去ろうと、姫神の手をひいて正門へと駆かけ出した。

　どちらの手を握るかということまで、考えるゆとりはなかった。けれども、深行が取ったのは彼女の左手だった。そして、姫神はさからう様子を見せずに、走る深行の後に続いた。




　　　　二




　正門を出たスロープをいっきに駆け下り、深行は立ち止まって相手の手を放した。

　見える範はん囲いには、道を通りかかる人の姿もなかった。背後の正門をふり返ると、真響たちが追ってくる様子もなく、たとえ姿を見せたとしても、ここならすぐに逃げ出せそうだった。

　ほっとして、かたわらの泉水子を見やる。黙って立っていると、お下げ髪がみをした単なる女子生徒にすぎない。だが、悠ゆう然ぜんと浮うかべている笑みが、泉水子の顔に似つかわしくなかった。手を引っぱって走っても、姫神がその体から立ち去ってくれたわけではなさそうだと、かすかに失望する。

　腕うで時ど計けいを確かめると、四時半だった。

「これから行くには遅い時間だけど、本当に高尾山がいいんですか？　行ってもあちこち閉まってますよ」

　深行の言葉に、こめかみに手をやった姫神は、ためすように言った。

「暗くなっても、山上ビアガーデンというのがあるらしいぞ」

　深行は真しん剣けんに頭を悩なやませた。

「……制服で入るわけにいきません」

「着き替がえて行っても、入れるはずがないだろう。冗じよう談だんのわからないやつだな」

　閉口し、腹を立てまいと深呼吸してから、深行はたずねた。

「あなたは、鈴原の記き憶おくをどのくらい共有しているんですか」

「わたしが興味をもったぶんだけ、思い出す気になれば思い出せる」

　彼女はなにげなく、その場を数歩歩きまわった。

「ああ、そうだ。高尾山はやめにして、八はち王おう子じ城じよう跡せきへ行こう。あそこはまわりに人も少ないし、泉水子も暗くなってから歩いている」

「そっちには、ケーブルカーもリフトもありませんが」

「いいんだ。わたしは、歩きたいんだ」

　そう言ってほほえんだ姫神の笑顔は、これまでとちがって、内側からわいてきたものに見えた。泉水子本人との中間くらいの、かなり自然な感じだった。

「もう長いこと、自分で歩き回ったりしていなかった。この足で歩く感覚を、今はもう一度味わっておきたいんだ」

　深行はわずかにほだされた気分になった。その一いつ瞬しゆんは、姫神も泉水子とそう変わらない若さに見えたのだ。

「それなら、急いで行きましょう」

　高尾山の混雑の中へ引いん率そつするくらいなら、どんなにかましと感じるものだった。見る人が少なければ少ないだけ助かる。他人から泉水子と出かけたと見られるにしても、その点では同じだった。

　深行は、夏休みに執しつ行こう部ぶ員いんと向かった道を歩きはじめていた。

　この前歩いたときよりは、ずいぶん汗あせをかかなくなっていた。残暑はいまだに続くものの、朝と晩は急に涼すずしくなりはじめていたのだ。夕暮れが早まっており、空の雲が高いのがわかる。

　モニュメント制作の分担をすっぽかしたという、後ろめたさはまぬがれなかった。週末に一気に進める予定はいろいろあったのだ。バックレと言われてもしかたないが、一刻も早く姫神の気がすむようにして、泉水子を元にもどすことが先決だった。

（まさか、ずっとこのままじゃないよな……そうじゃないと思いたいが……）

　護身法を教えたせいなのかと思うと、深行も胸がざわついた。最終手段として、山伏の助けを乞こうことになるかもしれない。野の々の村むらか、千せん石ごくか──だめなら雪政に。だが、それは、ぎりぎりまで選せん択たくを避さけたいものごとだった。

「黙だまっていてはつまらんぞ、何か言え」

　姫神が遠えん慮りよなく要求した。深行は投げやりにたずねた。

「城跡は上と下にありますが、また山を登る気ですか。けっこう急な登りだったこと、鈴原は知っていると思いますが」

　姫神は確信ありげだった。

「登るに決まっている。今度は本丸まで行ってみるぞ。この前は、行こうと思えば行けたくせに、行かなかったのだ」

「早く言ってくださいよ。おれたち、明かりも何も持っていないのに」

　幸い、まだ道の途と中ちゆうにコンビニがあった。あまりしっかりしたハンドライトは買えないが、持たないよりはましだった。

　姫神はコンビニを出たがらず、店でけっこう時間を費ついやした。ポケットに現金があったのは深行だけなので、そのふるまいに気が気ではなく、なんとか店員の不ふ審しんを買う前に飲みものだけ追加し、店から彼女を引っぱり出した。

「ここへはこの前も寄ったでしょう。今は鈴原だって、そこまでめずらしがりませんよ」

「自分でコンビニへ来るのと、記憶にあるのとは別だ」

　修しゆ験げんの霊れい山ざんで崇あがめられる女め神がみが、コンビニをうろついて惣そう菜ざいやチョコやアイスを物色していると思うと、深行はため息が出た。

「腹がへってますか。おにぎりとか、少しくらいは買えますが」

「いや、おもしろかっただけだ」

　上じよう機き嫌げんで姫神は答えた。その後もずっと、うきうきした様子であたりを見回しながら歩いた。態度、口調、表情が、泉水子とはまったく異なることを除けば、ふつうの女の子をつれているようでもあり、奇き妙みような気分のするものだった。

　しかし、姫神は、泉水子の比でなく要求が多かった。

　相手が彼女を気づかうのは常識で、山道ともなれば、足元に注意して手を引いてもらうのが常識だった。深行は、そのうち、疲つかれたからおぶっていけと言い出されないかとひやひやした。

（……そして、おぶったら最後、取り返しがつかなくなったりして……）

　背中から二度と離はなれなくなった「海の老人」伝説や、赤ん坊ぼうが石より重くなっていく怪かい奇き談だんがとりとめなく浮かんでくる。自分のそばを歩いているのは、それと同じくらい得体の知れないものではあるのだ。

　少しのあいだ黙っていると、必ず何か言えと要求されるのも骨が折れた。そのくせ、こちらの質問にはなかなか応じないのだ。共通の話題などないに等しいので、自然と泉水子のことをたずねるようになるが、それに対してもいい加減にしか答えなかった。

「あなたがそこにいるとき、鈴原はどのへんにいるんですか」

「さあな、興味がないな」

「あなたが憑ついているときのことを、鈴原が思い出すとき、タイムラグがあるのはなぜですか」

「めんどうくさいからじゃないのか」

　そして、しまいには言った。

「わたしは、自分以外の女の話は好かない。些さ細さいなことは思い出したくない。そなた、わたしが雪政の話しか口にしなかったら、そなたはどういう気がする」

「それとこれとは、ちょっとちがう気が……」

「ちがわない」

　姫神はぴしりと返した。

「わたしがせっかく〈今〉を楽しんでいるときに、水をさすな。ここにいるわたしは、一度きりのわたしであって、二度目はない。同じ場所に同じようにもどってくるわけにはいかないのだ」

「もどってくる……？」

　めんくらっている深行にかまわずに、姫神は続けた。

「鳳ほう城じよう学園は新しい。この学園ができたことは、わたしにとっても目新しかった。わたしが仕向ける努力をしたからかもしれないし、希望的観測にすぎないかもしれない。慎しん重ちように扱あつかわなくてはならないのだ」

　そういう度はずれたことを言い出すとき、姫神の声こわ音ねはどきりとするほど低い。とても少女の口ぶりとは思えず、握にぎった手を放して飛びのきたくなる。だが、深行がしばらくこらえて歩いているうちに、ふっと再び、あまり泉水子と変わらないものに思えてくるのだった。

　以前、まだ少年の姿をした和わ宮みやさとると玉たま倉くら山やまの山頂にいたとき、ちょうどこんなふうだった。こちらのもつ印象がしきりにゆらいで、鳥とり肌はだ立だつほど恐おそろしかったり、同年の生徒に見えたりと、少しも定まらないのだ。

　前回、八王子城跡を中の丸まで登ったとき、深行が本丸まで行ってみるべきだと思ったことはたしかだった。修験の僧そうが二人、焼け死ぬまで祈き禱とうを続けたという本丸の天守。姫神がそこを目ざすと言うなら、その場所で何かがわかるのにちがいない。そう考えれば、辛しん抱ぼうして登る価値はありそうだった。

　気候がよくなっているせいか、途中で、山道を下ってくるハイキング客に二、三行きあった。だが、深行たちが中の丸跡あとまで登ったとき、木のベンチの周辺にはだれ一人いなかった。しんと静まり、たそがれの空の明るさだけが刻々と移っていく。

　ぐずぐずしていてもしかたないので、ライトを手にして先へと急いだが、その先は、訪おとずれる人も少ないことが道の具合ではっきりとわかった。格段に歩きづらくなり、道の幅はばも狭せまい。

　深行たちがようやくたどり着いた本丸跡は、思い描えがいたよりも、ずっと暗くて狭い場所だった。

　小さな祠ほこらと石せき碑ひが一つずつ立っていて、本丸跡だと確かく認にんできるが、周囲を雑木林が取り巻き、ふもとの景色は何も望めない。当時はちがっていたのかもしれないが、今は、中の丸付近のほうがよっぽど見み映ばえがするものだった。休きゆう憩けい所のベンチの設置さえあったのだ。

　ここには何もなかった。

　不気味と言ってもいい、木こ陰かげにあるひっそりした場所だ。だが、深行はしばらくのあいだ、この情じよう況きようを恐ろしいとは思わなかった。目的地まで登ったことにただほっとし、汗びっしょりで、祠の石積みに腰こしかけて息をつく。

　しばらく口をきかずにいても、姫神も何か言えと言わなかった。彼女のほうもかなり疲れたようだった。並んで座りこんでいるので、ペットボトルを手わたすと、黙ったままキャップをひねった。

　少し落ち着いてから、やっと姫神に声をかけた。

「本丸まできて、満足ですか」

「そうだな……」

　姫神はつぶやき、腰を上げて数歩前に出ると、上空に顔を向けてあたりを見回した。明かりのそばを少し離れると、表情も見えないほど暗くなっている。だが、ハンドライトを彼女に向けて照らし出すことは、深行でもさすがにはばかられた。

　彼女は、独り言のように言った。

「わたしが思ったとおりだ。ここには何もいない。この城跡に、今、怨おん霊りようと呼べるものが残っているとするなら、わたしひとりだ」

　ほの白いあごの線の浮うかぶ、姫神の表情がわからない。深行は、今になって自分の判断力を疑った。闇やみの中で二人きりになるおろかさに気づくと、急速に汗が冷えていく。

「あなたは、怨霊なんですか」

「わたしにも、よくわからないのだ。呼びたければそう呼んでもかまわないが」

　怨霊の定義は何だったかと、深行は必死になって考えた。

　怨霊とは……恨うらみをもって死んだ人間の霊れい魂こんのことだ。

「あなたは、死んだ人間ですか」

　けんめいにつばをのんでの問いに、姫神はかわいらしくあっさりうなずいた。

「うん」

「無念の死だったんですか」

　姫神は、まだ座っている深行を見下ろした。だが、やはり表情まで判別できなかった。

「無念でないはずがなかろう。わたしは、自分自身で人類を絶やしたのだから」

　簡単についていける話題ではない。深行は返事ができなかったが、以前セミナーハウスに現れた姫神も、人類を滅ほろぼしてしまうだろうと語っていたことを思い出した。一いつ貫かん性はあるのだ。

「わたしは、自分の種を見放して、自分とともに滅ぼした。だが、体を失う瞬しゆん間かんに、過去へと旅することを知ったのだ。体をなくしてはじめてできることだった。わたしは、遺伝子をさかのぼってみた。何百世代も何千世代も……わたしの家系はどうも寿じゆ命みようが短いから、ずいぶん目まぐるしいものになる。そして、千数百年前から丹たん念ねんにたどりなおしてみた。わたしのいる未来へたどり着かない方策を探して。わたしの助けになってくれる人々を探して」

「同じ未来へたどり着かないことなんて……そんなこと、できるものなんですか？」

　パラドックスに頭を悩なやます深行をよそに、姫神の声は平然としてぶれもしなかった。

「わたしがここにいるからには、できるに決まっているだろう。未来を改変しようとする人物が、わたしの他ほかに何人いるかは、寡か聞ぶんにして知らないがな。わたしは、ともかく、心の底から助けを必要としていた。わたしを理解してくれる人物を──それも、個人レベルの理解ではなく、後世に改革をもたらすポテンシャルをもつ人物を──ずっとずっと探し続けた。千数百年もさかのぼることになったのは、そういう人物が、それほどまでに見つけにくかったということだ」

「……それが、山やま伏ぶしの始祖だったとか？」

　深行はつぶやいたが、あまりに小さな声だったため、姫神は話を中断しなかった。

「歴史の事象を改変することは、大きなできごとであればあるほど難しいのだ。個人でどうこうするものではなく、たくさんの集団の要因がそこに集約していくからだ。大きな結び目を解きほぐすのは、容易なことではない。それでも、わたしはあきらめずに少しずつ積み重ねた。わからないように、わからないように、少しずつくさびを打ちこんでいって……」

「わからないようにとは、いったい、だれにわからなくするんですか」

　今度の疑問ははっきり口にできたので、姫神も答えた。

「起きた事象を変えようとすると、変えまいとする力も同じように強まるのだ。つまり、どこからともなく、わたしが望む方向への敵が増えてしまうのだ。それがバランスというものなのだろう」

「はあ……」

　よくわからず、さえない相づちになった。だが、姫神は真しん剣けんな口調で続けた。

「千年以上の試みのはてに、もどってきたわたしは世界遺産になっていた。脳と卵らん巣そうだけが永久保存された、未来の解かい析せきを待つ世界遺産だ。何もできないわたしの前で、人類の滅めつ亡ぼうは、他の者が同じように引き金を引いた。これでは今までの努力が実らない」

「世界遺産？」

　深行は、ふとわれに返ったような気がした。理解しがたい話に聞こえていたが、急に身近なことになったのだ。世界遺産候補というのは、今現在、高柳一いち条じようと宗田真響がひそかに競きそっているものごとのはずだ。

（ひょっとして、姫神の言う人類滅亡とは、遠い未来のことではないのか。おれたちが生きているあいだのことなのか……？）

「そこで、わたしはもう一度、千数百年前からやりなおすことにした。ここにいるのは、三度目に何千もの世代を下ってきたわたしだ」

　姫神は、桁けた外はずれの内容を、何でもないことのように述べた。

「前回より要領よく運べるはずだったが、思わぬ弊へい害がいもあるのがわかった。千数百年の人の世は、どんな者にとっても長いのだ。体をもたないわたしは、だんだん、自分がだれかを忘れかけている。全部を覚えていられないことを、責められる者などどこにもいないだろう。以前の記き憶おくがもつれあって、何が最初のものごとで何が自分の改変したものごとかも、はっきり見つけにくくなっている。もしも、わたしが完全に忘れ果ててしまえば、この目的すらも見失うのだろう。だから、四度目にやりなおすことはもうできない。これが最後の試みなのだ」

　深行はくちびるをかんだ。姫神の目の奥に、どうして少女と思えない恐ろしいものがあるのか、今は少し理解できるようだった。何千年もこの世を見続けた者は、そのような、見る者を戦せん慄りつさせる双そう眸ぼうを持つのだ。黒々と沈しずんだ底知れない闇と、あきらめや皮肉もたたえている悲しいまなざし。

　そして、その悲しさのぶんだけ、彼女があでやかにほほえむときには魅み了りようされてしまうのだ。うすうすわかっていたことだが、姫神は、たぶん、危険な女だった。

「……どう言っていいかわからないけど、あなたは神ではなく、鈴原の家系に通じる一人の人間だったんですね。それがわかっただけ、よかったかもしれない。山伏が守っている姫神とは、いったいどういうものなのかと思ってました」

　遠えん慮りよがちな感想を言うと、姫神は急にまぜっ返した。

「さあな、わたしが神ではないという保証はどこにもないようだぞ。神とはいったいどういうものだ」

　今度はすぐに定義も出てこない。深行が考えこむと、彼女は言った。

「はるかな昔から、この国の人々は先祖の霊れいを供く養ようしてきた。年数を経た祖そ霊れいは、山の峯みねに集まって神になるものだと信じていた。そういうものがこの国の土地神の数々なら、数千年を経てきたわたしなどは、やはり神の一種だと言えないか？　人にはできないことにちがいないぞ」

　姫神が、深行に歩み寄ってのぞきこむように身をかがめたので、今ではいたずらっぽく笑っているのが見えた。

「人の種を滅ぼすことのできるわたしは、本当に人間か？　わたしは過去でも恐れられたが、未来でもやはり恐れられた。この力があまりに異常なので、二度目の未来では抹まつ殺さつされたが、貴重でありすぎて消しよう滅めつさせられず、標本として取り置かれたのだ。研究素材としての殺人ウィルスのように」

「ぞっとする話ですね」

　受け流すつもりだったのに、深行は自分で言ったとたんにぞっとした。標本になる未来を覚えているとは、考えても肝きもの冷えることだった。

「わたしの能力は、わたしを人間以外の者に与くみする者にしてしまう。人ではなく、この星そのものに与する者に。これを理解し、これを引き止めてくれる人々を探している。わたしの気を変え、未来を呼び寄せないようにする人を」

　まるで歌うような口調で、姫神は語った。深行は無理をして、姫神の黒目がちの瞳ひとみから目をそらさなかった。ハンドライトの光を点じ、美しく濡ぬれた輝かがやきをおびている。

「雪政も、紫子さんも……山伏たちはみな、そのために行動しているんですか」

「そのとおり」

「おれにもそうしろと？」

　姫神は、かるく声を立てて笑った。光を含ふくんだ目もとが細まる。

「どうして、そんなことを言う必要がある」

「おれに関してだったら、もうちょっと考えさせてくれませんか」

　目と目を合わせながらにしては冷静に言えたと、深行は自己評価した。

「……歩いて気がすんだら、そろそろ鈴原にもどってほしいんですが。いつになったらもどってくれますか」

「もどる？　どこへ？」

　本気で知らないように、姫神はたずねた。深行は、その発言にあわてずにいられなかった。

「ふざけないでください。このままですか」

「わたしだって、鈴原といえば鈴原だぞ」

「おれが言っているのは、何千年も生きたりしていないほうの鈴原です」

　姫神は、わかっていないなという目つきをした。

「こうしろああしろと、わたしはわざわざ言ったりしない。言わなくても従うのがそなたであるからだ。和宮とはそういうものだからだ」

「おれは相楽です」

　深行は憤ふん慨がいした声を出した。相手が正しよう真しん正しよう銘めいの神であろうと、これにはむっとした。

「取りちがえないでください。さっきは名前を呼んだじゃないですか」

「そなたは、和宮でもあるのだ。いまだに気づかずにいたの？　戸と隠がくしであれほど一つになっていたというのに」

　息が止まり、深行は目を見はった。まさかと言いたかったが、声が出てこない。

　戸隠で、大だい蛇じやの姿の九く頭ず龍りゆう大おお神かみを前にしたとき、泉水子が、深行に羽がはえていると指し摘てきしたことを、にわかに思い出した。だが、それは、現実にはないものが出現する層にいるからだとばかり思っていた。

　今は、極力考えまいとしていた事実を、認めざるを得ない。変だと感じたにしても、和宮とはちがうのだと、自分にこれまで言い聞かせていたのだ。

　深行が黙だまっていると、姫神はすがすがしい口調で言った。

「ああ、まちがいない。和宮は、いつでもわたしのそばにいてくれる。ずっと昔から、いつからか忘れたくらい前から、忠実にわたしとともにいてくれる」

　それから、少し首をかしげる。

「けれども、和宮が他の人間にとり憑つくのは、めずらしいことだろうな。どうしてそなたと気が合うのか、ぜひともわたしも知りたいところだ。これはたぶん、新しい流れの一つなのだ。わたしにもおぼえがない」

「……冗じよう談だんじゃない」

　深行はようやく声をしぼりだした。

「迷めい惑わくです。勝手にそういうことをされるのは」

「取り出すこともできるぞ。そうすると、今のところカラスになってしまうが」

　背筋を伸のばした姫神が、むぞうさに右の手をかかげた。

　頭の後ろでいきなり大きな羽ばたきが聞こえた。深行はぎょっとして、ハンドライトを取り落としそうになった。自分の背後には祠ほこらがあり、空間はほとんどないはずなのだ。けれども、背中側から闇やみ色の鳥が元気よく舞まい上がり、姫神の頭上で翼つばさをしきりにはためかせてから、彼女の手の甲こうにふわりと乗っかった。慎しん重ちような降り方で、どれほどそっと留まろうとしているか、はた目にもわかるようだった。

　姫神はカラスに話しかけた。

「相楽深行が、迷惑だと申しているぞ。そなた、どう思う」

「気にしないよ。ぼくだって、こいつのことはぜんぜん気にくわないから」

　カラスは平然と和宮の声でしゃべった。すまし返った態度だ。

「あまりにこいつがふがいなくて、涙なみだが出そうだから、いっしょにいることにしたんだ」

「おまえな」

　深行は腹を立てて口をはさんだが、言うべきことは思いつかなかった。すると、姫神が不思議そうに和宮にたずねた。

「そなた、人間におせっかいをするような性格ではなかっただろう。どうしてだ」

「いいんだ、あなたが忘れてしまっても。ぼくが子細を覚えていて、あなたの望みを果たすために働くから、それでいいんだ」

　カラスの言葉を聞いた姫神は、少しふくれた様子になった。

「わたしをまるで──今の言葉ではなんと言ったっけか──そう、要介かい護ごの老人みたいに扱あつかう気でいるのか」

「ちょっと似ているのは事実だよ」

　眷けん属ぞく神にしては、主人に対して遠慮がない。姫神は明らかにむっとしていた。

「もういい、もどれ」

　黒い鳥の姿は、たちまちかき消えた。

　どこへもどったんだと、深行はひやりとして考えたが、今、切実なのはこの山を下りることだった。自分自身のことより問題なのは目の前の姫神だ。難題は一度に一つでたくさんだった。

　息を吸いこんで深行は言った。

「今回、あなたのことは、ずいぶんよくわかりました。でも、だからこそ、あなたと鈴原がちがいすぎるのもよくわかる。あなたは、このまま鈴原の体で暮らすことはできないでしょう」

「そうかな」

　姫神は首をかしげた。深行はこぶしを握にぎりしめた。

「穏おん便びんに、鈴原をもどしてください。そうすれば、おれも、今言われた和宮のことについて考えてみますから」

　彼女は、きれいなほほえみを見せた。

「無理やりに、わたしを追い払はらおうとするのはむだだぞ。わたしはすでに、そなたが教えた護身法の内にあるのだから」

　姫神は再び深行の上に身をかがめ、彼女の顔が眼前にせまってきた。

「わたしとそなたがここにいることに、何の不満があるの？」

　見入らずにいられなかった。

　人ならぬ知識と悲ひ哀あいをたたえた黒い瞳に、吸いつくされそうな思いがする。それとは別に、間近にある柔やわらかなくちびると息づかいを、焼けつく炎ほのおのように意識させられる。深行は、もっていかれそうな自分を感じ、切り札として温めていた札を出すしかないとさとった。

「オン・キリキャラ・ハラハラ・フタラン・バソツ・ソワカ」

　声を低め、断固として唱える。深行はなるほど、泉水子に九字の切り方を教えた。けれども、その九字を解除するとき唱える呪じゆ文もんは教えなかったのだ。

　あとは、アドリブで試みるしかなかった。錫しやく杖じようも霊符も持っていない。

　立ち上がった深行は、姫神の体を両りよう腕うでで抱だきすくめ、大声で呼んだ。

「泉水子」

[image: ]

　硬こう直ちよくした相手のおののきが体にじかに伝わってきた。深行はなおも叫さけぶように呼んだ。

「泉水子、もどってこい。おまえのことだ──まちがえるな」
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　名前を呼ばれたことに、気がついた。

　夢からさめるときのように、知覚がゆっくりともどってきた。

　まだ頭がはっきりせず、自分の中身がない。赤ん坊ぼうと同じで、無批判に外部から受ける感覚だけを味わう。

　だれかに寄りそって立っている。布地に顔を押しつけ、その下の肌はだの自分より高い体温を感じとっている。速い鼓こ動どうが耳からというより触しよつ覚かくで伝わり、胸が上下する息づかいに合わせて、自分もいっしょに呼吸している。両りよう肩かたに腕うでを回して締しめつけられ、身じろぎもできない。だが、そのきつさでずいぶん安心する。

　はるかに遠いどこかの場所で、こんなふうにして、襲おそいかかる敵から庇かばってくれた人を知っているような気がする。けれども、だれかは思い出せない──

（そうじゃない。わたしの生しよう涯がいにそんな人がいたはずはない。わたし、まだ何もしていないもの……）

　自分は泉水子なのだと、もう一度目がさめた。

（それなら、この人は──？）

　あわてて頭を起こすのと同時に、相手はぱっと腕を離はなして後ずさった。泉水子は、あたりのとっぷりと暮れた暗さにめんくらった。そして、暗がりに立つのは深行だった。

「深行く──相楽くん？」

　何もかもが結びつかない。相手がわかった時点で、泉水子の混乱にはいきなり拍はく車しやがかかった。

「これ……どういう」

「助かった……」

　深行は大きく息を吐はき出すと、これ以上こめられないほどの実感をこめて言った。さらには、その場にしゃがみこんでしまった。地面には、明かりをつけた小さなハンドライトがころがっている。

「どうなることかと思った……」

　安あん堵どのあまり、立っていられないほど脱だつ力りよくしている様子だ。泉水子はまだ動くこともできず、ぼうぜんとして深行を見下ろした。

「わたし、何をしていたの。ここ、どこ？」

　深行は顔を伏ふせたまま、押し殺した声で答えた。

「姫神になった。ここは、八王子城跡の本丸だ」

「うそでしょう、そんなはずない」

　泉水子は声を高くした。記き憶おくが飛んでいる状態にはおぼえがあったが、それをすぐには認めたくなかった。

「全部終わるまで、ちゃんとわたしだったのに。着き替がえて、髪かみもきちんと編みなおして、講堂を出るまで知っている。相楽くんのこと、見かけるところまで」

「そのあとだ。お下げ髪がみなのに姫神になった」

「そんなはずない、これは封ふう印いんなのに」

「おれだって、そう言いたかったよ」

　深行の声がひどく変だった。彼は、地面のハンドライトを拾い上げようとしたが、また取り落とした。手を押さえて小さく毒づく。

「くそっ、今ごろ震ふるえがくる……ちょっとのあいだ黙ってろよ」

　黙っていろというのは、今の泉水子には無理な注文だった。たずねずにいられなかった。

「相楽くん、何があったの。姫神はいったい何をしたの？」

「だから、ちょっと待て」

　ようやくライトを握って、深行は祠のわきに腰こしかけた。そして、つぶやくように言った。

「前に、修学旅行のときだったか、おまえに、怖こわさで震えているやつをはじめて見ると言ったっけな。とうとう自分で体験したわけだ。姫神は怖い」

　泉水子は空を見上げた。星が出ていた。まだ夕空と呼べるとしても、六時はとっくに回っているはずだ。あたりを見回すと、暗い木立の影かげが黒く重たい。ひと気のない淋さびしい場所だった。かすかに揺ゆれる葉ずれの音と、虫の声くらいしか物音が聞こえない。立っている祠も、石せき碑ひと見えるものも、うら悲しくわびしげに映る。こんな場所で気がついたことが、急に情けなくなった。

　これほど長時間にわたって、自分が自分でなかったことは今までなかった。知らないうちに、何があってもおかしくないというのは恐きよう怖ふだ。泉水子自身も、姫神の存在に震える思いがした。お下げに編んだ髪は、もう安全ではなくなってしまったのだ。

「ずっと姫神といっしょにいたの？　相楽くんの他ほかには……」

「そこだけは、安心しろ。相手をしたのはおれひとりだ。他のだれも姫神を見てはいない」

　深行は口調を強めた。ようやく、ふだんの声が出せるようになったらしい。

「そのために努力したんだ。姫神の言いなりにこんなところまで来て」

　彼が言うのなら、そのとおりだろうと思った。少しほっとした。二人きりでひと気のない場所にいることは、大勢の前にいる自分を見いだすより、そうとうましなことにちがいない。

　一度はそう考えた泉水子だが、黙だまって立っているうちに、じわじわと目ざめたときのことが気になってきた。動転するあれこれが多すぎて、はからずも出で遅おくれたが、すっかり自分を取りもどしてみると、あれは、とんでもないシチュエーションではなかったか……

「……さっき……」

　それしか言わないのに、深行は急いで弁明するように答えた。

「いちかばちかだったんだ。姫神が、和宮も何もかも、自分の支配下だと思っているのがわかったから、予想外のことをしてみた。うまくいってよかった。だめだったとき何が起こったかは考えたくない」

「……和宮くんにも会ったの？」

「カラスだがな」

「なんて言ってた？」

　深行は、急にいまいましげになった。

「あいつ、人型だったらぶん殴なぐれるのに」

　泉水子は黙りこんだ。もっと立て続けに問いただしたいのに、憶おぼえていないというのは立場が弱い。ショックを受けているのだが、それが取るに足りないことなのか、もっとショックを受けるべきなのかもわからなかった。

　ようやく、気になっていたことを確かく認にんした。

「……さっき、相楽くん、鈴原って呼ばなかったよね」

「それは、姫神が自分も鈴原だと言うからだ」

「どういうこと？」

　深行は口を開きかけたが、やめて思いなおしたように言った。

「ここに座りこんでしゃべっていても、しかたない。山を下りないと。おまえも、時間がたてば思い出すんだろう、検討するならその後でもいい」

　ぎこちなく立ち上がる。泉水子が気づまりに感じているものが、深行にも気づまりなのだとわかった。

「姫神と何をしたの」

「ここまで歩いてきただけだ」

　むきになった口調で言い返してから、深行は肩かたで息をつき、声を落とした。

「後で思い出してみりゃわかる、本当にそれだけだ。ただ、姫神は今日、やたらにたくさんしゃべった──おれが考えてもみなかったことを。雪政たち、これをどこまで知っているのやら。おれも今、混乱している。だから、今すぐ聞かずに、よく思い出してから意見を言ってくれ」

　二人のあいだに、気まずい空気がただよった。

　泉水子にとって、質問するなと言われるのは、会話を拒きよ否ひされたのと同じことだった。今ここにいる泉水子を、頭から無視した言いぐさだ。何もわからず、不安でたまらないというのに、深行は思いやろうとも慰なぐさめようともしないのだ。

　泉水子は、両手をこぶしに握りしめた。

「ひどい」

「何がひどいんだよ」

　ライトを手にした深行が、いぶかしげに見やった。本気でわからないようだった。泉水子は口調に憤いきどおりをこめた。

「話せないようなこと、わたしの知らないときにするなんて」

　深行は疲つかれた声になった。

「怒おこってどうするんだ。隠かくしごとにもならないのに。おまえだって、全部見てるし聞いている。おれがしゃべっても偏へん見けんになるから、記憶がもどるまで待てと言ってるだけだろ」

「知らない」

　ぷいと横を向いた泉水子を見て、深行もいくらか憤ふん然ぜんとした。

「おれがどれだけ引っぱり回されたか、ちっとは考えろよ。おまえのせいで」

「わたしじゃないもん」

「勝手に怒ってろよ。ただし、姫神にだけはなるな」

「知らない」

　そんなやりとりの後では、小さなライト一つを持って二人で山道を下るのは、たいへん都合の悪いことだった。けれども、急な下りにさしかかると、深行は意外なほどすんなり手をさしだした。

「そこ、気をつけろよ。よく見えていないぞ」

　あまりにためらいのない、手の出し方だった。泉水子には、それがかえって不自然に見えた。姫神といっしょにどんなふうに登ってきたか、急にはっきりと想像がつく。そして、ますます腹が立ってきた。

「いい。ひとりで下りられる」

　泉水子が強く拒こばむと、深行もよけいなことをするのをやめた。しかし、前回来たときより足もとが見えないのはたしかで、何度かよろけてしりもちをつき、結局深行の手を取るはめになった。それでも泉水子は、握にぎった手をそのつどすぐに放した。

　深行に対して怒り続けていないと、自分を保てなくなりそうだったのだ。

　パニックをおこしてもおかしくない困こん惑わく──暗くなるのを承知で、二人きりでだれもいない場所に来ていること、気づいたときに深行の腕の中にいたこと──を抱かかえているだけでも悪いのに、さらにその上を行く、不気味な姫神の言動が、正体も見えずに黒くのしかかっている。怒いかりのエネルギーでも借りないと、この場をしのげそうになかった。

　深行の側も似たようなものなのか、途と中ちゆうからは、必要最低限のことしか言わなくなった。むっと黙ったまま、気まずさを修復しようともしない。平らな道になってからも状態は変わらず、二人ともぷりぷりしながら学園まで歩き通したのだった。
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　日曜の深夜だった。

　真響は、寮りようの消灯時間の十一時を過ぎても、ベッドに持ちこんだモバイルでインターネット動画に見入り、あれこれサイトを巡めぐっていた。これをするから、朝がつらくなるとわかっているのだが、なかなかやめられないのだ。

　泉水子は、たいてい消灯すれば眠ねむってしまう。朝は早ばやと起き出して、洗せん髪ぱつしてお下げを編みなおす。お互たがいの習性にはもう慣れっこだったが、この夜、真響はふと、相手の気配が気になってイヤホンを取りはずした。

　いつもより気にかけていたのは、昨日の夜あたりから、泉水子の様子がどこかおかしかったせいだ。

　ベッドカーテンを少し開いて、二段ベッドの上から部屋を見下ろす。すると、暗い中にパジャマ姿の泉水子が立ちつくしていた。ガラス窓を見つめて身じろぎもせず、外の薄うす明あかりを黒く切り抜ぬいた影となっている。

「どうかしたの」

　声をかけても、返事をしなかった。ただならないことになっている気がした。ふだんの泉水子は、何かあってさえ相手に気づかわせないよう、何でもないと答えるような女の子なのだ。

　真響は急いで二段ベッドのはしごを下りた。ルームメイトに近づき、細心の注意で肩に手をおく。

「話して、泉水子ちゃん。ゆうべも変だったよ。そっとしておいたほうがいいかとも思っていたけど……私じゃ力になれないこと？」

　泉水子の小さな肩が、ぴくりと震えるのが伝わった。

「ねえ、たまには、グチでもいいから話してよ。気に病やんでいること、教えてくれたほうが、こちらも楽だよ」

　泉水子はようやく、細い声を出した。

「真響さん……わたし、もう、どうしていいかわからないよ……」

「やっぱり、着付け講習会がまずかった？　いやな目にあった？」

　先回りして真響はたずねた。内気な泉水子には、負担が大きかっただろうと思ってはいたのだ。

「いやな目に……あわせた」

　泉水子は、ぽつりと答えた。

「相楽くんを」

　意表を突つかれて、真響はまばたきした。何かの勘かん違ちがいではと考える。

「あいつは、かんたんにいやな目を見るような、かわいい性格をしていないよ。心臓、毛がはえてるし。泉水子ちゃんがそう思っているだけじゃないの」

　泉水子は強くかぶりを振ふる。真響は、気になっていたことをたずねてみた。

「講習会のあと、泉水子ちゃん、相楽と出かけたよね。あれは、だれかに会いに行ったの？」

　泉水子はまたかぶりを振る。

「じゃあ、二人でどこかへ行ってきたんだ」

「……八王子城跡」

「また、あんなところへ行ったの。相楽と二人だけで？　それって相楽が誘さそったの？」

　真響はあきれる声こわ音ねになった。

「まさか、いまだに心しん霊れいスポットにこだわっていて、幽ゆう霊れいを見に行ったとか言うんじゃないでしょうね」

「ちがうの……」

　泉水子の声は、どこかぼんやりしていた。ショックでぼうぜんとしているような口ぶりだった。

「このわたしが、怨おん霊りようだったの。城跡に今も残っている怨霊は、わたしひとりだったの。相楽くんにそう言ったの……」

「しっかりしてよ、泉水子ちゃん。どうしちゃったの」

　真響は、まだ泉水子の肩に手をおいていたので、急いで揺ゆさぶった。

「何か、悪い夢を見ていたの？　今、ちょっと、現実がわからなくなっていない？」

「現実だよ」

　泉水子は、はじめて真響をまともに見上げた。うるんだ黒目に窓の外の明かりがきらめいた。

「わたし、ずっとずっと思いたくなかった。自分がこんなものだと考えないようにしていた。でも、もう、だめって気がする……」

　瞳ひとみの明かりがしばらく揺らめいて、筋となって両ほおにこぼれ落ちた。

「相楽くんでさえ、怖こわがっていたの。わたしって、人類の敵だったの……」

　涙なみだがどんどんあふれてきて、泉水子はすすり上げた。

「……この先、わたし、自分でなくなるのかもしれない。お下げを編んでいたのに、かんたんになりかわってしまって、もう、防ぐ方法もわからない」

　真響には、まだ何ものみこめていないが、泉水子が悲ひ嘆たんする様子があまりに哀あわれげだったので、衝しよう動どう的に肩に手を回して抱だき寄せた。泉水子はいっそうひどく泣き出し、くずれるようにカーペットの上に座りこんでしまった。彼女を抱えた真響もいっしょに座りこみ、明かりを消した部屋に、パジャマ姿でじっと座っていることになった。

　泉水子がもう一度口がきけるようになったのは、しばらくたってからだった。

「ごめんね……もう寝ねてたのに……」

　しゃくりあげてはいるが、相手を気づかう余よ裕ゆうがもどってきたようだ。真響が、泣くなとも言わずに、そばを離はなれなかったおかげかもしれなかった。

「まだ寝てなかったよ。私の宵よいっぱりは、知ってるでしょ。それにね、こういうときは、徹てつ夜やしてつきあってもかまわないのよ。いつもあることじゃないんだから」

「ありがと。真響さんって、やさしい……」

　泉水子は震ふるえるため息をつき、また少し黙だまった後で、恥はずかしげに言った。

「わたし、今まで、あまり他ほかの人に触さわったことがなくて……こうして、だれかに触っているのって、気持ちいいね。親も、おじいちゃんも、佐さ和わさんも、やさしいけれど抱きついたりできない人たちだったの。だから、真響さんのこと、うらやましいと思っていた」

「ひとりっ子だったっけね」

　真響はほほえんだ。

「たしかに私のきょうだいは、泣いたら抱っこするのが基本で育っているかも」

「人の体って温かいんだなって、よくわかる……真響さんも、温かい」

「少し、落ち着いた？」

　泉水子がうなずいたので、真響はしずかに言った。

「私、泉水子ちゃんを最初に見たときから、何かをすごく我が慢まんしている子だなと思った。神社で育って、できないことが多かったのはそのあと聞いたけど、それだけじゃなく、何かを抑おさえ込んでいる感じ。内気すぎるところも、本当はさびしがり屋なのに、自分で気づかないところも」

「そうなのかな……」

　泉水子は、あやふやに答えた。

「真ま澄すみくんのことなら、わたしも、さびしがり屋だと思うんだけど」

「そういうことに気づくのは、本人を無意識に重ねているからだよ」

　真響はさらに言った。

「厳しくしつけられたお嬢じようさんだから、なんでもきっちりしているのかとも思ったけど、いっしょに寝ね起おきしていれば、お下げを編むのがそれ以上に大事なことだって、やっぱりわかってくる。髪かみをほどくことと関係するんでしょう、お下げのままでなりかわったと、さっき言っていたのは」

　うなずいた泉水子は、大きくひと呼吸すると、決意したように告げた。

「真響さん、今までどうしても話せなかったけど、わたしのことを言うね。わたしって、姫神が憑つく憑ひよう依い体質なの。姫神が憑いているあいだは、自分の記き憶おくがなくなって、しばらく時間がたってからでないと思い出せないの」

　真響はそれほど驚おどろかなかった。術者の世界にいる以上、聞いたこともない話ではなかったからだ。

「そういうタイプの霊れい能のう者しやがいることは、私も知っている。霊れい媒ばいと呼ぶんでしょう。泉水子ちゃんの場合、いつでも同じ神様が降りるの？　姫神って、どこに祀まつられている神様のこと？」

「だれも知らないの。修しゆ験げんの霊れい山ざんなら全山に祀られているという話だけど」

「じゃあ、元もと締じめの神様というわけだ」

「ええと……元締めというのかどうか」

　真響は、はっとしたように目を見開いた。

「そういえば、戸隠で起きたこと、不思議だなと思っていたのよ。泉水子ちゃんは、結局、真澄をものともせずに真ま夏なつを助けたんだし。九頭龍大神に出会ったあとですら、うやむやにして何ごともなく終わらせてしまったし。それは、姫神が、霊山の元締めの神様だったからなの？」

　泉水子は困ったようだった。

「あのときは、わたしも憑依していなくて、じつは、うちの母が来て助けてくれたの。憑依体質は母方の血なの。ごめんね、このことも今まで黙っていて」

「こちらも真夏で手一いつ杯ぱいで、泉水子ちゃんたちを思いやれなかったから、おあいこのようなものよ。今は少し、わかってきた……」

　真響は納なつ得とくした思いで続けた。

「相楽が急に、何もかもわかったように別の層へ行ったのも、今から思えば変だった。私にも余裕がなかったけど、どうして相楽が呼びにきたのかと思っていたのよ。あいつが泉水子ちゃんの姫神にずいぶん深く関かかわっていること、この一つでもよくわかるね」

「巻き込んだってことなの……いやおうなしに。今度だって」

　泉水子はつぶやいた。真響はずっと彼女を抱かかえていた腕うでをほどき、暗がりに慣れた目で表情を見分けようと、顔をのぞきこんだ。

「やけに相楽に遠えん慮りよすると思っていたけど、そういうことだったの？」

　目を伏ふせたまま、泉水子はさらにかすかな声で言った。

「……姫神は、相楽くんを選んだみたいなの」

「いいことじゃん。修験者界における高位の神様なんでしょう」

　真響の口調はドライなものだった。声をひそめもせずに言った。

「相楽が迷めい惑わくがってるというのは、あやしいなあ。迷惑そうに見せるポーズじゃないの。そのくらいの見み栄えは張りそうだと、傍ぼう観かん者としては思う」

　しかし、泉水子は元気づけられた様子には見えなかった。ますますうなだれていくだけだ。

「……たしかに、相楽くん、姫神に好かれて、あんまりいやだと思ってないと思う。そのことが、今になればよくわかる」

　やっとのことで口にするという態度で、泉水子はぼそぼそ言った。

「もしかすると、姫神が好きなのかもしれない。前からそんなところ、少しずつあったし。でも、それ、わたしじゃないもの。わたしとぜんぜん関係ないもの……」

　声が震えはじめ、もう一度泣き出しそうなのが明らかだった。

「こんなのってある？　わたし、まだ彼氏をつくったこともないんだよ。それなのに、姫神が──わたしの知らないところで、わたしに憑いた姫神が、深行くんと出かけたり、深行くんと手を握にぎったり、深行くんと見つめ合ったり、深行くんと……」

「ストップ、ストップ」

　真響はあわてて、もう一度泉水子を腕で抱きかかえた。

「もう言わなくていいよ、よくわかった。女の子として、そんなのはとんでもないことで、たまらない気がするって、すごくよくわかる」

　泉水子はすすり泣いた。だが、先ほどよりはだいぶ早く収まった。何度も息をのみこみながら言う。

「……姫神は……悪い女だと思う。前からいやだったけど、わたし、やっぱり大きらい。どうして……鈴原の血に、あれほど人間じゃないものが生まれたんだろう……」

「泉水子ちゃん……」

　少しとまどいながら、真響はたずねてみた。

「それなら、泉水子ちゃんにとって、姫神とは敵になるものなの？　泉水子ちゃんの目下の天敵は、その姫神ということ？」

「だって、姫神のせいで、わたしの人生めちゃくちゃだよ。今までだって、これからだって……高一になっても、好きな人もつくれない。こんな迷惑なことがあるかって、わたしの祖先も、みんな感じていたに決まっている。自分の体験がめちゃくちゃだって」

　泉水子は訴うつたえ、自分の憤ふん慨がいを示した。おっとりした彼女にしては、強い口ぶりだった。真響はためしに言ってみた。

「でも、姫神が憑くせいで、泉水子ちゃんは、予測がつかないほどの力を持っているよ。そのことで、何とか折り合いはつかないの？　相楽が姫神の手を握っても、それは泉水子ちゃんのことでもあるんだから、体験にはなるんじゃない？」

　泉水子はすぐにかぶりを振った。

「ならない。ごっちゃにされると、よけいにたちが悪いと思う。相楽くんも、どこかで姫神とごっちゃにしているから、すごく頭にくるの。わたしのことなど、どうでもいいって」

「相楽には、そういうつもりはなかったかもしれないよ」

　公平になろうとして真響は言ったが、泉水子は納得しなかった。肩かたで大きくため息をついた。

「わたしが、どんな気がするか、真響さんにもわからないよ。真響さんほど神しん霊れいがそばにいる人を、他に知らないけど、真澄くんは、真響さんと同じものじゃないもの。それに、何といっても、真響さんには大切な真夏くんがいるもの。わたしのように、だれもいない人間とはちがう……」

　真響は、内心ぎくりとした。思わず泉水子と同じように大きなため息をつく。

「……私の業ごうは、三つ子として生まれてしまったことにあるから、そう言われて反論できないけどね。でも、人間には想像力ってものもあるから、立場がちがったとしても、ぜんぜんわからないということにはならないと思うよ。泉水子ちゃんがつらいとき、つらいってことを、無条件にわかるつもりだよ」

「ごめんね……よけいなこと言った」

「あやまってばかりいないで。あんまりあやまられると、かえって、おせっかいをした気分になるよ」

　真響が言うと、泉水子にも、その言い分は伝わったようだった。

「……わたし、秘密にしろとずいぶん言われたけど、真響さんに打ち明けてよかった。後こう悔かいしないと思う。いつかは知らせておきたかったの……同室なんだし、真響さんなら、わたしがわたしでなくなり、姫神になっても驚かないと思うから」

「うん。平均的な人間よりは驚かないだろうね」

　泉水子は、深呼吸して言った。

「わたしには、姫神に意見することができないの。もしも姫神に会ったときには、わたしの代わりに気持ちを伝えてくれる？」

「そうする。泉水子ちゃんには、たくさん借りがある私だもの。必ずこの借りを返すよ」

　真響がはっきり答えると、泉水子はいくらか安心したようだった。ようやくベッドにもどり、おとなしく眠ねむりについたのだった。







　一年Ａ組の教室で、真響は深行に耳打ちし、廊ろう下かへ呼び出した。

　Ａ組のクラスメイトは、この二人が話しこむことに、浮ういた関心を示さなくなっていた。どちらも目を引く人物なので、気をもむ生徒がゼロにはならなかったが、学園祭前のこの時期、執しつ行こう部ぶの二人が際限なく打ち合わせをすることには、まわりの者も慣れっこになっていたのだ。

　本人たちも、そのことは承知していた。廊下のはずれまでやって来て、聞き耳を立てる者がいないと見すますと、向かい合った真響はさっそく遠慮のない態度を示した。

「相楽、あんたって人は、純情な女の子をつかまえて何やってるのよ」

　深行は、すぐには顔色も変えなかったが、ひるむまいと努めたことはその態度に出てしまっていた。

「鈴原が話したのか」

「話しましたとも。秘密にしろと言い続けたのがだれかも、私にはすぐわかっちゃった」

「そうなるころあいだと思っていたよ。そろそろ、宗田に隠かくしておくのは限界だろうと」

　あきらめたように言うところを見ると、不意打ちではなく、彼なりに見当をつけていたようだった。

「だけど、宗田から何か言われる筋あいじゃないぞ。あいつがどう受け取ったかは知らないが、おれは、鈴原を元にもどす努力をしただけだ」

「だったら、もう一度言いなおすね。純情な女の子をつかまえて、何、やるべきことをやらないのよ。責任のがれでしょうが」

　真響は腰こしの両わきに手をおき、言いつのった。

「フォローなさすぎだよ。あの子が、今まで男の子とまともに出歩いたこともなかったって、ちゃんと知っているくせに。泣いちゃって当然だよ。泉水子ちゃん、相楽が姫神ばかりちやほやして、姫神とデートして、自分は放ほうっておかれたと思っているよ」

　深行ははじめてたじろいだ。

「泣いたのか」

「そう、泣かしたの、相楽が」

「おれだって……」

　言いかけてから、深行は口をつぐみ、思いなおした。

「宗田に言ってもしかたない。とにかく、そっちの言い分を聞いとこう。おれに、どうすればよかったと言いたいんだよ」

　真響の問いかけはストレートだった。

「相楽は、泉水子ちゃんのことをどう思っているの」

「それは、おれと鈴原の問題だろ」

「ほら、そこが責任のがれだっての。まわりに宣言できない程度の関心なら、相楽はむしろ、泉水子ちゃんからきっぱり離はなれるべきだよ。泉水子ちゃんが全面的にたよれる彼氏に、場所をゆずるべき。私の言うこと、わかるでしょ」

「彼氏？」

「そう、泉水子ちゃんの彼氏。相楽が、泉水子ちゃんの宿す姫神とだけ関わりになりたい人間なら、そういう人間関係だと、泉水子ちゃんにもはっきり知らせないと。うやむやで中ちゆう途と半はん端ぱだから、混乱するんじゃない」

　深行はしばらく黙だまった。それから言い出した。

「……きっぱり離れてそれだけですめば、だれだって苦労しないんだ。そういうわけにいかなくなってるから、こっちも四苦八苦するんだ。だいたい、おれは鈴原を放ってなどいない。いきなり腹を立ててつっぱねたのは、鈴原のほうだ」

　真響はあきれて見やった。

「反省しない男だねー、女の子が腹を立てることをしたくせに」

　深行は、唐とう突とつに質問を返した。

「彼氏というのは、和宮のことか？」

　真響はめんくらった顔つきになった。

「和宮って、だれ。どの学年？」

　それを聞くと、深行の表情がみるみる明るくなった。露ろ骨こつなくらいに安あん堵どした様子になる。

「なんだ……鈴原も、全部話したわけじゃないんだ」

　有利な立ち位置が、急にぐらついたことを知ったが、真響はなおも態度を強めた。

「大事なことは全部聞いたよ。私が、相楽の弱みをそうとう握ったことはたしかだと思うけど」

　しかし、深行が態勢を立て直してしまったのは見てとれた。うろたえた様子が消え、今では真響と同じくらい尊大に対たい峙じしていた。

「姫神の秘密を知られたことは、認めるよ。その上で、協定の更こう新しんが必要だということも認める。だけど、おれと鈴原の関係に口をつっこむのはやめてくれ。宗田には、わかっていないことが多すぎる」

「何がわかっていないと言うのよ」

　直線的な眉まゆを寄せ、真響はめずらしく苛いら立だちを見せた。

「泉水子ちゃんは、私のこと、だれよりも信用してくれたのよ」

「そうかもしれない。あいつは裏を見ようとしないから、やさしくすればなつくだろう」

　深行は、すでに簡単には動じないようだった。

「おれの弱みを握ったと言ったが、そういう話は、面と向かって言わないのが秘ひ訣けつじゃないのか。おれは、できれば言いたくなかったよ。戸隠へ行って、ああいうことに出会って、宗田の弱みが何かわかってしまったなどということは」

　真響は目を大きく見開いた。ぎくりとしたことは隠せなかった。

「どういうことよ……」

　深行は冷静なまなざしで見返した。これが売り言葉に買い言葉ではなく、事実を知っているという確信がこもっていた。

「おれは言いたくない。ただ、真夏を追いつめているのはおまえだろう。あいつが岩戸の奥まで逃にげるはめになったのは、結局、そういうことなんだ」

　真響は立ちつくし、かなり長い間何も言わなかった。

　秋めいた西日がそばの窓に射さし、向かい合う二人の影かげを長々と映し出していた。生徒の数人が手前の廊下を横切り、深刻そうな二人をけげんそうに見やったが、そのままいそいそと通り過ぎる。

　ようやく、真響が身じろぎをした。

「つまらないな……私と相楽、今もフィフティ・フィフティだってこと？」

「まあ、そんなものだろう」

「扱あつかいにくいね、相楽って」

「おたがい様だろ」

　深行は言ってから、口調を改めた。

「けれども、宗田たちとおれたちが、前よりのっぴきならない関係になったことはたしかだ。鈴原の正体を知られた以上、宗田にもこれにつきあってもらうしかないが、そちらが秘密を守ってくれるなら、おれも、よけいなことは口にしないで宗田の派は閥ばつ争いに力を貸す。協定は今までどおりだが、中身はもっと運命共同体になる。それを宗田が認めるなら、もっと打ち明けた話もするよ」

　真響は両ひじを抱かかえた。

「秘密を握にぎっている者同士の緊きん密みつな関係……と言いたいわけね。脅きよう迫はくされたみたいで、気にくわないけど、つっぱねても得にもならないでしょうね」

　深行はうなずいた。

「鈴原に言う気はないよ。気づいたのはおれだけだ」

「わかっている……泉水子ちゃんが気づいたら、私もすぐにさとるもの。ぜったいに言わないでくれる？　少なくとも、私自身が話す気になるまでは」

　真響の声がかすかに揺ゆれた。まつげを伏ふせた真響を見て、深行は少し驚おどろく顔をした。

「宗田にとって、鈴原にどう思われるかが、そこまで大事とは知らなかったな……」

「何とでも言ってよ。どうせ、私のこと見下げているんでしょう」

「そんなことはない。おれは、宗田のことも、真夏のことも、悪意をもって考えたことは一度もないよ」

　深行は、いくらか顔をそらすようにしながら続けた。

「戸隠で、一方的に好きなように力試だめしをされて、へたをすると命も危ない目にあったことなんか、少しも根にもっていないし」

「……今、それを言い出すことが、根にもってるじゃないの」

「じゃなくて、そういうことがあってさえ、宗田たちと組みたいと思ってるってことだよ。高柳一条よりはるかにましだ。だから、おれたちの利害方向は一いつ致ちするんだ」

　深行の言葉に、真響は考えこんだ。

「泉水子ちゃんの力……あの子は、自分で学園を席せつ巻けんできるほどの力を持っていると思えるんだけど。それでも、私に力を貸してくれるの？」

「席巻させちゃいけない。鈴原の姫神を出しちゃいけないんだ。そのことに協力して、宗田には世界遺産候補になってほしい。なぜなら……」

　少しの間ためらってから、深行は思い切ったように言った。

「姫神は、もう世界遺産になったことがある。そういう未来があったことを知っている。それがデッド・エンドだったから、やりなおしをしているんだ」

　真響は目をぱちくりさせた。

「どういう意味。予知能力？」

「そう呼んでもいい。鈴原が世界遺産候補にならなければ、それで解決するってものでもないが、とりあえず他人に知られないことが一番だ。あいつは、おれが離れて放っておけるようなしろものじゃないんだ。宗田が自分の味方を集めているように、おれも姫神を隠すための味方が欲しい。鈴原に付き添そっていられる人物が」

　深行の顔をしげしげとながめて、真響はたずねた。

「相楽の本音って、そういうもの？　彼氏の件は？」

「ここまで深遠な話を聞いた後で、それを蒸むし返すのか？」

　深行があきれて問い返したので、真響は肩かたをすくめた。

「まあ、いいか。私も、蒸し返されたくないものをもっているし。今日はこれで引き下がるけど、憶おぼえておいてね。相楽が言わずにごまかしたってことには、ちゃんと気づいているんだからね」

　真響はそう言いわたし、深行を解放してやることにした。







　第四章　結界　Kekkai







　　　　一




　泉水いずみ子こは、翌朝どうしても教室へ行けなかった。

　真ま響ゆらと別れた後に寮りようへ引き返すと、舎しや監かんの西さい条じように頭痛薬をもらい、一、二時間目をベッドに横たわって過ごした。

　けれども、十時を過ぎるとしぶしぶ起き上がった。静まりかえった寮りよう内ないに居続けることに、しだいに落ち着かなくなったのだ。安心して篭こもれる自分の巣穴ではないと、こういうときに思い知る。妙みように、取り残されたわびしさだけがつのってくるのだ。

　体調不良で様子を見てもらえるのは、このへんが限度だとわかっていた。午後まで寝ねていると、医者にかかるよう言われるのは確実だ。

　鏡に顔を映すと、早朝には絶望するほど腫はれていたまぶたが、いくらか見られるようになっていた。編む価値もないと捨てばちになっていたお下げ髪がみも、少しは冷静に見られるようだ。三つ編みのヘアスタイルを、突とつ然ぜんやめて出ていくわけにもいかないのだ。

（……悪くないって言われてたみたいだし……）

　そう考えるくらいには、気を取りなおしたのだった。

　長い三つ編みを、指先でそっとなで下ろしてみる──姫ひめ神がみが、めずらしげにそうしていたように。不安が胸を刺さすが、一生どこかに閉じこもる決意をしない限り、この事態を受け入れるほかはなかった。

（まだ、お母さんの封ふう印いんが全部消えたわけではないかもしれない。姫神は、やたらに長く出現しただけで、騒そう動どうを引き起こす力は見せなかったもの……天災に匹ひつ敵てきする力など、一度も出さなかったもの……）

　自分の顔を見ながら考える。姫神は、三つ編みをきゅうくつだと思っていた。泉水子自身が、紫ゆかり子こに代わって、封印の暗示をかければいいのかもしれない。

（今、ここで自分にめげてしまったら、二度とだれにも会えないわたしになる。だから、授業を受けよう……いつもどおりになろう……放課後に、執しつ行こう部ぶで深み行ゆきくんと顔を合わせる前に）

　姫神が語っていた、未来と過去にわたる話は、どれほど肝きもを冷やすものであっても、あまり深刻には考えられなかった。真響たちの世界遺産候補の話一つでも、現実感にとぼしいというのに、内容が超ちよう越えつしすぎて自分に引き寄せられない。泉水子にとって、先行する難問は目前の〈今〉だった。

　深行と、どういう顔を合わせればいいか──だ。

　混乱はまだ収まっていない。なりゆきが、自分の意志で起こしたことではなく、深行の意志で起こしたことでもないという点で、どうにも収まりがつかないのだ。

　さらには、和わ宮みやの所在という困った問題も出てきている。これらを、ひとりでぐるぐる考え続けるより、クラスメイトの日常のおしゃべりに加わり、気を紛まぎらわせたほうがいいかもしれなかった。

　授業に出ることを西条に告げ、女子寮を後にする。三時間目の途と中ちゆうという時刻で、一年Ｃ組は古文の授業だった。泉水子がたどり着いたとき、教室では、指名された生徒が苦労しながら教科書を読む最中だった。後ろのドアから小さくなって入る泉水子を、古文の教師はうろんな目つきで見やったが、音読中なので何も言わなかった。

　席について教科書とノートを出し、今のページを開いてひと息つく。

　泉水子は、わりと古文が得意だった。祖父の竹たけ臣おみの薫くん陶とうによるものだ。そのため、途中参加の授業であっても、古文ならそれほどあわてずにすんだ。少し気持ちに余よ裕ゆうが出てくると、斜ななめ前に座っている宗そう田だ真ま夏なつが、立てた教科書の陰かげでやすらかに寝ね入いっている姿が目についた。

　九月になって席せき替がえをしたため、今では泉水子の席が真夏より後ろになっている。夏休み前にはよく知らなかったが、真夏は授業中、じつによく寝るのだった。体のどこも動かさないと、自動的に意識のスイッチがオフになるようだ。この調子だと、後期試験も真響が頭を悩なやませるのはまちがいないだろう。

　泉水子は、ぼんやり思いをはせた。

（……真響さん、ゆうべは、私のきょうだいは抱だっこが基本って言っていたっけ……）

　弟の真夏も、姉の真響と同じような寛かん容ようさで、泣いている者を抱きしめるのだろうか。それが姉ではなく、他人であっても抱きしめるだろうか。もしもそれが、泉水子というケースだったら──

（何を考えてるんだ、わたし……）

　急いで自分につっこみを入れたが、結局、そればかり気にしていることを痛感してしまった。世間一いつ般ぱんのことが、泉水子にはあまりにもわからなかった。

（……ひとがだれかを抱きしめるとき、きょうだいと他人のちがいは、どのくらい差があるんだろう。その他人が、同性と異性で異なるときには、どのくらい差があるものなんだろう……）

　たいしたことではなかったと、どうしても納なつ得とくしたい自分がいるのだった。何といっても深行には、泉水子とデートしたつもりはさらさらないのだから。

（でも、わたしは？　わたしは、どうなんだろう……）







　三時間目終しゆう了りようのチャイムが鳴ると、もう昼食の時間だった。

　生徒たちはにわかに活気をおび、われ先に教室を出て行く。

　真夏も少し前には目を覚まして、チャイムが鳴るのをじりじりして待ちかまえていた。勢いよく立ち上がってあたりを見回し、泉水子が座っているのを発見する。

「あっ、鈴すず原はらさん。来てたんだ」

　あっさりとそれだけ認める真夏だった。どうして遅ち刻こくしたのかは問わない。

「今日の昼、調理メンバーの作戦会議だよ。真響と昼を食べるのは、学祭が終わるまでおあずけだね。ライバル店てん舗ぽだから、Ａ組は」

「えっ、そうなの？」

「執行部員は、一日目の立ち位置も黒子なんだから、本当は関係ないんだけどね」

　どうやら、朝にはそういう話になっていたようだ。学園祭を週末の土日に控ひかえ、クラス対たい抗こうの気運はさらに高まっているらしい。土ど壇たん場ばになってから火がつくのが、クラス出展というものであり、模も擬ぎ店クラスも演劇クラスも本当にエンジンがかかるのはこれからだった。

「べつに、あんたたちから情報漏ろう洩えいするなんて思ってないけど、一応はね」

　調理リーダーの長谷はせ川がわが、二人の会話に割って入ってきた。

「Ｃ組の団結を強調してみたいわけ。ところで鈴原、体の具合が悪かったの？　だいじょうぶ？」

　がっしりした体型の長谷川にわきに立たれ、泉水子はあわてて答えた。

「だいじょうぶ。お昼の会議、参加するよ」

「鈴原って、着付け講習会のお姫ひめ様モデルだったんだって？　〈これはだれだ〉って画像が、携けい帯たいやパソコンで飛び交かってすごかったよ」

「ええっ、おれ、知らなかった」

　真夏が目をまるくした。姉とはちがい、インターネットで遊ばない真夏なのだ。泉水子も今では、大だい成せいのパソコンで少しはネットを見るので、へたをすると泉水子以上に触ふれないかもしれなかった。

「やだなあ、遅おくれてるう。一Ｃの鈴原泉水子さんって名前、昨日だけでどれだけ載のったと思ってるの」

　長谷川に言われ、真夏は信じられないようにたずねた。

「鈴原さん、モデルをしたって、ほんとう？」

「うん……一応」

　泉水子はまばたきして答えた。じつをいうと、衣装モデルを演じたことが、自分の中では過去の事象になっていて、うまく反応しそびれたのだった。土日に一度もネットをつながなかったのも事実だ。

「でも、中学生が来なくてピンチだったから、ただの代役で……」

「学校にいなくて損したなー」

　真夏は残念そうな声を出し、泉水子はけんめいに首を振ふった。

「たいしたことないの。ことわれないなりゆきで」

　長谷川が笑った。

「鈴原の性格なら、押しつけられたのはわかるよ。でもさ、写メで見るとこれが、見たことのない美人が立っているわけ」

「まじ？」

「大まじ。だから〈これはだれだ〉のさわぎになるんだって。あんたの姉さんだと、お姫様になっても一発でわかるんだけどね」

「あっ、私も見たよー。鈴原のお姫様」

　波は多た野のがはねるようにやってきて、陽気に口をはさんだ。

「私、講習に行かなかったから、様子が知りたくてあちこち見たんだ。鈴原、きれいだったよ。それから、なんだかすごいことになってるね、心しん霊れい写真」

「心霊……写真？」

　泉水子と真夏が、まったく同時に聞き返していた。長谷川は疑わしい顔をした。

「ああ、でも、あれ、だれかの悪ふざけじゃないの」

「それでも、あとからあとから出てくるよ。会場写真が出で尽つくした後で、あれもそうだこれもそうだと写真の検証がはじまったみたい」

　波多野はただおもしろがり、興味本位で言っているようだった。本気で怖こわがっているわけではないのだ。

「よく探すと、けっこう、おおっと思うのがあるよ。今夜もそれでさわぐんじゃないかな」

　泉水子には、無視することのできない話題だった。姫神とつながりがあるにしてもないにしても、穏おだやかに聞くことはできない。

「どんなのが写っているの？」

「よくある心霊写真とおんなじだよ。ぼんやりした人の影かげとか、人の顔とか、あり得ない場所に見える手足とか」

「……わたしの写真だけ、それが写っているとか？」

　泉水子の不安をさとった波多野は、あわてて否定した。

「ぜんぜんそんなのじゃないよ。ごめんごめん、気づかなくて。鈴原の写真がたくさんあったというのに、気味悪くなるに決まってるよね」

　長谷川が断固として言った。

「気にすることないよ。心霊写真を信じるやつなんて、バカじゃないの。あんなの光の加減だし、今どき写真加工なんか、小手先でどうにでもなるのに」

　波多野も悔くいた調子で言った。

「うん、ただの遊びだよ。期間限定のお祭りさわぎなのはたしか。ほら、三年が、かなりすごいホラーハウスを作るってうわさでしょ。そのせいで、そちらの方面にみんながノリノリで」

　泉水子は、無理して笑ってうなずいた。けれども漠ばく然ぜんと、何かが学園に起きているという気がしてならなかった。







　放課後遅おそくまで、一Ａの真響とは顔を合わせなかった。けれども、日暮れに真響が泉水子を探しにきたとき、彼女はやけに深刻な顔に見えた。

「泉水子ちゃん、ちょっとだけ早く抜ぬけられるかな。執行部の仕事に移る前に」

　Ｃ組のパネルを手伝っていた泉水子は、うなずいた。手早く片づけて真響に続く。真響は中央階段を三階まで上って行き、社会科教材室へと向かった。

　日本史研究会のサークルは、そこをねじろとしていたのだった。

　泉水子は、夏前にサークル所属を申し出たが、ほとんどこの場所へ顔を出していない。自主入会はしたものの、おおむね準メンバーの位置づけかもしれなかった。

　女子会員がたった一人という壁かべは、やっぱり大きかったのだ。裏の顔はＳＭＦである日本史研究会で、ふだんどういう役割を果たせばいいのか、よくわからない。同じく準会員に近い真響自身と深行を別にすれば、まともに話を交かわした構成メンバーは、今のところ代表取とり締しまり役やくの両りよう国ごく瑞みず彦ひこただ一人だった。

「何をしにいくの？」

　前を行く真響にたずねると、彼女はきりりと答えた。

「心霊写真の話、泉水子ちゃんも耳にしたでしょう。写真は両国先せん輩ぱいの得意分野だから、詳くわしい分ぶん析せきをたのんでおいたの。あの日に先輩が撮とった写真も、この機会に見せてもらおう」

　泉水子は思わず感心した。真響のすることに歩調を合わせれば、まちがいはないのだという気がした。心霊写真はずっと気にかけていたので、少し気持ちが楽になる。

「ああ、うん、よかった。わたしも見たいと思ってた」

「画素の少ない携帯カメラで撮ったものは、霊が写っていると言われても信用できないらしいけどね。でも、逆に、高画質で撮った写真であればあるほど、デジタル加工がわからないものだし……」

　言いながら、真響はドアを引き開けた。

　社会科教材室は、ただの薄うす暗ぐらい倉庫に見えた。

　雑多なものが積まれたスチール棚だなが、壁だけでなく中ほどにも立っていて、天てん井じようの照明をさえぎっている。あまり居い心地ごこちよくなさそうな場所だった。だが、奥には細長いスペースがあり、数人の男子生徒が背中を向けて立っている。全員で熱心に、壁かべ掛かけ式の液えき晶しよう大画面に見入っているのだった。パソコンをつないで、写真を映し出しているらしい。人間には環かん境きようが悪くても、使える器材はなかなか高級そうだった。

「お待たせしました。鈴原さんもいっしょに来ましたよ」

　真響が告げたので、パソコン操作をしていた両国と見物の男子たちが、一いつ斉せいにこちらをふり向いた。真響の登場に顔を輝かがやかせる面々だ。彼らは、泉水子に対しても営業的なあいさつをするので、泉水子はスミマセンと頭を下げてしまった。それだけ、顔を出していないということなのだ。

　男子の中には、深行も交じっていた。

　メンバーの一員なのだから、本当はここにいて当然だった。いち早く写真の検討に加わっていたらしい。泉水子は、心の準備ができずにあせったが、なんとかそぶりに出さずにすんだ。深行が一同の一番端はしに甘んじて、女子二人から距きよ離りをとったままだったからだ。

　真響は、深行がいても特に反応を示さず、個別に話しかけるようなことはなかった。ＳＭＦでの深行は、前面に立たないポジションであり、他ほかの男子以上に親交のある様子を見せないルールだと、泉水子にものみこめてきた。彼にはこの場で自分に話しかける気がないとわかり、少し安心して加わっていられるようになる。

　深行のふるまいも目立たないものだった。執しつ行こう部ぶよりおとなしく隅すみにいるが、特に不ふ機き嫌げんに顔をそらすこともしない。場をわきまえた態度というのが一番近かった。

　両国がくちびるを湿しめして話し出した。

「ご依い頼らいの件、もう、だいぶチェックしましたよ。何とも言えないようなのが多いんですよね。それでもなんだか、ちょっとやばいのかなー、という感じはしてくるんです」

「やばいって感じ、たとえば？」

「数がね、多すぎる。たまたま心霊写真風に撮れたにしては、どうしてこれほど出てくるんだろう──というところですかね」

「これもそうなんですか。どこが心霊写真？」

　液晶パネルを見やって、真響がたずねた。画面には真響も泉水子も写っておらず、そそり立つ金兜かぶとの早はや川かわ委員長と、近くを取り巻く生徒を撮った遠景だった。泉水子はひそかに胸をなで下ろした。しょっぱなから自分が登場しているところは、できれば見たくなかったのだ。

「人間、一度〈心霊写真眼め〉になってしまうと、急にどれもこれもに見つけてしまうという傾けい向こうは、必ずあるんですよね……」

　肩かたをすくめるようにしながら、両国が画面に人差し指を近づけた。映写ではないので、手の影が映りこまないのが見やすくてよかった。

「……後ろに立っている生徒、ほら、変でしょう。ちょっと変色して写っているのは、金ぴか兜のせいかもしれないけれど、ポケットに両方の手を入れていますよね……隣となりの生徒の肩に、手はかけられないわけで」

　肩にかけた手の指が、実物のように写っていた。その他の生徒には絶対に無理な角度だった。

「二重撮りのいたずらじゃないですか？」

「それも、考えられます」

　それから両国は、彼らがすでに目を通したものを、つぎつぎ大画面に映し出した。白い光が不自然に写りこんで、人ひと影かげに見えるというのが多かった。講堂の床ゆかや壁の思わぬところに、人の顔が写っているというのも多い。

　泉水子や真響が出てくる写真もあったが、遠景ばかりだった。高い頻ひん度どで出てくるわけではないのだ。おかしなものは、衣装モデルの周辺よりは、それを取り巻く生徒の間に写っているようだった。

　泉水子は、このときまで心霊写真を見たことが一度もなかった。

　霊が写っていると言われても、解説を聞くまでわからない。光と影が不自然で、ゆがんだ顔に見えたりすると、ずいぶん気味の悪いものだが、それでも心底ぞっとするところまで行かなかった。

　写るべきでないものが写っているより、本来写るはずのものが写らなかったほうが、よっぽど怖いと考える。以前、深行に見せられた携けい帯たいカメラに、留学生のリカルドが写っていなかったケースだ。

　あのときの震ふるえ上がる思いに比べたら、写真に霊が写っているとさわぐのは、やっぱり遊びのような気がした。想像力を試ためされているようでもある。

　その場の男子たちもかなり冷静だった。霊が写っていると主張する生徒の言い分を検討し、こじつけかどうかを見定める態度だ。しかし、彼らは、長谷川のように心霊写真を百パーセント否定してもいなかった。

　両国は、分析官のようにまじめくさって言った。

「言われている写真の何パーセントが心霊写真になるのか、今の時点では何とも言えません。いたずらとは思えないものも何点かあるのは確かです。ただ、これからまだ、新しいものが出てくるだろうし、あの日の講習を撮った写真の総数は、かなりの数のようです」

　真響は、かんじんな質問をした。

「両国先輩が撮った写真にも、心霊写真があるんですか？」

「ぼくは、ないと思うんですが」

　しぶい顔つきで両国は言った。

「けれども、こいつらに見せたらですね……そのへんが、何にでも霊を見つけてしまう〈心しん霊れい写真眼め〉というものじゃないかと。一度でも霊と認にん識しきすると、ちょっと不自然なものはすべて、その系統に見えてしまうんですよ」

　両国の写真は、あからさまに真響と泉水子の大写しばかりだった。しかし、さすがにきれいに撮れている。あまりに堂に入った風ふ情ぜいで画面に収まっているので、女子高校生に見えないくらいだ。たぶん、カメラも腕うでもいいということなのだろう。

　写真が大画面に映じられると、その他のメンバーは「ここに顔が」などと指し摘てきした。しかし、どれもが冷やかしと冗じよう談だんだった。おふざけだとわかるが、両国だけが本気で憤ふん慨がいして、芸術作品にけちをつけるなと怒おこっている。

　泉水子は、自分の大写しがそれほど恥はずかしくならないので、変なところで安心することができた。コスプレしたとも感じないほど、よそに見る人物だった。母の紫子にもぜんぜん似ておらず、今までに見たこともない女性だ。

　それでも、写真がばらまかれたことにはいい気がしない泉水子だが、真響はさらにクールだった。最初からそうだった。アイドル生写真のように売りさばかれても、彼女はたいして気にしなかったのだ。

　真響が、自分の顔を卑ひ下げしないのは本当だ。だが、たいていの女子とはちがい、その見み映ばえを最重要に思っていないように見えた。身近によく似た顔が二つもあると、わざわざ写真うつりを気にしなくてもよくなるのかもしれなかった。

　大写しの写真をこだわりなくながめて、真響はきっぱり言った。

「私、両国先輩の意見に賛成です。先輩の写真に、霊は写っていないと思います。みんな、からかっちゃだめですよ。先輩の写真って、一番クリアーに見えます」

「ほんとですか」

　両国が顔をほころばせた。丸っこい顔立ちがいかにもうれしそうにくずれる。

「それならこの写真、プリントアウトしてもいいですかね」

「用よう途とを明確に教えてくれたら、それでもいいですよ」

　真響が答えると、だれかがぼそりと言った。

「先輩の写真、なんだか、魔ま除よけにできそうな感じっスよね」

　みんなは笑ったが、泉水子は笑いながらも感心した。真響の画像から受ける感かん触しよくを、とてもうまく言い表している気がしたのだった。

　真響本人は、話に乗らずにてきぱきと進めた。

「見るべき写真は、これで全部ですか。みなさんは、この心霊写真がはやる現象をどう考えます？」

　いくつか見解が出た。主流は、どこかに仕し掛かけ人の生徒がいて、あとのみんなが乗りやすかったのだろうというものだった。一番思し慮りよ深い意見を述べたのは、やはり両国だった。

「ぼくは、写真に写った何かより、学園生徒の大多数が〈心霊写真眼〉になっていることのほうが、気にかかるんです。こういうのってある程度、人間心理の問題じゃないですか。学園の空気がまったくその色に染まってしまって、みんなが、暗示にかかりやすくなっていることのほうが問題だと思うんです」

　真響も慎しん重ちようにうなずいた。

「そうですよね。どうもありがとう、すごく参考になりました」







　執行部の集合時間を過ぎてしまったことに気づき、泉水子たちは、急いで社会科教材室を出るはめになった。

　深行の後から廊ろう下かに出たとき、泉水子は、はっとして頭を起こした。

　心霊写真を見ながら、何かを思い出しそうで思い出せず、のどもとに引っかかったように気にしていたことが、いきなり判明したのだ。

　あわてて、先を行く深行の背中を見やる。ブルーのワイシャツを着た、よく伸のびた背中。

（言うべきだろうか、深行くんに……）

　まだ、深行に声をかけるには葛かつ藤とうがあった。お互たがい気分を害したことをあれほどはっきり示した後だ。姫神の感想を述べる度胸もない。どういう顔をすればいいか、結論も出ていない。

　けれども、これは学園祭にかかわる問題だった。自分自身の問題のように逡しゆん巡じゆんしていいものではなく、タイムリミットがある。

「相楽さがらくん」

　呼んでしまった。深行は、驚おどろいた様子でふり向いた。明らかに、泉水子から声がかかることを予期していなかった。

　相手が顔をそむける前にと、泉水子は早口に続けた。

「言っておくことがあるの。今、やっと思い出した。穂ほ高だか先せん輩ぱいが言っていたの──居心地よさそうだって。わたしが、キャンパス内に幽ゆう霊れいがいますかって聞いたら、居心地よさそうだって」

　深行はかすかに眉まゆをひそめたが、それは泉水子をうとんじてではなく、疑問を浮うかべた表情だった。大またに引き返す動作にためらいはなかった。

「なんだよ、それ。どういう話の流れなんだ」

「ええと……」

　つめ寄ってきた深行を見て、泉水子は思わず逃にげ腰ごしになった。だが、今ここで深行と話ができないと、二度とできなくなる気がして踏ふみとどまった。両手の指をきつくからめ、息を吸いこむ。

「八はち王おう子じ城じよう跡せきに、怨おん霊りようはひとりしかいないって、あの人が言ったよね。でも、もしかすると、城跡がからっぽだったのは、最初から何もいないという意味じゃないかもしれない。そこにいるはずだったものが、今はいなくなっているというか……その……」

　最後は口ごもってしまったが、深行が明めい敏びんに語ご尾びをひきとった。

「つまり、そこにいた霊れいが、今じゃ学園に場所を移動していると言いたいのか」

「先輩は、そうはっきり言ったわけじゃないの。だけど、両方をつなげると、そういう意味にとれると思えてきて」

　泉水子は小声で言ったが、確信をなくしたわけではなかった。むしろ、口にして、いよいよ事実だという気がしてきたくらいだ。

　深行も、これを笑い飛ばさなかった。考えこむ深行を見上げて、泉水子はふいに思った。いろいろありはしたが、深行はこれまで、泉水子の言うことを笑い飛ばしたことは一度もないのだ。あんまりだと思う仕打ちもたくさん受けたが、それだけは、泉水子にも打ち消すことができなかった。

　深行は、彼の結論をはじき出した。

「陰おん陽みよう師じのしわざだと思うか？」

「決めつけられないけど」

「とはいっても、そんなばかげたまねができるやつは、他ほかに多くはいないものな」

　すらっとそう言い、深行はまた少し考えた。

「糸口になるかもしれない。あいつらが陰かげでしていること……もっとその線で考えてみたほうがいいかもしれないな」

（……ふつうに、しゃべっている……）

　泉水子は、心の底でこっそり感かん嘆たんした。

　深行のそ知らぬ態度は、彼一流の取りつくろい方かもしれないが、今の泉水子には、ポーカーフェイスが何よりありがたかった。なかったことのように接することができると思うと、きっかけを提供した穂高に感謝したくなるくらいだ。

（あんなことがあった後でも、やればふつうにできるんだ……）

　かみしめていた泉水子の背後で、声がした。

「そういう話、どうして相楽にもっていくかな。私じゃなく」

　真響が、髪かみをなびかせて歩み寄ってきた。口調は平へい坦たんだったが、その陰でそうとうむっとしているのが感じとれた。泉水子はたじろいだ。

「真響さん、これは……」

「泉水子ちゃん、相楽のことは顔も見たくないんじゃなかったの」

　詰きつ問もんされて、返答につまる。

「そうだけど、ええと……」

「陰陽師がどうこうしたという話は、この私が聞かせてもらう領分でしょう。直面するのは私だし、最初に私にもってくるのが本当でしょう。どうして、泣かせたやつなんかに先に言ってるわけなのよ」

　泉水子がおたおたしていると、深行が率そつ直ちよくに返した。

「村むら上かみ穂高の情報だからだよ」

「村上……穂高？」

　さすがに真響も息をのんだ。剣けん幕まくを少し改める。

「いつ、影かげの生徒会長が介かい入にゆうしたの？」

「講習会に来ていた。在校生徒には気づかれないように。宗田には全部話すから、ここで張り合うのはなしだ。手の内を伏ふせている場合じゃなさそうだしな」

「どういうこと。あなたたち、本当は彼と手を握にぎっていたの？」

「握っちゃいない。どちらかというと迷めい惑わくがられている。ただし、彼は判定者として、鈴原の正体に関しては承知しているんだ。そして、隠かくすべきだという立場が同じだ。判定者から見ても、そういうものであるらしい」

　深行が言うと、真響はだいぶ安心したようだった。泉水子に向きなおり、抑おさえた口調で言う。

「泉水子ちゃんが、前に穂高先輩に会ったことは知っていたけど、親しくなっていたとはね。でも、急にそっちにスカウトされたとかいう話じゃないなら助かる。生徒会に所属している以上、そのへんが綱つなわたりなのはたしかだから」

　泉水子は、うろたえながらも真響に言った。

「ごめんね、穂高先輩のこと、隠しておくつもりじゃなかったの。ただ、講習会とその後にいろいろありすぎて、昼に穂高先輩に会ったことは、頭からふっ飛んでいて」

「影の学園の支配者も、けっこう、かたなしだね」

　真響は小さく笑い声を立てた。むかつくのをやめて、気を取りなおしたようだ。

「それで、穂高先輩が、泉水子ちゃんに何を言ったって？」

　つばをのみこみ、泉水子は深行の至った結論までをもう一度くり返した。

　深行がそこに補足した。

「先輩の言葉は、ほのめかしでしかないから、陰陽師の術と考えるのはこじつけかもしれない。だけど、鈴原も宗田も、幽霊を見る体質じゃないってあたりが気になる。こちらが気づかないうちに、何かが進行しているのかもしれない」

　真響は、機き敏びんに理解してうなずいた。むやみに感情に走らない有能さを、彼女もまたそなえているのだ。

「わかった、たしかに気になる。私も調べてみるね」

　この場で検討するには、執しつ行こう部ぶの仕事に遅おくれすぎていた。深行が腕うで時ど計けいを見やり、三人は暗くなった階段を急ぎ足で下った。

　あわただしく続きながら、泉水子は、自分と深行の感情対立がなしくずしになっただけでなく、どういうわけか、深行と真響のあいだも風通しがよくなっていると考えた。理由を考える余よ裕ゆうはなかったが、助かることにはちがいなかった。







　学園祭の本番まで一週間を切って、生徒会執行部の二年は、全員の目がつり上がり気味になっている。

　スケジュールどおりに運ばないものごとは、際限もなく見つかり、トラブルのほとんどが「間に合わない」方向だったのだ。

　どれほど中心になって働いていても、一年はその点で気楽だった。指示を受けて動けばよく、責任をとるところまでいかないからだ。それゆえ、遅れて部室入りをした三人は、如月きさらぎ・ジーン・仄ほの香かのヒステリーを目もく撃げきし、ひるんで目をまるくすることになった。

　八王子城跡で見せた意外な面を、例外中の例外として、二年で最後に切れる人物がいるとしたら、如月生徒会長だった。ふだんはクールな判断力の持ち主で、むしろ熱くならなすぎると言ってもいい。その彼女が、たいそうな剣幕でまくしたてていた。

「そんなの、どうにでもしたら？　生徒会はね、実行委員会の負担を少しでも軽くしてあげようと、夏前から苦心して全体イベントに取り組んだんだよ。それを、今の今になってケチつけられるくらいなら、もう降りた。勝手にそっちで変へん更こうしてよ」

　仄香がくってかかる相手は、早川実行委員長だ。犬いぬ猫ねこのけんかにたとえれば、早川のほうが耳を寝ねかせ気味なのは、だれにでも見てとれた。

「たのむよー。ケチをつけるわけじゃないって……しかたなかったんだよ」

「どうして蹴けってこないのよ。理事長の言うことなんか、タイムアウトでしょうが」

「蹴れないってのは、わかってるだろ……」

　仄香の非難はまだ続いていたが、手前の席の大おお河内こうちが、一年メンバーが到とう着ちやくしたことに気づいてふり向いた。深行が、声をひそめて彼にたずねた。

「いったい、何が起きたんですか」

「保護者バザーの件なんだけどね……」

　大きなため息をついてから、大河内は説明してくれた。

「戦国テーマの衣装をそろえる企き画かくを聞きこんだら、ノリのいい保護者が、売り物もたくさん集まっているから、全体イベントのある二日目にも参加させろって、今になって言ってきたらしい。おれたちのゲームイベントに、保護者がうろちょろすることになりそうなわけ」

「まずくないですか」

「まずいんだよ、かんぺき」

　嘆なげく口調で、大河内は言った。

「どうすりゃいいんだよ。肝かん心じんの対決シーンに、オバチャンがそこらを右往左往してるなんて」

「まぎらわしい恰かつ好こうをしているんですか？」

「コスプレがしたくて、名のり出てるに決まってるじゃないか。だから、ノリのいいオバチャンなんだって」

　真響もあきれて、同情を示した。

「頭をかかえちゃうの、当然ですよね。そんな無む茶ちやなねじこみ、阻そ止しできないんですか？」

「情勢から見て、無理っぽい」

　隣となりに座る星ほし野のがどんよりと言った。

「今年の学祭、金がかかりすぎなんだよ。そうなると……スポンサーが神様になるわけ。おれも深く身にしみたよ」

「資本主義ですねえ」

　泉水子たちが、リーダー対決の収まりどころを見守っていると、最後になって、早川委員長がやや反はん撃げきに出た。

「もともとは、体育祭をドッキングさせた二日目のイベントだったろう。それなら去年も、プログラムに保護者参加の競技があったわけだし、ゲームイベントに保護者参加の枠わくをもうけるのは、配はい慮りよから言って当然じゃないの？」

　仄香は、ほんのわずかに引いた。だが、一、二秒のうちに言い返した。

「保護者参加が悪いんじゃなく、今になってそれを言うのが悪いんだってば。それなら、どうして最初から条件に設定しろと言わなかったのよ」

「盲もう点てんだったことはちゃんと認めるよ。認めて、すみませんと謝るから、ここは何とか一つひねり出してくれ」

　押し切る形で早川が言った。執行部メンバーは、のらりくらりしているわりに強きよう靭じんな早川を見ることになった。先に折れたのは、仄香のほうだったのだ。

「ぐちゃぐちゃになっても、もう、知らないからね……」

「最終的なフォローはおれがする。保護者の文句が来たら、それもおれが受ける。要はお祭りさわぎなんだから、それなりの形さえ作ってあればどうとでもなるよ」

　早川委員長と委員会の幹部が、話を切り上げて執行部室を出ていった。仄香が何も言わずにいすの背に沈しずみこんでいる間に、大河内が黙だまって席を立ち、模造紙大にプリントアウトしたキャンパスの地図を広げだした。

「ああっ、もう」

　仄香がふいに叫さけんで、足をばたつかせた。だだっ子のかんしゃくのように見えて、意外なかわいさがあった。

「何なのよー、ここへきて。どいつもこいつも勝手なことばかり。三年だけが始末に負えないのかと思ったら、保護者もだってどういうことよ」

　一年の三人は、再び大河内の解説を聞くことになった。

　学園祭参加の三年生は、基本的に自主参加メンバーであり、受験勉強が大事な者はそちらを優先することになっている。そのため、二日目の全体イベントには、学年として加わらないことになっていた。けれども、ホラーハウスの三年たちは、一日目だけでは飽あきたらず、全体イベントにゲリラ参加をしたいと、この日の午前中になって申し入れてきたのだそうだ。

　星野があきらめ加減に言った。

「体育館ではできないことがやりたいんだそうだ。こちらも、三年を締しめだして全体イベントをやりますとまでは言えないし、計画の練りなおしなのよ。さらにバザー会場をもうけるとなりゃ、頭から設定見なおしだな……」

　大河内が言葉を添そえる。

「情じよう況きようがだれ一人わからないようでは、運営できないから、計画表を出せって突つき返したけどね。それでも、どこまで正直に出してくれるものやら」

　執行部は執行部で、学園キャンパスを隅すみから隅まで使用する大だい胆たんなゲームを組み上げているのだった。守りの天守を校舎に設定し、城しろ攻ぜめ軍隊をキャンパス奥のセミナーハウスから丘おかの斜しや面めんに布ふ陣じんしたものだ。

「外周の道路も使えるようにして、正門を突とつ破ぱする軍勢を見せ場にするつもりだったのに……そのへんに保護者がたむろするとなったら、どうすりゃいいんだよ」

　キャンパス地図の上に頭を寄せ合い、彼らは、ああでもないこうでもないと議論した。バザー会場をなるべくじゃまにならない場所に押しやるつもりだが、どこへ動かすかは、意見が分かれてなかなかまとまらなかった。

　最後には仄香が、ため息をついて言った。

「地図を見て言い合っても、気づかないことがあるかもしれない。明日は、私らで実際に全体を歩いてみよう。その上で、うまく使える場所がどこか決めることにしよう」




　　　　二




　鳳ほう城じよう学園キャンパスは、郊こう外がいにある取り柄えとばかりにだだっ広いものだった。

　高たか尾お山さんの北にあたる起き伏ふくの多い土地に立っており、緑の丘の斜面がそっくり敷しき地ちに使われている。正門、校舎、講堂は窪くぼ地ちの部分に立っているが、グラウンドや体育館や図書館などは中腹の高台にある。学生寮りようは講堂裏手の高台にあり、グラウンドの奥へさらに一段高く上ると、馬術部の馬場と廏きゆう舎しやがある。

　馬場の向こうは雑木林の生おい茂しげる急きゆう斜しや面めんであり、丘の自然そのままだった。斜面の頂までが学園の敷地だが、あまりに遠く高く、日常的に利用する生徒はいなかった。馬場と頂上の中間に立っているセミナーハウスへ行くのがせいぜいだ。

　外周が広すぎるし、近くには人家も店も存在しないので、敷地の境界を区切る塀へいや柵さくは設置していなかった。その気になれば、だれにも知られずに丘を抜ぬけて外に出られる。ただし、市街地へ出るには何時間も遠回りになるので、よほどの事情があろうと試みる者はいなかった。迷って遭そう難なんするリスクのほうが高いだろう。

　生徒会執行部の全体イベント案は、この広大なキャンパスを全部使いきろうというものだった。生徒がわざわざ戦国衣装を身につけるからには、野戦気分を味わってもらおうというわけだ。

　暗くなってはできないので、午後一番に執行部メンバーを集めた如月会長は、指示を述べた。

「それじゃ、当日のコースの確かく認にんを兼かねてみんなに歩いてもらう。ポイント看板の設置場所と、保護者バザーの候補地を、道々しっかり頭に入れてきてね」

　大河内が、ポイントを書き入れたＡ４判の地図を配った。

「大手軍Ａコースと搦からめ手軍Ｂコースの出発地点が、距きよ離り的てきにそうとうあるから、全員で歩くのは時間のむだだろう。二手に分かれてＣコースの校舎近くで合流しよう」

　馬場までは同じ道なので、彼らはぞろぞろと坂を上りはじめた。

「うわ、廏舎に寄りたくなっちゃうよ……」

　参加している真夏がつぶやき、泉水子は彼を見やった。もとから真響のつきあいで、望まずに執行部にいる真夏は、学園祭間近になるとかえって執行部に顔を見せなくなっていた。どうやら彼は、だれもが学園祭の準備に精を出すようになってから、他ほかの生徒のぶんまで馬の世話を引き受けているらしいのだ。

　廏舎に惹ひかれるのを阻止するかのように、真響がさっと弟のかたわらに歩み寄った。

「最近、ますます馬にかまけているみたいだけど、そうしたい何かがあるの？」

「えっ、別にー」

　真夏はそう返したが、少し考えこむ表情になった。

「いや、やっぱり、何となくあるのかな。馬ってさ、微び妙みような環かん境きようの変化に人間より敏びん感かんなんだ。このところ、やたらに馬たちの気が立っているものだから、おれがなだめてやらないとだめなんだよ」

「それって……」

　真響は言いかけて口をつぐんだ。真夏は気づかずに言った。

「最近、なんだか空気が悪いんだよ。これって、馬のためにもよくないよ」

　真夏は何かを感じ取っているのだと思い、泉水子がながめ続けていると、自分のすぐ後ろで深行の声がした。

「馬場のまわりには式しき神がみが近寄らないって、前に言ってたそうだな」

　泉水子はびっくりしてふり向いた。

「どうして、それを……」

「宗田とメールで情報交こう換かんした」

　見やると、深行はそっぽを向いて小声で話している。二年メンバーには、注意を向けてほしくないからなのだろう。

「おまえの目、本当は見えているんだ。先へ行く前に、馬場をよく見ておけよ。霊れいのいる場所といない場所の差がわかるように」

「そ──そう言われても」

「自分の目でよく見ろよ。びくびくせずに」

　泉水子を見ないまま、深行はぶっきらぼうに言った。

「もしも、姫神になったらなったで、こっちで何とかするから」

（……簡単に言わないでよ……）

　何とかできるはずないだろう、と言いたかったが、言い返せるものではなかった。深行が、以前より簡単に姫神の名を出すことを知って、どこかうろたえている。泉水子自身は、言われることにまだ慣れないからだ。

　姫神と簡単に入れ替かわることが、深行や真響に受け入れられ、一部では楽になった気もする。だが、一部ではもっと困ることになった気もする。思いは複雑で、一いち概がいには言えなかった。

　通りがかりの馬場を見つめる。馬が何度も踏ふみしめた場所が、どこか明るく感じられるのは今も同じだった。しかし、それがただの気のせいとどのくらい差があるか問われたら、泉水子にもはっきりしないのだった。

　真響も馬場をながめた。

「これが真ま澄すみだったら、わかっていることが多いのにね。でも、今そのためだけに呼ぶのは、ちょっとね……」

　真夏は姉を見て、気楽に言った。

「あいつを呼ぶことなんかないよ。そのくらい、おれがこなせる」

「あんたに見えるの？」

「実際の現場を見るまで、そういうことはわからないものじゃん」

　二人の話が聞こえたので、深行は解説するように泉水子に言った。

「宗田の考えでは、キャンパスに霊を引き寄せる術があるとすれば、ここをそういう特別な場に仕立てる結界づくりだそうだ」

　泉水子は、なるほどとうなずいた。

「結界って言葉、お母さんや相楽さんもよく使うよね」

「修しゆ験げん道どうにもあるからだ。影えい響きようの及およぶ範はん囲いを区切る方法。何ごとも、無限に広げるわけにはいかないんだ。まして特とく殊しゆな力が使われるとなると」

　深行は、前を行く二年たちを見ながら続けた。

「結界をつくる術は、円の四よ隅すみと中心が基本になるはずだ。隠かくしてあるだろうが、見る者が見れば、術を施ほどこした場所がわかるかもしれない。キャンパスの境界には注意しろよ。おれたちは、そっちも探しに行くんだ」

　大河内にわたされた地図に目を落とす。学園の敷地は、西に傾かたむいたいびつな三角形だ。これに円を重ねるとなると、多少は限定されるかもしれなかった。それでも、そうとう広い地域ではある。

　馬場を過ぎたあたりで、行き先が分かれた。特に指定されなかったので、自然に気安い同士で歩くグループがまとまる。東回りが二年組、西回りが一年組だ。

　丘の頂上へ上るのは西回りで、一年のほうが大変そうだが、だれも文句を言わなかった。島しま本もとと田た村むらが都合で来られず、一年組は四人だけだったのだ。この顔ぶれで動けるのは、願ったりかなったりだった。

　先せん輩ぱいと別れた四人は、まず基点とおぼしき丘の頂上をめざし、立ち止まりもせずに斜面を急いだ。泉水子は以前に来たことがあるので、雑草の生い茂った細道を記き憶おくしていたが、夏の間に草くさ刈かりをすませたらしく、この前より道が広くなっていた。

　深行と宗田きょうだいは、丘の頂まで来たのもはじめてだった。学園の敷地の境界に立つ、一本だけの角柱をものめずらしげに見つめる。だが、だれの目にもめずらしいだけで、何かを感じるわけではなかった。

　しばらく思案してから、真夏が言った。

「……ここじゃないと思うな。これ、ただの目印だよ」

　真響はそれでも角柱のまわりをめぐって歩いていたが、やはり言った。

「うーん、そうかもね。地面を掘ほった形けい跡せきもなさそうだし」

「だいたい、馬場から上のほうは空気がよかっただろ。ね？」

　真夏が問いかけるように見るので、泉水子は、ためらいながらもうなずいた。

「わたしもそんな感じ。このへんの木こ陰かげに変なものはいないと思う」

　深行は改めて地図をにらんだ。

「たしかに、ここを含ふくむ円周だと、学園をはみだして大きくなっちまう。広すぎて効率が悪いばかりだろう。仕し掛かけた場所は、もっと近くに作ったと思ったほうがいい」

　泉水子は、地面ばかり見ている真響に確認してみた。

「真響さん、結界を仕掛けた場所には、何かが埋うめてあると思うの？」

「うん。陰おん陽みよう師じの技わざなら、それが一番ポピュラーだから」

　口もとを引きしめて、真響は続けた。

「呪じゆ術じゆつに必要な品は、祭さい壇だんに供えるのでなければ、たぶん土に埋めてあるの。よく聞くところでは、蠱まじ物ものを素す焼やきの壺つぼに封ふうじ込めて埋めてある。蠱物っていうのは、呪のろいを発生させるウザい品々のことで、特別な処置をした蛇へびとかガマガエルとか人形とか、すっごくいやらしいやつだよ」

　深行は、まだ地図をながめ続けていたが、ボールペンのキャップを口にくわえて抜き取ると、角柱の一面に地図を押し当てて直線を書き込みはじめた。

「何してんの」

　真夏がのぞきこむと、何本かの線を引いた深行は、キャップを離はなして説明した。

「東西南北の十字と、学園の敷地の境界線がぶつかる地点があやしいと思う。修験道だったら、結界の四隅はそう取る。中心点をどこに設定してあるかが問題だが、校舎の真ん中を想定するならこっちの線だ。図書館あたりにとった線はこっち。このほうが、カバーする面積が広い。どんなものだろうな」

「寮ってこともあるんじゃないか。高たか柳やなぎって、前に寮の部屋に祭壇つくってたし」

「いや、敷しき地ちの隅すみに寄りすぎてるよ。それも効率が悪い」

　真響も地図をのぞきこみ、むずかしい顔をした。

「どちらに見当をつけるかで、けっこう場所が離れているね。そうたくさん時間をとれないから、二手に分かれよう。相楽たちはそっちの線で調べて、私と真夏でもう一つのほうを調べる。西側はきっと境界線あたりにあるよ、地形から考えてもそうなる」

　腕うで時ど計けいを見て、深行もうなずいた。

「そうしよう。寄り道はせいぜい二十分ってところだな。たとえ何か見つけても、手出しして遅ち刻こくするなよ。先輩たちにあやしまれないほうがいい」

　来た道を下った四人は、落ちあう時間と場所を取り決め、分かれて別方向へ向かった。泉水子と深行の行き先は、図書館の裏手で再び坂を上った林の中だった。

（急に、また、二人になってしまった……）

　雑木林を歩く人ひと影かげは、他には見当たらない。泉水子は二人きりを意識して、予想しなかったと思ったが、城じよう跡せきとはだいぶ事情が異なっていた。真響たちと共きよう謀ぼうしているし、時間が迫せまっているし、探すものが見つかるかどうかも気がかりだ。お互たがい足早になり、会話するひまを惜おしんで当然だった。

　この日、空はどんより曇くもり、木陰はけっこう薄うす暗ぐらかった。秋あき雨さめ前線が北上すると、天気予報が告げている。季節の変わり目が訪おとずれているのだ。

　過ごしやすくなってはいるが、大きな行事を主しゆ催さいする立場として、天気予報に一いつ喜き一いち憂ゆうする時期でもあった。全体イベントが途と中ちゆうで大雨の場合というのは、執しつ行こう部ぶで長らく頭を痛める問題だ。時期的に台風発生の可能性もあるのだ。

　高低のある道は幅はばが狭せまく、泉水子は深行の後ろに続いた。風はほとんどなく、草の茂しげる丘おかの斜しや面めんは静かだった。もっと余よ裕ゆうをもって見回せば、野生動物を見かけてもおかしくない、豊かな広がりの自然林だ。行楽によそまで足を運ばなくても、学園まわりも捨てたものではないとよくわかる。

　深行はわき目もふらずに歩き、目的だけを念頭に置いているようだった。結界が頭を占しめているのだろうと考え、泉水子もそうしようと思っていた。そこへ、抜ぬき打ちで言われた。

「鈴原、このあいだの姫神をどう思ったか、まだ感想を聞いてなかったよな。思い出してから、どうなんだよ」

「あっ、うん……」

　驚おどろいて、すぐ応じられない泉水子に、深行は続けた。

「そういうの、最初におれに言うのが本当だと思わないか。どうして、おれより先に宗田なんかに話してるんだよ」

　泉水子はさらにとまどった。真響は真響で、泉水子が深行に先に話したことで怒おこっていたが、深行のほうも優先順位にこだわるとは思わなかったのだ。

「だって、当然──」

「当然、なんだよ」

「真響さんが、千倍やさしかったもの」

　深行が肩かたをいからせたのが、背後からでも見てとれた。

「やさしくされたからって、何でも話すのかよ。おまえは」

「そうじゃないよ」

　声を尖とがらせてから、泉水子は思いなおして力を抜いた。意地を張ってもしかたないことに、今は気づいたのだ。

「……夜中に思い出して、どうしようもなかったときに、真響さんが慰なぐさめてくれたんだもの。でも、それでも、洗いざらいは話せなかった。そのことは、話しながらもよくわかっていた。全部を言ったら、きっときらわれてしまうって」

　深行はしばらく間をおいた。それから、だいぶ抑おさえた声で言った。

「宗田は、べつに、打ち明けたからっておまえをきらいはしないだろう。ただ、あいつは、おれたちとは立場がちがうんだ。こののち、利用するかされるかの力関係だ」

　泉水子は、すばやく息を吸いこんだ。

「利用するというなら、されてもいいよ。わたし、真響さんが好きだもの。真夏くんも好きだし……二人とも、元気で笑っていてほしい」

「おまえって、いまだに姫神のスケールを自覚しないのな」

　あきれた様子で、深行がたずねた。

「何も考えないのか。姫神は──あの人は──この先の未来を知っていたんだぞ」

「考えないわけないでしょう。でも、それを、全部口に出してなんて言えない」

　言えることと言えないことがあるのだと、泉水子は考えた。

　対する相手が深行だからこそ、言えないこともある。深行には、望むと望まないとにかかわらず、泉水子がさらけ出すものが多いからなのだ。いつのまにか、深行に向き合うことと姫神に向き合うことは、泉水子の中で連動してしまっているからなのだ。

（いっしょにいる関係を、簡単にこわすことのできないものになっている……もっと大事に扱あつかっていきたい、なくさずにすむ方向を探したいものになっている……）

　自分がもっとも望んでいることは何かを考え、泉水子は思い切って言った。

「あのね、なかったことにしていいかな。わたし、姫神が言ったことは思い出せる。だけど、それでも、なかったことにして、これからも相手してくれないかな。いつまでもとは言わない……いつか、どうしても未来の話が必要になるときまで。でないと、今の自分がわからなくなっちゃうし」

　こんな言い方では理解されないと思い、泉水子はさらに言葉を探した。そちらに気をとられて、二人の歩みがいつのまにかのろく、ついに立ち止まったことも意識しなかった。だが、足を止めた深行がこちらを見ていた。意外にも和やわらいだ顔だった。

「ああ、そういうの、おれも助かるかもしれない」

　見上げる泉水子の目がまるくなった。深行がほほえんだのだ。よそゆきの笑え顔がおでないことは、すぐにわかった。ほっとして思わずこぼれる笑みだった。

「ふだんと切り離したい気持ちは、おれにもあるよ。ぶっちゃけ、おれだって整理がつかないし。今まで、雪ゆき政まさはどうしてああも上っつらでものが言えるんだと思っていたが、そうせざるを得ないことって、どこかにはあるんだな」

「うん」

　みるみる気持ちが明るくなった。薄暗い林に光が射さしたかと思うほどだ。

「わたしも、玉たま倉くら山やまの人たちが何も言わないのは、本当はありがたいことなんだって、やっとわかった気分なの」

　二人は、もう少しのあいだ向かい合って立っていた。口をつぐんでいることが少しも気にならない、やわらかな時間だった。

　それから、深行が時計を見てあわてた。

「あ、いけね。時間くった」

　倍速の足どりで歩きはじめたが、続く泉水子の足は、前と比べものにならないくらい軽くなっていた。深行と了りよう解かいしあったのだ。内気にはばまれずに願いを伝えることができたのだ。これが、問題解決の先延ばしにすぎないことはわかっているが、今はうれしさをかみしめるだけでいいという気がした。

　深行の声も、心なしかくつろいでいた。

「この機会に、これだけは言っとく」

　前おきしてから、深行は続けた。

「姫神は、むやみやたらに出てくるものじゃない。おれはそう思った。だから、三つ編みが関係なくなっても、おまえはそうびびらなくていいんだ。彼女は、災わざわいを起こそうとして出てくるんじゃない。それを阻そ止ししたくて出てくるんだ」

　たしかにそうだろうと、泉水子も思った。

「それはわかる。でも、あの人はやっぱり怖こわがられるものであって、怖がらなくていいという意味にはならないよ」

「鈴原は、もっと怖がらなくていいはずだ。怖がるのは、まわりのおれたちだけで」

「どういうこと？」

「姫神が降りてくることを、あんまり気に病やむなよ。降りてくるのは、どうしても話す必要がある場合だけなんだ」

　泉水子は、気持ちに余裕が出てくると、よけいな憶おく測そくも浮うかんでくるということを、はじめて味わうことになった。

「……もっと、わたしでなく、姫神に会いたいということ？」

「言ってないだろ」

「そう聞こえる」

「どうねじ曲げたら、そう聞こえるんだよ」

　一点わかりあったとはいえ、二人のあいだには、やはり此し岸がんと彼岸の差が存在するのだった。泉水子が返事をしないでいると、深行はさらに言った。

「誤解する前に思い出せよ。おまえにずっと姫神でいてほしかったら、八王子城跡までも行って、元にもどす努力をすると思うか？」

　言い返す泉水子は、自分でもすねた声こわ音ねだと思った。

「もちろん、姫神につきあったんでしょう。あの人、わたしの体を使ってそのつもりだったもん。憑つかれたんだから、そのときの心情だってちゃんとわかる。いいふんいきだったよね」

　深行が、即そく座ざに弁明できないのは事実だった。隠かくしきれずにたじろいでいた。

「どうして、鈴原に非難されなきゃならないんだよ。わけわかんねえ」

「もういいよ」

　またたくまに対立に逆もどりするのは、ばかげたふるまいだと、泉水子も思いなおした。

「今のは、なしにして。他ほかの女の人の話をするの、好きじゃないから」

　深行は、また立ち止まってしまった。泉水子をふり返り、しげしげと見つめる。そして、息をつめた口調でたずねた。

「鈴原……本当は……おまえが姫神の同一人物かもしれないって、ありだと思うか？」

「なに言ってるの？」

　無自覚に言ったことであり、深行が何をびっくりしているのか、泉水子には本気でわからなかった。けげんな思いで相手を見つめる。そのときだった。

　木立の向こう、あまり遠くないあたりに、何かがいる気配を感じた。

　はっとしてそちらに顔を向ける。だが、目に入るのは木立と下生えだけだ。木こ陰かげに生えた草やぶは、ところどころしか茂っていないが、空いてそのまま見通せるほど少なくはなかった。気配をうかがっていると、真夏が「空気がいい」と言った丘の頂とはだいぶ異なることに、はじめて気がついた。何か濁にごったものが地表にうずくまり、邪じや念ねんをこめて凝ぎよう視ししている感じがする。

（この感じ……しばらく忘れていた……）

　それは、中学三年の修学旅行で泉水子を苦しめた感覚と同じだった。意志の力で遮しや断だんできたと思っていたが、今あるものは、とてつもなく強かった。徐じよ々じよに肌はだがあわだってくるようだ。

「どうした」

　深行も泉水子の変化に気づき、態度を改めた。

「向こうで何かが……見ている」

「人じゃないものか」

　泉水子はうなずいた。全身の感覚がそちらに集中しだすと、ますますはっきり脅きよう威いとして感じられた。身に危険が及およぶ有害なものの発する気配を、自分は「視線」として理解するのだと、急に気がつく。

「引き返さないとだめ。そばへ行くのは危ない……」

「わかった」

　深行はすぐに応じた。来た道をさっさともどり、林を出るところまで下ってから、泉水子にたずねる。

「ここなら、見られていないか？」

　気配はだいぶ前に薄うすれていた。泉水子は怯おびえるのをやめ、大きく息をついた。

「……うん、もう平気」

「それなら、ちょっとここで待ってろ。あの先に何がいたか見てくる」

　泉水子はあきれて深行を見やった。

「ええっ、どうして？」

「たぶん、ビンゴはおれたちだ。あの先に、結界のポイントがあったとふんでいい」

　深行の口調はうれしそうだった。声がはずんで聞こえる。泉水子には、その図太さが信じられなかった。

「わたしが感じたのって、ポイントみたいに静かなものじゃないよ。まるで、怖いけものがうずくまっているみたいで──待ちかまえていて、襲おそいかかる感じで」

「それは、おまえだからそう感じるんだ。おれはもっと鈍どん感かんだから、鈍感なぶん近づける」

「ううん、だれでも危ない。ぜったいにそう」

　強調したというのに、深行は短く笑った。そういう笑い方も、泉水子があまり知らないものだった。どこか荒あら々あらしかった。

「鈴原は、護身がへたくそだからな。護身法は、凡ぼん人じんのためにあるのかもしれない。やってみるさ」

　深行がそのまま向きを返すのを見て、泉水子はあせり、思わずひじのあたりをつかんで引き止めた。

「ひとりで行っちゃだめ。真響さんたちにこれを話して、みんなで確かめに行こう。危ないものがあっても、それならきっとどうにかできる。みんなで助け合えば」
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「ひとりじゃないよ」

　深行は思いがけない返事をした。

「和宮がいる」

　ぎょっとするあまりに、泉水子は手を放した。姫神の話はすることができても、今まで和宮のことには触ふれていなかった。これこそが、二人の間でもっとも微び妙みような話題だったのだ。深行が、自分から口にするとは思っていなかった。

　泉水子がたじろぐわけが、深行にも理解できるようだった。

「当てにできないやつだが、おれが死にそうになるとか、取り返しのつかないことになる前には何とかするだろう」

「そんなの──それなら、わたしも行く」

　うろたえながらも泉水子は言った。和宮を多少ともたよりにするなら、自分がいっしょに行ったほうが見込みがあることくらい、泉水子にもわかっていたのだ。

「だめだ」

　深行は背をかがめて顔を近づけ、きっぱりと拒きよ絶ぜつした。

「本当にやばいものだったときには、おれにも見み極きわめがつく。執しつ行こう部ぶ仕事を途と中ちゆうでさぼったこんなときに、よけいな危険を冒おかす気なんかないよ。場所を確かく認にんしてくるだけだ。五分でもどるから、ここで待ってろ」

「でも──」

「鈴原が、おれのことは信用できず、和宮しか信用しないというなら、いっしょについてきてもかまわないんだぞ」

　それを言われては、泉水子には言い返すことができなかった。深行はちょっと勝ち誇ほこった顔を上げ、そのまま勢いをつけて階段状の道を上って行った。姿はあっというまに木陰に見えなくなった。







　五分は無理だとわかっていたが、それにしても恐おそろしく長く感じられた。

　泉水子が立っている場所からは、図書館の裏側も、その向こうの通りを往来する生徒の姿も目に入る。いつもどおりの学園祭準備の午後であり、こんなところで気をもんでいるのが不自然なくらいだ。心配は思い過ごしで、たいしたことではないと思いたくなる。だが、実際には気が気でなかった。

（深行くんがどう言おうと、どう思おうと、後でこじれることになろうと、わたしが行くべきなのでは……）

　あれほど脅威を放つものが、危険でないはずがない。だが、深行のプライドがそうとう高いことは、泉水子にもよくわかっていた。足はやはり動かなかった。信じて待つというより、どうしていいかわからずに動けないのだ。

　内側でせめぎあうものに耐たえかねて、その場にしゃがみこみ、低く顔を伏ふせてしまう。こんなところで丸まっている自分をバカだと思ったり、自分にそうさせる深行をバカだと思ったりした。

（わたしはケータイも持っていないというのに。もしも、このまま、深行くんがもどってこなかったら……）

「鈴原、お下げが地面をこすってるぞ」

　急いで顔を上げた。何をやっているんだという表情で、深行が目の前に立っていた。泉水子はどぎまぎしながら立ち上がった。

「どうなった？」

「どうもしない」

　小づら憎にくいほど平然とした深行だった。泉水子が神経をすり減らしたというのに、取りこし苦労だと言いたげだ。

「見つけてきた。術を施ほどこした場所があるのは確実だ、木の根元を掘ほり返してあった。宗田が言ったとおりだな。あれは蠱まじ物ものが埋うめてある、百パーセント」

　深行は尻しりポケットから携けい帯たい電でん話わを取り出し、片手で扱あつかって耳に当てた。

「宗田？　こっちで見つけた。結界の中心は図書館でまちがいないよ。ああ、集合場所に向かってくれ、詳くわしいことは後だ。だけど、諸もろ角ずみや数かず馬まはかなりあやしい。以上」

　手早く通話を切った深行に、泉水子は鋭するどくたずねた。

「諸角や数馬って、だれのこと？」

「化学の諸角だよ。数馬は、同じく化学の非常勤だ」

　そのときはじめて、深行は左手に持っていたものを泉水子に見せた。細いガラス管を折ったものだった。

「土を盛った部分にこれが刺さしてあった。通気のためというより、まじないの一部だろう。これは、どこから見ても理科実験室で使う消しよう耗もう品だ。おれも宗田も、高柳が化学部に出入りするのを、前からうさんくさいと思って見ていたんだ」

　ぽかんとしてガラス管を見つめてから、泉水子は急に腹が立った。

「危険は冒さないって、言ったくせに」

「何も起こらなかっただろ」

「心配したのに」

　声を震ふるわせて泉水子は言ったが、深行はまた短く笑っただけだった。

「おあいこだろ。おれだってけっこう心配したんだ、この前は」

　少しも取りあわず、先に立って歩き出す深行を見て、泉水子は憤ふん然ぜんとした。ついていくのをやめようかと立ちつくしたが、そのとき、言ってやるべきことを思いついた。小走りになって追いかけ、後ろから声をかける。

「相楽くん。たちの悪い結界が本当にはってあるなら、こんなことを相楽さんが見み逃のがしているはずないよ。まして、そこに、生徒だけでなく先生まで関かかわるなら」

「そうかもな」

　案の定、深行はおもしろくない声こわ音ねになった。泉水子はかまわずに続けた。

「ここまで来たら、相楽さんに相談したほうがいいよ。意地になっても意味ないよ。結界のことは、相楽さんのほうが詳しいに決まってる」

　深行はしばらく間をおいたが、やがて答えた。

「……あいつが、今の今まで様子見ですませているくらいなら、結界の壊こわし方を聞きに行ってもむだだろう。ここで問題になるのは、宗田の出方だからだ。陰おん陽みよう師じのターゲットはおれたちじゃない。宗田の力量が試ためされている」




　　　　三




　校舎前で集合した執行部一同は、話し合った結果、保護者バザーのテントを図書館前に設置することに決定した。

　向かい側にホラーハウス設置の体育館があるため、一日目もその付近がにぎわうことになるし、講堂と校舎の間の広いスペースが空くメリットは大きかったのだ。

　図書館と言い出したのは仄香で、一年メンバーは口をはさまなかったが、結界の中心と判明したばかりの場所が選ばれたことは、なんだか妙みような符ふ合ごうだった。泉水子は首をかしげたくなったが、保護者がその場をふさぐことが、よいことなのか悪いことなのか、何とも言えなかった。

　執行部作業が講堂に移るとき、宗田きょうだいはこっそり抜ぬけ出して、深行が教えた場所を見に行った。すでにあたりが暗くなっており、泉水子は気がかりだったが、真夏が意い欲よく的に姉に付き添そっているので、だいじょうぶだとも考えた。真夏がついているなら、いざとなれば真澄も出てくる。

　めったに真しん剣けんにならない真夏であり、いつもは真響べったりではなく、別行動を取りたがっているとさえ見えるのだが、危険が伴ともなうときに真響をひとりにはしなかった。泉水子には、そのきずながうらやましく思えた。

（わたしと深行くんとは、だいぶちがうよね。そういうところ……）

　意志と望みを一つにして、彼らは死んだきょうだいの真澄を呼び返す。彼らの純じゆん粋すいな共鳴に、戸と隠がくしの神しん霊れいも和するのだと思える。三つ子ならではの一心同体は、泉水子には手に入らないものだった。

　講堂の床ゆかに新聞紙を広げ、発はつ泡ぽうスチロールにせっせとペイントを吹ふきつけていると、宗田きょうだいが無事にもどってきた。手まねきして泉水子と深行を呼び寄せ、隅すみのほうでひそひそと報告する。

「相楽が言ったことも、泉水子ちゃんが言ったことも、よくわかった。あそこに埋めてあるものって、前に、高柳がウェブサイトに仕し掛かけたのと同じような出で来きだよ。思い出したら傷きず跡あとがうずいたわよ、まったく」

　真響が憤ふん慨がいした声で言い、真夏はそのかたわらで硬かたい表情をした。

「ムカつくなー。知らずに危険な目にあうやつがいても、関係ないって態度だよな」

「あそこまで出ていく生徒は、めったにいないとは思うけど、それでもねえ」

　深行が納なつ得とくしてうなずいた。

「あれを掘り返したら、そうとうやばいってことだな。おまえらでも手が出ないのか」

　少し悔くやしそうに真夏が答えた。

「真澄なら平気で消去できる。だけど、真澄が戸隠の外でよそものに干かん渉しようするのは、真響かおれに害があったときだけだ。それを、わざと試すのもばかげてるし」

「試しちゃだめ」

　泉水子は思わず言った。生徒会室の窓ガラスを砕くだき、真響と深行に切り傷を負わせた、宙を飛び回るけもののようなものを思い返せば、二度と現れてほしくなかった。

「そんな結界を、何のためにつくっているんだろう。真響さんたちにはわかる？」

　真夏はすぐに言った。

「おれも知りたい側だよ。幽ゆう霊れいを学園に呼び寄せたら、何の役に立つわけ？」

　真響はじっと考えこんだ。

「……まだ、はっきりしないけど、高柳が式神を使うのをあきらめてからというのは、けっこう大きいかも。式神だと、泉水子ちゃんに発見されてしまうでしょ。幽霊と式神はちがうという前提になるけど、私と真夏にはうまく見えないのは確か。とはいえ、霊れいであれば真澄に近い存在ではあるよね」

　手がポスターカラーで汚よごれているので、深行は腕うでで顔をこすった。

「怨おん霊りようも幽霊のうちか？　おれには、そのあたりも定義できないんだが。怨霊を、生きている人間に害をなすものだと考えてもいいが、幽霊を見ただけで急死する話も、怪かい談だんとかでは聞くし」

「それを言うなら、神霊とか、式神とか、幽霊とか、怨霊とか、生きている私たちに都合のいい分類にすぎないのかも」

　四人ともよくわからなくなってきた。真響が少し力んで言った。

「少なくとも、学園が霊に居い心地ごこちのいい場所になっているなら、真澄にとっても居心地がいいはずだよ。助けを呼べば、きっと来るのはたやすくなっている。ただ、私たちの切り札になるあの子を、そう簡単に敵方の目にさらしたくないだけ」

　深行が確かく認にんした。

「教員に陰陽師がいるって件は、どうなる？　高柳はやっぱり、勝負に大人を引っぱりこむやつなのか」

　真響は肩かたを上下した。

「あいつは、陰陽師の〈ホープ〉なんでしょうよ。考えてもみて、年季が必要な術者の世界で、まだ高校生の私たちって、だれもが似たようなヒヨッコの集まりでしかない。どうしても、バックの大人が強いかどうかで決まっちゃうわけなのよ」

「それ、高柳くんも言っていたかも」

　泉水子は思わず口にして、視線を集めて後こう悔かいした。深行からくる視線は、特に冷たいような気がした。体をすくめてつけ足す。

「……わたしたちはみんな、自分の足で立っているわけじゃないって」

　真響の顔に非難の色はなかった。

「なるほどねー、それで急にわかった。保護者バザーがあるわけじゃない。学祭中に大人の助っ人とが外から乗りこんでくることには、私たちも文句が言えないわけよ」

「図書館がバザー会場になったのも、仕向けられたことなのか」

「わからない。用心は必要だけど」

　値ぶみするような目で、深行は真響を見やった。

「宗田は、カウンターにどう動くつもりなんだ。仕掛けられたことがここまでわかっていて」

「私たちにも、バックくらいあるのよ」

　真響はかみしめるように言った。

「あいつが後ろ盾だてを利用するつもりなら、こちらもそれを投入することになるだけよ」

「結界はこのまま？」

「当日までに撤てつ去きよするのは、時間がないからむずかしそう。むしろ逆に、こちらも利用させてもらう手段を考えたほうがいいかも」

　深行は少し考え、うなずいた。

「リスクは五分五分というところだな。化学の諸角は、おれがよく観察しておくが、たいして手は出さないと思ってくれ。単位だって落とすわけにいかないんだ」







　作業ノルマを果たし、女子寮りようにもどってから、真響は深行の言ったことを思い出したらしかった。寝ねじたくをしてパソコンに向かっていた泉水子に、急にたずねた。

「相楽って、そういえば、一年から化学も生物もとっていたっけ。私は化学のコマは二年でいいやと思って、泉水子ちゃんや真夏にもすすめなかったけど。あいつ、わりに理系だったりするの？」

　真響も真夏も泉水子も、理科の授業は必修の地学しか選せん択たくしていなかった。理科実験室を使ったことはなく、諸角や数馬といった教師は、校舎内で顔を見かけるだけだ。いすを回して真響に向かい合った泉水子は、首をかしげた。

「さあ、数学がよくできることは、わたしも知っているけど」

「試験ではオールラウンドに点をとるよね。私って、父の知り合いに文系エリートが多くて、そっちになじんでいるから、なんとなく相楽も、行政や経済を目ざすタイプかと思っていた。ぜんぜんちがうのかもね」

　泉水子は、深行が春休みに読んでいた本をぼんやり思い出した。言われてみれば、生物学っぽい本だった気がする。

「相楽くん、生物って好きかもしれない。前から昆こん虫ちゆうが趣しゆ味みだったし」

「ひょっとして、医学部めざしたりしないかな。東大医学部」

　期待するように真響は言った。泉水子は目をぱちくりさせた。深行が白衣を着た姿は、今まで想像したことがなかったのだ。

「東大へ行きたいと言ったことはあるけど、分野は聞いたことがないよ。中身は話したことがない」

「将来、奇き跡せきの執しつ刀とうをする心臓外げ科か医いとか、なってくれないかな」

　真響は完全に自分の都合で言っていた。

「できたら、私がそうなりたいんだけど、数学の点がよくても理系の才能とは限らないのよ。たぶん無理だって、うすうすわかっている。相楽が医学部へ行ってくれるなら『買い』なんだけどなあ」

「買い？」

「長くおつきあいしたいって意味」

　さりげなく言い換かえて、真響は笑った。

「授業のある教師が相手じゃ、相楽が手出ししないと言うのは当然でしょうね。成績を左右する人物を向こうにまわして、学祭のためだけに敵対などできない。だから、ここは、コマを持たない者が探さぐることにしないと。泉水子ちゃんはつきあってくれる？　ちょっとその目で見てくるだけでいいから」

「うん、いいよ」

　泉水子はためらわずにうなずいた。だが、ベッドに入ってから思いにふけったのは別のことだった。

（深行くんが、もしも、医学部の夢を描えがいているとしたら……）

　泉水子には、自分の将来像が何一つ思い描けない。そのことにも気がついた。だが、ふつうの生徒ならば、なりたい将来があって当然なのだ。ましてや深行のように、周囲から期待される優ゆう秀しゆうさなら、夢を持たないほうがおかしいくらいだ。

（……本当に、深行くんなら、社会に貢こう献けんする能力を持っているだろう。医師になっても、教授になっても、政界財界で名のある人になっても、どうなっても不思議じゃない気がする）

　泉水子などに、関かかわりさえしなければの話だ。

（わたしのするべきことって、何なのだろう……）

　考えると胸が痛かった。深行との関係を育てたいと思ってはならず、解放する選択をするべきなのかもしれなかった。







　学園祭当日が目前に迫せまっていた。

　一年Ｃ組の模も擬ぎ店は、最初のうち、戦せん陣じんの炊たき出しをイメージして進行していた。考案するメニューも、竹皮で包んだおにぎりや、焼き餅もち、おしるこなどだ。

　ところが、である。

　調理班男子の古ふる田たがなにげなくもらした一言から、突とつ如じよ、計画が横すべりしはじめた。彼は、祭りの屋台で綿わた菓が子しを作ったことがあり、実家から綿菓子機を借り出すこともできるというのだ。それを聞いた一Ｃメンバーは、設定もカラーも踏ふみ倒たおして、何が何でも綿菓子をやってみたくなってしまった。

　結局、これをメインに据すえ、「風雲わたあめ」と名づけて売り出すことになった。

　屋台の綿菓子を売っているとなると、どうせなら焼きそばも売りたくなる。この際コンセプトを縁えん日にちに切り換え、並べて「下げ克こく上じよう焼きそば」と名づけることにした。だんだんわけがわからなくなっている。

　長谷川花か梨りんといろいろ話すうち、泉水子は、長谷川が化学を履り修しゆうしていて、化学部にも顔を出していることを知った。思わず聞いてみる。

「諸角先生って、どんな人？」

「モロセン？　授業はけっこうおもしろいよ。レポートはきついけど」

　長谷川の竹を割ったような口ぶりに、やっぱり柔じゆう道どう選手のふんいきがただよう。

「化学部は、学祭に何か出展しないの？」

「ああ、するよ。熱気球を上げるって」

　泉水子は、ちょっとびっくりした。

「えっ、それ、実行委員会に届けてある？　執しつ行こう部ぶに話が回ってこなかったよ」

「急に決まったからね。あっちもこっちも、直前になってからバタバタだよー」

　長谷川は大きな口を開けて笑い、つけ加えた。

「学祭ってこういうものだよね。化学部の子ってほんの三、四人だけど、モロセンが顧こ問もんについているから、当日に間に合わせることはできると思うよ」

（……何かあると思ったほうがいいんだろうか）

　泉水子は考えこんだ。

「Ａ組の高柳くん、化学部にいるよね」

「いるいる。うちのライバル店長。あいつ、Ａ組の企き画かくをぜったいにもらさないから、私もシークレットを守っているんだ」

　そう言ってから、長谷川は、はたと気づいた顔をした。あわてて机を探っている。

「いけない、理科室にファイルを置いてきちゃった。やばいよ、あれには焼きそばのレシピもはさんであったのに。すぐ取ってくる」

　急いで教室を出て行く長谷川に、泉水子は思わず続いた。わざとらしくなく理科実験室をのぞくいいチャンスだと考えたのだ。

「待って。わたしもつきあう」

　理科実験室があるのは、特別教室棟とうの二階の隅すみだった。長谷川は中央階段を使わず、一階の廊ろう下かを端はしまで歩いてから、北階段を上った。泉水子には、あまりなじみのないルートだ。

　人通りの少ない校舎の北ほく端たんは、通路というより学園祭の物置と化している。北階段も、半分は演劇舞ぶ台たいの作り物やらパネルやらでごったがえしていた。

　生徒たちは放課後の作業に散っており、窓の外でしきりに人声がする。その代わり、廊下を歩く者は見かけなかった。しかし、まだ夕方の明るい時間なので、気味が悪くなるほどではなかった。

　長谷川は、ついてきた泉水子をおもしろがった。

「どしたの。気球に興味があるの？」

「ううん、別に」

「じゃあ、興味があるのは高柳だ」

「ちがうよ」

　泉水子は取りあわないことにした。厳密に言えばその発言は正しいが、長谷川がそういう意味で言わないことはわかっていた。

「高柳って、私から見るとモテ系じゃないけどね。ああいう腕わん力りよくのなさそうな青白いタイプは、もっとかわいげがないと」

　腕力のありそうな長谷川は、堂々とそう述べた。

「でも、あいつに寄ってくる女子ってけっこういるんだよね。なぜか留学生にも人気で。このあいだ、有名なアンジェリカが高柳に会いに来て、びっくりしちゃった。あの、ビスクドールみたいなフランスの子」

　二人は理科実験室の前へ来ていた。並びには、これもかなり大きな実験準備室がある。準備室の向こうには美術教材室、美術室がある。

　長谷川は、実験準備室の引き戸を開けた。中はかなり薄うす暗ぐらく見えた。

「入る？　ファイルを置いた場所はすぐにわかるけど」

　もちろん泉水子はその背中に続いた。敷しき居いをまたいだときだった。

　一いつ瞬しゆん、フラッシュを浴びたような気がした。

　何も光りなどはしない。けれども、感覚にとらえられないほどの刹せつ那な、切り取る何かがあったように思えた。まばたきの何分の一かだ。

（あれっ……）

　泉水子は目を見はった。足を踏み入れたのは、ガラス窓が広く並ぶ、がらんと明るい教室だった。机が壁かべぎわに寄せてあり、木のいすと画が架かが乱雑に散っている。採光のよい窓ぎわにカンバスを並べ、せっせと絵を描く生徒が数人いる。油絵の具の独特の匂においがただよい、泉水子が入室しても、絵を描く人々はだれもふり向かなかった。

（わたし、美術室に何の用で来たんだっけ……）

　執行部の知らない学園祭参加があったはずだと、うっすら考える。それを確かめに来たはずなのだが……

　しかし、どうしてもそれが美術関係だと思えなかった。忘れてしまった自分にあきれ、首をかしげながら、出なおしてこようと向きを変えた。

　ドアを一歩出るやいなや、まわりが真っ白になった。

　ぎょっとして戻もどろうとしたが、今踏みこえたはずの戸口さえもかき消えていた。上下左右に何もなく、白い霧きりに目をふさがれたように何も見えないのだ。

　すぐに思ったのは、また脳貧血を起こしたということだった。前に保健室で見た夢を思い出す。見えないけれども風がうず巻き、荒あれ狂くるっているのを肌はだに感じる。あのときと同じ感かん触しよくだった。

　二度目だから、これから起こることも予測できる。すぐに女の呼び声が聞こえてくるはずだ──ぐるぐる回る風にのって。

「お方かたさま……」

（ううん、ちがう──これは貧血じゃない）

　泉水子はくちびるをかみしめた。このまま翻ほん弄ろうされてはならないのだ。思い出すべきことがあったはずだ。

　自分の手すらも見えなかったが、それでも両手の人差し指と中指を立て、剣けん印いんに形づくった。できる限り心を静め、一度左手におさめた右手の剣印を抜ぬき、その先で空中を縦横に切る。

「臨りん・兵びよう・闘とう・者しや・皆かい・陣じん・列れつ・在ざい・前ぜん」

　断固として最後の横線を引くと、にわかに視界が晴れた。泉水子は、自分が美術室前の廊下に立っていることに気がついた。一応ほっとしたが、それでもやっぱり理り屈くつにあわないことだった。

（これって、いったい……）

「へえ、ずいぶん成長したんだね」

　背後から声がかかった。ふり返ると、廊下に高柳一いち条じようが立っていた。

　出たな──というのが、泉水子のいつわらざる感想だった。今起きたことには、半分うろたえもしたが、もう半分の自分は、彼のしわざで驚おどろかないという気がした。

　高柳はあまり背が高くない。切れ長の目を細め、ほほえみながら立っている。鼻も細く、しみじみ和風の顔立ちだった。

「鈴原さん、入学直後から比べると、たった数カ月で見ちがえるようだね。そんなふうに急激に変わる人、ぼくは見たことがなかったよ。劇的に向上するところが、なんだかアルジャーノンみたいだな。知ってる？　アルジャーノン」

「知らない」

「『アルジャーノンに花束を』だよ。ぼくの愛読書だ」

　まったく聞いたことがなかった。不用意なことを言うまいと、泉水子はその話題を無視した。入学直後のことを言われて、腹が立ってもいたのだ。高柳に怯おびえて手も足も出なかった自分のことは、今、思い出したくなかった。

「これ、何してるの。術なんでしょう。実験準備室に、ひとに見せたくないものがあるってこと？」

「ただの生徒に隠かくしてはいないよ。困るのは、宗田真響の一派だけだ」

「また、危険な術を使っているってことなんでしょう」

　色白の顔をにらんで、泉水子は言った。一度こちらが腹を立ててしまえば、相手が和宮に似ていることは、かえってものが言いやすいかもしれなかった。

「どうして、学園を霊れいの呼び込める場所なんかにするの。みんなに幽ゆう霊れいを見せて、それで何の得になるの。高柳くんってぜんぜんわからない」

「それは、きみがわかろうとしないからだよ」

　泉水子の非難を、高柳は落ち着いて聞き流した。

「危険なことなんてないさ。手出しをしたり歯向かったりさえしなければ。ぼくも、きみの気が知れないな、どうして宗田のそばを動かないわけ？　こちらへ来ないかって、ちゃんと誘さそってあげたのに。何も、ぼくは、鈴原さんに痛い目を見てほしいとは思っていないんだ。今からでも仲間に加えてあげるよ」

「宗田さんだったら、見てもいいと言うの？」

「彼女はものわかりが悪い」

　高柳はいくぶん、毒をはく調子になった。

「最初から、相あい容いれないことはわかっていたけどね。行くところまで行って、二人に自じ滅めつしてもらうしかないな。頭がいいのにものが見えない人間ってのは、実際気の毒だと思うよ。だが、必然があるんだろうな」

　泉水子はひるむ気がしなかった。自分のことならともかく、真響がけなされるのは聞き捨てならなかった。

「高柳くんに、気の毒がる優位があるとは思わない。真澄くんより強いものはほとんどないって、わたしにもよくわかっているもの。手出しが危険なのはそちらのほうだよ。この前だって思い知っているでしょう」

「宗田の二人は自滅する。もうまもなくだ」

　冷ややかにくり返して高柳は言った。まるで、過去に決定したものごとのような口ぶりだった。

「鈴原さん、そのときになってぼくに泣きついても、時すでに遅おそいかもしれないよ」

「泣きついたりしない」

「ねえ、宗田とぼくと、いったいどこがちがうの？　術者として似たもの同士にはちがいないんだよ。宗田だけ心がきれいだとか、そういう幻げん想そうをもっているわけ？」

　ふいに声こわ音ねを変えて、高柳がたずねた。おもしろがってはいるが、どこかで本気で不思議がっていた。泉水子は口にするべきか迷ったが、やっぱり口にした。

「だって高柳くん、ペットを殺して式神にしたのって、本当のことなんでしょう。そこが許せないって、真響さんは言っていた。わたしもそう思う」

　高柳は糸のように目を細めた。とはいえ今度は、本当に笑っているわけではなかった。

「ぼくは、もともと動物好きなんだよ。きみたちがどう解かい釈しやくしようとそっちの勝手だけどね。アルジャーノンってのは、ネズミの名前なんだ。何度読んでもいいお話だよ」

　声は少しも波立たなかった。けれども泉水子には、高柳が怒おこった気配が感じとれた。彼が何をはじめてもおかしくはなかった。

　護身できるだろうかと身がまえながら、泉水子はほんの少し悔くやんだ。高柳が怒ったのは、傷ついたからだとさとったのだ。彼の態度があまりに傲ごう慢まんだから言ってしまったが、いくらか言い過ぎだったかもしれなかった。

　高柳が、かるく組んでいた腕うでを両りよう脇わきに下ろした。利きき手の指をわずかに動かしている。息づまる一瞬があった。それから、場を破る第三者の声がした。

「もしもし、お取りこみ中だけど」

　長谷川花梨が、気まずい顔で廊下に立っていた。手にしたファイルを口もとにかざすようにして、泉水子に言う。

「先、教室帰っているから。機密事じ項こうの件、忘れないでよね。一応言っとく」

　泉水子はぎょっとしたが、高柳もそうとう驚いていた。信じられない面おももちで、細い目を見開いている。その様子からすると、長谷川が目にする場所ではなかったのだ。なんらかの術が施ほどこされているはずだったのだろう。

　長谷川はすぐに背を向け、そそくさと階段へ向かった。泉水子が、待ってと言う暇ひまもなかった。

　階段の角に彼女が消えると、入れ替かわりに深行が現れて、ゆっくり廊ろう下かを歩いてきた。いたって平静で、虫も殺さぬ顔をしている。泉水子がこれにもびっくりしていると、高柳が苛いら立だたしげにため息をつき、深行にたずねた。

「どういうつもりなんだ。関係ない女子が誤解したじゃないか」

「おれが飛びこんだところで、ストップしなかっただろ。よけいにあおったことはあり得ても」

　返す口調は穏おだやかだ。立ち止まり、高柳をながめた。

「お互たがい、短気は損気じゃないのか？」

　高柳はわずかに間をおいたが、それから表情を和やわらげた。努力して和らげたようにも見えた。

「相楽に、そういうことができるとは知らなかったよ。なるほどね、きみたちは二人とも、ちゃくちゃくと力を蓄たくわえていたというわけか」

　ほほえむまでに立ちなおってから、彼は言った。

「本番がくる前に、わざわざ教えてくれてどうもありがとう。それなりに手を打たせてもらうよ。きみたちが一いつ般ぱん生徒じゃないということは、ぼくも認めるが、どうせならもう少し利口に立ち回ったほうがいいと思うよ」

　高柳は返事を待たず、実験準備室とは反対方向に歩み去った。中央階段を下りたところを見ると、一Ａにもどったようだ。泉水子と深行は、彼が見えなくなるまでその場を動かなかった。

　しばらくして、泉水子はようやく深行にたずねた。

「……どうして、ここにいるってわかったの」

　気のりしない口調で、深行は答えた。

「言いたくないことだが、和宮センサーらしいな」

　そうか、言いたくないのかと、泉水子は考えた。

　和宮とつながっていることが、どうにも自分の不本意だと受け取れる発言だ。それでは泉水子にも、来てくれてありがとうとは言えなかった。無事でよかった──くらいのことを口にしてくれるなら、こちらも態度がちがっていたと思うのだが。しかし、雪政ならともかく、深行が言いそうにないことはわかっていた。

　深行の様子は、案じる思いを示すどころか、むしろいまいましげだった。

「あのな、鈴原。こんなに簡単に足もとを見られることをするなよ。あいつの捨てぜりふ、けっこう本ものだったぞ」

　泉水子も、自分が軽けい率そつだったことは認めざるを得なかった。とくに、高柳に最後に言ったことは余計だった。

「化学部が、知らないうちに気球を上げることになっていたの。来てみたら、ドアに何か術がかけてあったみたいで……」

「高柳も、あわてることはあわてたんだろうな。このところ、うまく鳴りをひそめて動いていただけに」

　深行は言ったが、楽観できないことが口ぶりに表れていた。

「この際、覚かく悟ごしろよ。もう、どっちつかずの立場でいることはできないんだ。はっきり宣戦布告されたと思っていい。それだけ、おれたちも、取るに足らないメンツという偽ぎ装そうはできなくなっているんだ」

　泉水子には何も言えなかった。代わりにたずねた。

「『アルジャーノンに花束を』って、知ってる？　高柳くんの愛読書なんだって」

「あいつ、そんなのを読んでるやつだったのか」

　深行は意外そうな声を上げた。反応の早さに、泉水子は思わず顔を上げた。

「相楽くんも、それ、読んでいるの？」

「そうとう古いＳＦだ。ダニエル・キイスだったかな」

　泉水子は、彼ら二人のほうが自分より共通点を持つのではないかと、思わず疑ってしまった。複雑な気分だ。その本を読んでみたいと言いたかったが、うまく言い出せない。ことのはこびから、かなり誤解を呼ぶ発言になってしまうからだ。

「……どんな本が好きかって話など、今までしたことがなかったよね」

「大事なのか、それって」

「高柳くんの好きな本は、今日わかった。でも、相楽くんの好きな本って、いまだにわからないし」

　深行は急に切り返した。

「おまえだって、好きな本が何かは言わなかっただろ。鈴原の愛読書って、なんだよ」

　少しのあいだ検討してから、泉水子は答えた。

「ええと『枕まくらの草そう子し』とか、かな」

　相手は沈ちん黙もくした。そして、ずっと沈黙したままだった。

　試験でオールマイティでも、古典は得意分野ではないのだということが、だんだん泉水子にものみこめてきた。あきらめて、ため息をついて言った。

「わたしね、高柳くんたちがなぜ学園に霊を招き寄せるのか、少しわかったような気がする」

　深行は鋭するどい目で見やった。清せい少しよう納な言ごんについてコメントするよりましなのが、まるわかりだった。

「言ってみろよ」

「この学園に、戸隠みたいな別の層をつくろうとしているんだと思う。そういうものって、後からつくるには、何かを重ねあわせるしかないのかも」

　深行は泉水子を見つめ、はっきりさせるように言いなおした。

「つまり、ちがう層を呼びこむ依よりしろとして、八王子城の亡ぼう霊れいをもってきたと言いたいのか」

　泉水子はただうなずいた。言葉にすることで明めい瞭りようになったものごとに、自分でも気をのまれる思いがする。だが、たぶんこれが真相だった。

　深行が小声でつぶやいた。

「たしかに、何でもありの戦国イベントになりそうだな」

　後もどりできない情じよう況きようにあるということを、二人とも、今はひしひしと感じはじめていた。鳳城学園祭は、どう考えても平へい穏おん無事にはすまされなかった。





（次巻へ）









【引用文献】

『呪い完全マニュアル』　仙岳坊那沙著　国書刊行会




【参考文献】

『決戦！　八王子城─直江兼続の見た名城の最期と北条氏照』

前川實著　揺籃社ブックレット６




巻頭の『レッドデータ』の用語解説につきましては、ＥＩＣネット「環境用語集」より一部引用させていただきました。

http://www.eic.or.jp/ecoterm/
















本書は二〇一二年十二月に角川文庫より刊行された「ＲＤＧ４ レッドデータガール　世界遺産の少女」に部分的なルビを追加したものです。
















カバー・口絵・本文イラスト／岸田メル

カバー・口絵・本文デザイン／ＡＦＴＥＲＧＬＯＷ










RDG4 レッドデータガール




世せ界かい遺い産さんの少しよう女じよ








荻おぎ原わら規のり子こ











平成25年9月25日　発行





発行者　山下直久

発行所　株式会社角川書店

〒102-8078　東京都千代田区富士見2-13-3

http://www.kadokawa.co.jp/





(C) 2011,2013 Noriko OGIWARA, Mel KISHIDA　(C) 2013 荻原規子・角川書店／「RDG」製作委員会





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川スニーカー文庫『RDG4 レッドデータガール　世界遺産の少女』平成25年9月1日初版発行









[image: ]




item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		ＣＯＮＴＥＮＴＳ



		第一章　城跡　Joseki



		第二章　護身　Goshin



		第三章　顕現　Kengen



		第四章　結界　Kekkai



		奥付













Guide





		表紙



		目次

 

		本編













item/image/cover.jpg





item/image/p055.jpg





item/image/logo-sneaker.png





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/kuchie-001.jpg





item/image/toc-001.jpg





item/image/p191.jpg





item/image/p151.jpg





item/image/p265.jpg





item/image/kuchie-002.jpg
V9 RF—4& 79 [5] Red Data Book RDB
MIHDBZ DD DU AEAEY ONFHE L)X EDTAT,
IR AR PR A (TUCN) 25, 19664R1<H)D THATLIZH D,
UCN2BRATS NI OV Y 72 79213
NW=R)=TTERDDDT, ol bfatiZ7 >~ (Endangered)
BRI BN OB, FHRIZERIShTw T, /

1

i
o~





item/image/p129.jpg





